
備 考

医学部医学科の今
回の11名の入学定
員の増員は令和4
年度のみの臨時定
員増である。
また、医学部医学
科の令和3年度に
おける収容定員は
712人である。

4 90 － 360 学士（農学） 平成19年4月

（109） （658）

薬学科(６年制)
【Faculty of Pharmacy】

生命創薬科学科
【Department of
　Pharmaceutical
　Life Sciences】

獣医学部
【School of Veterinary Medicine】

獣医学科
【Faculty of
　Veterinary
　Medicine】

動物資源科学科
【Department of
　Animal Science】

生物環境科学科
【Department of
　Environmental
　Bioscience】

医学部
【School of Medicine】

医学科
【Faculty of Medicine】

海洋生命科学部
【School of Marine Biosciences】

海洋生命科学科
【Department of
　Marine Biosciences】

　北里1丁目15番1号第1年次

第1年次

平成12年4月 神奈川県相模原市南区
【Bachelor of

Fisheries
Sciences】

平成19年4月 同上

第1年次

6 120 － 669 学士（医学） 令和4年4月

第1年次

【Bachelor of
Agriculture】

　北里1丁目15番1号【Bachelor of
Medicine】

神奈川県相模原市南区

4 130 － 520

【Bachelor of
Veterinary
Medicine】

【Bachelor of
Agriculture】

東京都港区白金

6 260 － 1,560 学士（薬学） 平成18年4月

　東二十三番町35番1号

　5丁目9番1号

【Bachelor of
Pharmacy】

平成19年4月

【Bachelor of
Pharmaceutical

Sciences】

平成18年4月 同上
第1年次

【School of Pharmacy】

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

年 人
年次
人

人
　　年　月
第　年次

同上

4 35 － 140 学士（薬科学）

青森県十和田市

6 120

第1年次

東京都港区白金５丁目９番１号

薬学部

別記様式第２号（その１の１）

新 設 学 部 等 の 目 的

ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ ｷﾀｻﾄｹﾝｷｭｳｼｮ

大 学 の 名 称

大学の収容定員に係る学則変更

北里大学（Kitasato University）

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

学校法人 北里研究所

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

設 置 者

大 学 本 部 の 位 置

　地域の医師確保等に早急に対応するため、医学部入学定員を増加し、下記地域の
医師不足解消に貢献することを目的とする。
（神奈川県５名、茨城県４名、山梨県２名）

大 学 の 目 的
　本大学は、北里柴三郎博士の精神に則り、生命科学及び医療科学分野における学
術研究と人材育成を通して、広く社会の発展のために寄与することを目的とする。

基 本 計 画

事 項

フ リ ガ ナ ｷﾀｻﾄﾀﾞｲｶﾞｸ

記 入 欄

720 学士（水産学）

－ 720 学士（獣医学）

学士（農学）

第1年次

4 180 －

新
設
学
部
等
の
概
要

（人）

入学

定員

収容

定員

令和３年度 118 712

令和４年度 120 713

令和５年度 109 703

令和６年度 110 694

令和７年度 110 685

令和８年度 110 677

令和９年度 110 669

令和10年度 110 659

令和11年度 110 660

- 基本計画書 -1-



視覚機能療法学専攻

看護学部
【School of Nursing】

看護学科

作業療法学専攻 4 40 － 160 学士

4 70 － 280 学士

【Bachelor of
Clinical

Engineering】

【Bachelor of
Radiological
Technology】

4

計
1,678 － 7,661
(1,667) (7,650)

(言語聴覚療法学)

言語聴覚療法学専攻 4 30 － 120 学士

30 － 120 学士

【Bachelor of
Occupational
Therapy】

【Bachelor of
Speech

Therapy】

第1年次

(作業療法学)

リハビリテーション学科 平成6年4月 同上

理学療法学専攻 4 45 － 180 学士

【Bachelor of
Physical
Therapy】

(理学療法学)

(医療検査学) 第1年次

平成6年4月 同上

平成18年4月
　北里1丁目15番1号

医療衛生学部

保健衛生学科

平成6年4月

生物科学科

第1年次

4 105 － 420 学士 平成18年4月 同上

神奈川県相模原市南区

同上
第1年次

平成6年4月 同上

4 53 － 212 学士（理学） 平成6年4月
第1年次

4 125 － 500 学士（看護学） 昭和61年4月

神奈川県相模原市南区

【Bachelor of
Nursing】

第1年次 　北里2丁目1番1号

　北里1丁目15番1号

神奈川県相模原市南区

修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

【Bachelor of
Science】

【Bachelor of
Science】

【Bachelor of
Science】

【Bachelor of
Health

Science】

【Bachelor of
Medical

Laboratory
Sciences】

(視覚機能療法学)

320 学士（理学）

4 45 － 180 学士

医療検査学科

医療工学科

臨床工学専攻

診療放射線技術科学専攻

【School of Allied Health Sciences】

物理学科

化学科

4 40 － 160 学士

4 80 － 320 学士（理学）

新 設 学 部 等 の 名 称

理学部
【School of Science】

(保健衛生学)

(診療放射線技術科学)

（臨床工学）

新
設
学
部
等
の
概
要

【Department of Medical
　Laboratory Sciences】

【Clinical
　Engineering
　Course】

第1年次

第1年次

【Radiological
　Technology
　Course】

【Department of Rehabilitation】

【Physical
　Therapy Course】

【Orthoptics and
　Visual Science
　Course】

【Department of Nursing】

【Occupational
　Therapy Course】

【Speech
　Therapy Course】

【Department of
　Health Science】

【Department
　of Physics】

【Department
  of Chemistry】

【Department
　of Biosciences】

【Department of Medical
  Engineering
　and Technology】

4 80 －

【Bachelor of
Orthoptics and

Visual Science】
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同一設置者内における変更状況
（定員の移行，名称の変更等）

該当なし

計
194人 120人 231人 626人 1,171人 3人 －

(194) (120) (231) (626) (1171) (3) （－）

医療衛生学部　その他　
4人 5人 6人 3人 18人 0 人 0 人

(4) (5) (6) (3) (18) （0） （0）

医療衛生学部　リハビリテーション学科
視覚機能療法学専攻

3人 1人 3人 1人 8人 1人 42人 

(3) (1) (3) (1) (8) (1) (42)

医療衛生学部　リハビリテーション学科
言語聴覚療法学専攻

3人 2人 2人 2人 9人 0 人 57人 

(3) (2) (2) (2) (9) （0） (57)

医療衛生学部　リハビリテーション学科
作業療法学専攻

3人 1人 4人 2人 10人 0 人 47人 

(3) (1) (4) (2) (10) （0） (47)

医療衛生学部　リハビリテーション学科
理学療法学専攻

4人 2人 5人 1人 12人 0 人 71人 

(4) (2) (5) (1) (12) （0） (71)

医療衛生学部　医療工学科
診療放射線技術科学専攻

3人 3人 4人 3人 13人 0 人 94人 

(3) (3) (4) (3) (13) （0） (94)

医療衛生学部　医療工学科
臨床工学専攻

4人 2人 4人 2人 12人 0 人 75人 

(4) (2) (4) (2) (12) （0） (75)

医療衛生学部　医療検査学科　
8人 1人 5人 7人 21人 0 人 142人 

(8) (1) (5) (7) (21) （0） (142)

4人 1人 6人 1人 12人 0 人 36人 

(4) (1) (6) (1) (12) （0） (36)

1人 1人 0人 0人 2人 0 人 3人 

(1) (1) （0） （0） (2) （0） (3)

4人 2人 5人 5人 16人 0 人 34人 

(4) (2) (5) (5) (16) （0） (34)

4人 4人 4人 4人 16人 0 人 25人 

(4) (4) (4) (4) (16) （0） (25)

4人 3人 7人 2人 16人 0 人 13人 

(4) (3) (7) (2) (16) （0） (13)

1人 1人 （0） 0人 2人 0 人 0 人

(1) (1) （0） （0） (2) （0） （0）

9人 10人 11人 12人 42人 0 人 172人 

(9) (10) (11) (12) (42) （0） (172)

1人 0人 0人 1人 2人 1人 0 人

(108) (502) (722)

(0) （0） (1) (2) (1) （0）

11人 9人 8人 0人 28人 0 人 29人 

(11) (9) (8) (0) (28) （0） (29)

(1)

70人 42人 108人 502人 722人 0 人 245人 

（0） (245)

2人 2人 2人 3人 9人 0 人 0 人

(2) (2) (2) (3) (9) （0） （0）

(78)

5人 2人 3人 2人 12人 0 人 32人 

（0） (32)

6人 5人 5人 3人 19人 0 人 41人 

(6) (5) (5) (3) (19) （0） (41)

(1) (33)

教

員

組

織

の

概

要

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼 任

教 員 等准教授 講師 助教 計 助手

新

設

分

薬学部　薬学科
11人 23人 50人 103人 0人 297人 

(11) (23) (50) (103) （0） (297)

薬学部　生命創薬科学科

17人 10人 11人 13人 51人 1人 

(16) （0）

教授

19人 

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習 実験・実習 計

‐ -　科目 -　科目 -　科目 -　科目 -　単位

医学部　医学科

0 人 78人 

(4) (0) (5) (7)

海洋生命科学部　海洋生命科学科

海洋生命科学部　その他

看護学部　看護学科

看護学部　その他

理学部　物理学科

理学部　化学科

理学部　生物科学科

理学部　その他

医療衛生学部　保健衛生学科　

獣医学部　獣医学科

獣医学部　動物資源科学科

獣医学部　生物環境科学科

獣医学部　その他

(19)

4人 0人 5人 7人 16人 

(10) (11) (13) (51)

(5) (2) (3) (2) (12)

(70) (42)

33人 

(17)
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人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

大学全体

(31)

そ の 他 の 職 員
23 30 53

(23) (30) (53)

合　　　　計
211人 140人 251人 633人 1,235人 3人 －

(211) (140) (251) (633) (1235) (3) （－）

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任 計

事 務 職 員
279 133 382

(279) (133) (382)

技 術 職 員
92 64 156

(92) (64) (156)

図 書 館 専 門 職 員
20 11 31

(20)

計
414 238 622

(414) (238) (622)

(11)

計
17人 20人 20人 7人 64人 0 人 －

(17) (20) (20) (7) (64) (0) （－）

北里大学
1人 0 人 0 人 0 人 1人 0 人 0 人

(1) （0） （0） （0） (1) （0） （0）

教職課程センター
0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 2人 

（0） （0） （0） （0） （0） （0） (2)

看護キャリア開発・研究センター
0人 0人 1人 0人 1人 0 人 105人 

（0） （0） (1) （0） (3) （0） (105)

（0） (19) （0） (33)

健康管理センター
2人 2人 3人 8人 0 人 0 人

(2) (2) (3) (8) （0） （0）

教

員

組

織

の

概

要

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼任

教員等教授 准教授 講師 助教 計 助手

既

設

分

一般教育部　自然科学教育センター
5人 6人 8人 4人 23人 0 人 8人 

(5) (6) (8) (4) (23)

5人 0人 17人 0 人 33人 

(5) (7) (5)

計
336,784〔55,859〕　 266,886〔160,043〕　 55,581〔42,303〕　 10,506 40,271 149,787

(336,784〔55,859〕) （266,886〔160,043〕） （55,581〔42,303〕） (10,506) (40,271) (149,787)

(336,784〔55,859〕) （266,886〔160,043〕） （55,581〔42,303〕） (10,506) (40,271) (149,787)

専 任 教 員 研 究 室
新設学部等の名称 室　　　数

大学全体 483 室

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

図書 学術雑誌
視聴覚資料機械・器具 標本

〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点

大学全体
336,784〔55,859〕　 266,886〔160,043〕　 55,581〔42,303〕　 10,506 40,271 149,787

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

172室 85室 285室
10室 3室

（補助職員　4人） （補助職員　5人）

11,152,011.80㎡

合 計 11,800,467.67㎡ 0　㎡ 0　㎡ 11,800,467.67㎡

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

222,690,71㎡ 0　㎡ 0　㎡ 222,690,71㎡

（　　　　　0　㎡）

校
　
　
地
　
　
等

区　　　分

0　㎡ 0　㎡ 544,927.87㎡

運 動 場 用 地 103,528.00㎡ 0　㎡ 0　㎡ 103,528.00㎡

小 計 648,455.87㎡ 0　㎡ 0　㎡ 648,455.87㎡

0　㎡

点

(43)

一般教育部　基礎教育センター
7人 

（222,690,71㎡）

そ の 他 11,152,011.80㎡

（0）

（0） (8)

一般教育部　人間科学教育センター
5人 5人 4人 0人 14人 0 人 43人 

(5) (5) (4)

5人 

(1)

1人 

（　　　　0　㎡） （222,690,71㎡）

校 舎 敷 地 544,927.87㎡

専　　用 共　　用

0　㎡

（0） (16)

共用する他の
学校等の専用

計
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※大学全体

獣医学科

動物資源科学科

生物環境科学科

物理学科

化学科

生物科学科

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

7,648.87㎡ 1,223 705,585

体育館

面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

9,498.79㎡

○相模原地区
・野球場　　　　1面
・テニスコート　7面
・サッカーコート2面
・ラグビーコート1面
・陸上競技場　　1面
・ゴルフ練習場　1箇所
・弓道場　　　　1箇所

○十和田地区
・テニスコート　　　2面
・馬場　　　　　　　1箇所

医療衛生学部
（3年次編入）

－ － 1,950千円 1,750千円 － －

医療衛生学部
（4年次編入）

－ － － 1,950千円 － －

医療衛生学部 1,800千円 1,750千円 1,750千円 1,750千円 － －

医療衛生学部
（2年次編入）

－ 1,950千円 1,750千円 1,750千円 － －

1,663千円 1,513千円 1,513千円 1,513千円 － －

1,713千円 1,613千円 1,613千円 1,613千円 － －

1,663千円 1,513千円 1,513千円 1,513千円 － －

海洋生命科学部 1,400千円 1,450千円 1,450千円 1,450千円 － －

看護学部 1,900千円 1,700千円 1,700千円 1,700千円 － －

－ －

1,350千円 1,300千円 1,300千円 1,300千円 － －

－

獣医学部

理学部

大学全体

－ －

646,671千円

2,330千円 2,130千円 2,130千円 2,130千円 2,130千円 2,130千円

経費
の見
積り

第５年次 第６年次

千円 千円

2,050千円 2,050千円

薬学部

共 同 研 究 費 等 953,190千円 953,190千円 953,190千円 953,190千円 953,190千円 953,190千円

図 書 購 入 費 250,397千円 250,397千円 250,397千円 250,397千円 250,397千円 250,397千円 250,397千円

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第６年次

2,350千円

646,671千円

2,050千円

1,670千円 －

教員１人当り研究費等 868千円 868千円 868千円 868千円 868千円 868千円

2,050千円 2,050千円

生命創薬科学科 2,070千円 1,670千円 1,670千円 1,670千円

経費の
見積り
及び維
持方法
の概要

第１年次

2,130千円 2,130千円 2,130千円

生命創薬科学科
（2年次編入）

－ 2,070千円 1,670千円

776,955千円 700,671千円 853,671千円 646,671千円 646,671千円

2,050千円

薬学科
（2年次編入）

－ 2,450千円

医学部 9,000千円 6,400千円 6,400千円 5,700千円 5,700千円 5,700千円

第２年次 第３年次 第４年次

千円 千円 千円 千円

薬学科

医学部
（1年次9月学士入学）

5,870千円 6,400千円 6,400千円 5,700千円 5,700千円 5,700千円

1,350千円 1,300千円 1,300千円 1,300千円

第５年次

獣医学科
（2年次学士入学）

－ 2,430千円 2,130千円

2,050千円 2,050千円 2,050千円

設 備 購 入 費

※図書費には電
子ジャーナル・
データベースの
整備費を含む。

学生１人当り
納付金
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薬学専攻

薬科学専攻

獣医学専攻

感染制御科学府博士課程 950千円 750千円 750千円 － － －

785千円 － － － －

医療系研究科修士課程
(臨床心理学コース) 1,150千円 950千円 － －

医療系研究科博士課程 985千円 785千円 785千円 785千円 － －

感染制御科学府修士課程 950千円 750千円 － － － －

－ －

理学研究科修士課程 950千円 750千円 － － － －

理学研究科博士課程 950千円 750千円 750千円 － － －
医療系研究科修士課程
(臨床心理学コース以
外)

985千円

看護学研究科修士課程
(高度実践看護学コー
ス)

950千円 750千円 － － － －

看護学研究科博士課程 950千円 750千円 750千円 － － －

海洋生命科学研究科博士課程 800千円 550千円 550千円 － － －

看護学研究科修士課程
(看護学研究コース) 830千円 630千円 － － － －

動物資源科学専攻 650千円 450千円 450千円 － － －

海洋生命科学研究科修士課程 800千円 550千円 － － － －

獣医学系研究科博士課程

650千円 450千円 450千円 450千円 － －

950千円 750千円 750千円 － － －

獣医学系研究科修士課程 650千円 450千円 － － － －

薬学研究科博士課程

950千円 750千円 750千円 750千円 － －

薬学研究科修士課程 850千円 650千円 － － － －

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

千円 千円 千円 千円 千円 千円

　室」，「図書・設備」，「図書館」及び「体育館」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

　「図書・設備」，「図書館」，「体育館」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

１　共同学科等の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「教員組

２　「教員組織の概要」の「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

４　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室等」，「専任教員研究室」，

　織の概要」の「新設分」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

経費の
見積り
及び維
持方法
の概要

学生納付金以外の維持方法の概要 手数料、私立大学等経常費補助金、事業収入、雑収入等

５　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

６　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

（注）

３　私立の大学又は高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「教室等」，「専任教員研究
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(理学療法学)

(作業療法学)

(言語視覚療法学)

平成29年度
入学定員増（10人）

令和2年度
入学定員減（△1人）
入学定員増（9人）

1.04

0.99

1.04

1.04

1.08

1.04

1.05

入学
定員

学位又

人

（薬学）
学士

人年次

所　在　地
定員 は称号

定　員
超過率

開設
年度

収容

４

学部等の名称
修業
年限
年

薬学部
人

　獣医学科
獣医学部

４

1,550－

　生命創薬科学科 35

海洋生命科学部
　海洋生命科学科

医学部
　医学科

　生物環境科学科

　動物資源科学科

理学部
　物理学科

看護学部
　看護学科

医療衛生学部

　化学科

　生物科学科

　医療工学科
　　臨床工学専攻

　保健衛生学科

　医療検査学科

　　視覚機能療法学専攻

　　言語聴覚療法学専攻

　　作業療法学専攻

　　診療放射線技術科学専攻

　ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科
　　理学療法学専攻

６

４

４

４

４

４

４

４

４

４

６

４

120

130

90

180

４

118

53

115
45

４

125

４

105

４

40

70

40

４

４

80

80

－

－

－

45

－

－

－

－

－

－

30

30

145

720

712

500

－

320

－

320

－

460

580

280

－

－

180

－

－

－

180

－

120

212
（理学）

学士
（理学）

学士

学士

（看護学）

（理学）

(診療放射線技術科学)

(保健衛生学)

学士

学士

学士
（臨床工学）

0.91

1.00

1.04

学士

学士
（医学）

（水産学）

1.04

1.04
学士

学士

1.06

平成6年度

平成6年度

平成6年度

平成18年度

平成18年度

360

平成19年度

0.99

昭和45年度

学士

平成19年度

1.06
（獣医学）

（農学）

学士
（薬科学）

140

520

学士720

1.03

1.06

平成19年度

平成12年度
神奈川県相模原市
南区北里1丁目15番1号

東京都港区白金

倍

平成18年度

（農学）

平成18年度1.02 5丁目9番1号

南区北里1丁目15番1号160 1.03

学士

学士

420

神奈川県相模原市

神奈川県相模原市
南区北里2丁目1番1号

神奈川県相模原市
平成6年度

神奈川県相模原市

東二十三番町35番1号

南区北里1丁目15番1号

大　学　の　名　称

　薬学科（６年制） ６ 260

　北　里　大　学

備 考
編入学

定　員

平成6年度

学士

昭和61年度

青森県十和田市

(視覚機能療法学)

1.03

1.05

1.04

120 学士

1.06

南区北里1丁目15番1号

学士

160

（医療検査学)

既
設
大
学
等
の
状
況

令和2年度
入学定員増（5人）
2年次編入学定員減
（△10人）
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（農学）

神奈川県相模原市

0.74 平成24年度

平成12年度

12
（薬学）

(医療薬学)

博士

２ 10

5

昭和45年度

昭和62年度－

3 －

6 博士

博士

東二十三番町35番1号

青森県十和田市

所　在　地

1.34
東京都港区白金

0.99 平成24年度

学部等の名称
年限

学位又
は称号

定　員
超過率

備 考

(医薬開発学)

（薬科学）

収容
定員

開設
年度

18　薬科学専攻博士後期課程 ３

修士

　薬科学専攻修士課程 25 50 修士
（薬科学）

　獣医学専攻博士課程 平成2年度
（獣医学）

博士

（水産学）

　生物環境科学専攻修士課程 ２

２ 12

　動物資源科学専攻博士後期課程

　薬学専攻博士課程

獣医学系研究科

４ 3

　動物資源科学専攻修士課程

４

３ 3

　海洋生命科学専攻博士後期課程 3

海洋生命科学研究科
－

神奈川県相模原市

平成12年度

1.99

修士

平成22年度

－

博士

0.19

（看護学）

南区北里1丁目15番1号

平成2年度
（看護学）

　看護学専攻博士後期課程 ３ 4

　看護学専攻修士課程

理学研究科

15

博士

平成10年度博士

9　生物科学専攻博士後期課程 ３
（理学）

博士

－ 30

修士
（理学）

－

12

修士

２ 11 －

3 －

　分子科学専攻博士後期課程 ３

（生命科学）

22 平成10年度

修士

　生物科学専攻修士課程

62 －

修士

1.36

（生命科学）

平成10年度0.44

0.33
（理学）

博士

（生命科学）

（生命科学）

28 1.28
南区北里1丁目15番1号

神奈川県相模原市平成10年度

南区北里2丁目1番1号

0.22

修士
(臨床統計学)

5丁目9番1号

修士
（農学）

編入学

定　員

5 －

10

博士
(臨床統計学)

(医薬開発学)

昭和47年度9

－

（農学）
－ 博士

－

修業
定員
入学

２

　海洋生命科学専攻修士課程

（理学）

12

修士

３

14

0.10

1.50

修士

1.49

（水産学）

－２

２
看護学研究科

　分子科学専攻修士課程

薬学研究科

24

博士9

0.25 平成9年度

0.33

既
設
大
学
等
の
状
況
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　感染制御科学専攻博士後期課程 ３ 4 － 12 博士 0.75 平成16年度
（感染制御科学）

博士
（生命科学）

（生命科学）
修士

修士
東京都港区白金

（感染制御科学）

神奈川県相模原市医療系研究科
南区北里1丁目15番1号80 修士 1.36 平成10年度　医科学専攻修士課程 ２ 40 －

修士

４ 博士

（医科学）

40 － 0.75 平成10年度

（医療科学）

　医学専攻博士課程

博士
（医学）

160

（医科学）

5丁目9番1号平成14年度0.83　感染制御科学専攻修士課程 ２ 18 － 36
感染制御科学府

学部等の名称
修業 入学 編入学 収容
年限 定員 定　員 定員 は称号 超過率

既
設
大
学
等
の
状
況

学位又 定　員 開設
年度

所　在　地 備 考
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附属施設の概要 

名  称：北里大学病院 

目  的：大学設置基準（昭和31年文部省令第28号）に定める大学病院及び医療法（昭和23

年法律第205号）に定める特定機能病院として、高度な医療の提供、高度な医療

技術の開発及び評価並びに医療に関する教育、研修等の諸活動を遂行し、地域医

療及び広く人類の健康福祉に貢献する。 

所 在 地：神奈川県相模原市南区北里一丁目 15番 1号 

設置年月：昭和 46年 4月 5日 

規 模 等：地上 14階地下 1階 92,776 ㎡ 

診療科   33 科 

病床数   1,200 床 

外来患者数 2，422.0 人／日 

入院患者数 827.3 人／日 

 

名  称：北里大学北里研究所病院 

目  的：医療法による医療機関として北里医学の原点である土筆ヶ岡養生園以来の伝統を

継承し、臨床・教育・研究・危機管理の高次の均衡ある医療を実現し、医療全体

の発展に寄与する。 

所 在 地：東京都港区白金五丁目 9番 1号 

設置年月：平成 20年 4月 1日 

規 模 等：地上 10階地下 2階 24,796 ㎡ 

診療科   22 科 

病床数   329 床 

外来患者数 713.8 人／日 

入院患者数 136.0 人／日 

 

名  称：北里大学メディカルセンター 

目  的：医療法による医療機関として地域の医療を担い、また、教育及び研究の施設とし

ての任務を果たすとともに、広く人類の健康福祉に関する学術の研究発展に寄与

する。 

所 在 地：埼玉県北本市荒井 6丁目 100 番地 

設置年月：平成 20年 4月 1日 

規 模 等：地上 6階地下 2階 30,770.79 ㎡ 

診療科   24 科 

病床数   372 床 

外来患者数 592.4 人／日 

入院患者数 215.2 人／日 

 

名  称：北里大学図書館 北里大学白金図書館 

目  的：本大学における教育研究等の活動に必要な図書及び資料等を収集し、及び整理し、

これを効果的な利用に供するとともに文献その他の情報サービスを行い、本大学

の教育研究等の充実及び発展に寄与する。 

所 在 地：東京都港区白金五丁目 9番 1号 

設置年月：昭和 39年 4月 1日 

規 模 等：面積 1,086.84 ㎡ 

閲覧席数 182 席   蔵書数 80,810 冊 

 

名  称：北里大学図書館 北里大学獣医学部図書館 

目  的：本大学における教育研究等の活動に必要な図書及び資料等を収集し、及び整理し、

これを効果的な利用に供するとともに文献その他の情報サービスを行い、本大学

の教育研究等の充実及び発展に寄与する。 
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所 在 地：青森県十和田市東二十三番町 35番 1号 

設置年月：昭和 51年 3月 31 日 

規 模 等：面積 1,302.87 ㎡ 

閲覧席数 222 席   蔵書数 31,840 冊 

 

名  称：北里大学図書館 北里大学医学図書館 

目  的：本大学における教育研究等の活動に必要な図書及び資料等を収集し、及び整理し、

これを効果的な利用に供するとともに文献その他の情報サービスを行い、本大学

の教育研究等の充実及び発展に寄与する。 

所 在 地：神奈川県相模原市南区北里一丁目 15番 1号 

設置年月：昭和 45年 6月 23 日 

規 模 等：面積 3,042.20 ㎡ 

閲覧席数 495 席   蔵書数 50,808 冊 

 

名  称：北里大学図書館 北里大学海洋生命科学部図書館 

目  的：本大学における教育研究等の活動に必要な図書及び資料等を収集し、及び整理し、

これを効果的な利用に供するとともに文献その他の情報サービスを行い、本大学

の教育研究等の充実及び発展に寄与する。 

所 在 地：岩手県大船渡市三陸町越喜来字烏頭 160 番地 4 

設置年月：昭和 47年 4月 1日 

規 模 等：面積 58.55 ㎡ 

閲覧席数 117 席   蔵書数 8,078 冊 

 

名  称：北里大学図書館 北里大学看護学部図書館 

目  的：本大学における教育研究等の活動に必要な図書及び資料等を収集し、及び整理し、

これを効果的な利用に供するとともに文献その他の情報サービスを行い、本大学

の教育研究等の充実及び発展に寄与する。 

所 在 地：神奈川県相模原市南区北里二丁目 1番 1号 

設置年月：昭和 61年 4月 1日 

規 模 等：面積 430.80 ㎡ 

閲覧席数 58 席   蔵書数 29,738 冊 

 

名  称：北里大学図書館 北里大学理学部図書館 

目  的：本大学における教育研究等の活動に必要な図書及び資料等を収集し、及び整理し、

これを効果的な利用に供するとともに文献その他の情報サービスを行い、本大学

の教育研究等の充実及び発展に寄与する。 

所 在 地：神奈川県相模原市南区北里一丁目 15番 1号 

設置年月：平成 10年 4月 1日 

規 模 等：面積 314.70 ㎡ 

閲覧席数 76 席   蔵書数 30,388 冊 

 

名  称：北里大学図書館 北里大学教養図書館 

目  的：本大学における教育研究等の活動に必要な図書及び資料等を収集し、及び整理し、

これを効果的な利用に供するとともに文献その他の情報サービスを行い、本大学

の教育研究等の充実及び発展に寄与する。 

所 在 地：神奈川県相模原市南区北里一丁目 15番 1号 

設置年月：昭和 43年 4月 1日 

規 模 等：面積 1,500.04 ㎡ 

閲覧席数 190 席   蔵書数 113,200 冊 
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名  称：大村智記念研究所 

目  的：感染症と付随する各種重要疾病の原因・予防・治療法に関する研究と教育を行う。 

所 在 地：東京都港区白金五丁目 9番 1号 

設置年月：平成 13年 4月 1日 

 

名  称：北里大学東洋医学総合研究所 

目  的：東洋医学の研究・教育及び漢方治療と鍼灸治療の時代に即応した診療を実施する。 

所 在 地：東京都港区白金五丁目 9番 1号 

設置年月：平成 20年 4月 1日 

 

名  称：北里大学入学センター 

目  的：学生の入学に関する調査研究，入学試験の実施、学生募集にかかる広報を行う。 

所 在 地：神奈川県相模原市南区北里一丁目 15番 1号 

設置年月：平成 15年 7月 12 日 

 

名  称：北里大学健康管理センター 

目  的：学生及び教職員に係る保健管理・健診事業を実施する。 

所 在 地：神奈川県相模原市南区北里一丁目 15番 1号 

設置年月：平成 13年 3月 16 日 

 

名  称：北里大学高等教育開発センター 

目  的：学士課程教育プログラムや教材の開発及び教育活動の継続的な改善の推進・支援

を行う。 

所 在 地：神奈川県相模原市南区北里一丁目 15番 1号 

設置年月：平成 19年 4月 1日 

 

名  称：北里大学農医連携教育開発センター 

目  的：食糧生産にかかわる農学と人間の健康増進に関わる人材を育成する。 

所 在 地：神奈川県相模原市南区北里一丁目 15番 1号 

設置年月：平成 25年 4月 1日 

 

名  称：北里大学教職課程センター 

目  的：大学及び大学院の教職課程の基本方針を企画・立案・検討し、教職課程教育の充

実及び発展に寄与する。 

所 在 地：神奈川県相模原市南区北里一丁目 15番 1号 

設置年月：平成 25年 4月 1日 

 

名  称：北里大学看護キャリア開発・研究センター 

目  的：地域看護職者のキャリア支援ならびに看護実践の向上に資する研究事業を実施す

る。 

所 在 地：神奈川県相模原市南区北里一丁目 15番 1号 

設置年月：平成 19年 4月 1日 

 

名  称：北里大学附属臨床心理相談センター 

目  的：地域住民の様々なこころの問題などについて相談を受ける。 

所 在 地：神奈川県相模原市南区北里一丁目 15番 1号 

設置年月：平成 24年 4月 1日 

 

名  称：八雲総合実習所 

目  的：学生の正課教育・課外活動等に利用する。 
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所 在 地：北海道二海郡八雲町上八雲 751 番地 

設置年月：昭和 53年 7月 23 日 

規 模 等：鉄筋コンクリート造 5階建 1,336.98 ㎡ 

 

名  称：薬学部附属薬用植物園 

目  的：標本園、試験圃場及び附属建物を設け、薬用植物に関連する調査及び研究を行う

とともに、薬学部及び大学院薬学研究科の教育及び研究に寄与する。 

所 在 地：神奈川県相模原市南区北里一丁目 15番 1号 

設置年月：昭和 47年 7月 1日 

規 模 等：園地 4,826.0 ㎡ 

     ドーム型温室   145.72 ㎡ 

温室管理棟    509.22 ㎡ 

植栽植物        891 点 

生薬・さく葉標本 18,739 点 

 

名  称：薬学部附属医薬研究施設 

目  的：医薬品の研究を行う。 

所 在 地：東京都港区白金五丁目 9番 1号 

設置年月：昭和 50年 9月 1日 

 

名  称：薬学部附属臨床薬学研究・教育センター 

目  的：臨床薬学教育を推進する。 

所 在 地：東京都港区白金五丁目 9番 1号 

設置年月：平成 7年 4月 1日 

 

名  称：薬学部附属環境管理センター 

目  的：化学薬品，特に有害化学物質，毒・劇物危険物の管理などを行う。 

所 在 地：東京都港区白金五丁目 9番 1号 

設置年月：平成 7年 4月 1日 

 

名  称：獣医学部附属動物病院 

目  的：獣医学の教育及び研究の施設としての機能を果たすため、動物の診療を行うとと

もに、地域社会に貢献する。 

所 在 地：青森県十和田市東二十三番町 35番 1号 

設置年月：昭和 43年 9月 1日 

規 模 等：V10 号館 7,693.25 ㎡内 

患畜頭数 13,526 頭／年 

 

名  称：獣医学部附属フィールドサイエンスセンター 十和田農場 

目  的：獣医学部の附属教育研究施設として土地、動物、植物及びそれらを取り巻く環境

を生命系として教育・研究を行うとともに、これらの研究成果を通して、広く地

域社会の発展に寄与する。 

所 在 地：青森県十和田市東二十三番町 35番 1号 

設置年月：平成 13年 4月 1日 

規 模 等：農場 112,911.00 ㎡ 

飼育家畜数 139 頭 
 

名  称：獣医学部附属フィールドサイエンスセンター 八雲牧場 

目  的：獣医学部の附属教育研究施設として土地、動物、植物及びそれらを取り巻く環境

を生命系として教育・研究を行うとともに、これらの研究成果を通して、広く地
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域社会の発展に寄与する。 

所 在 地：北海道二海郡八雲町上八雲 751 番地 

設置年月：昭和 51年 4月 

規 模 等：牧場 3,521,932.19 ㎡ 

飼育家畜数 377 頭 

 

名  称：獣医学部附属獣医臨床試験センター 

目  的：獣医学部附属動物病院における治験を行い、獣医療の質の向上に資する科学的根

拠を創り出す治験及び臨床研究を推進、実施する。 

所 在 地：青森県十和田市東二十三番町 35番 1号 

設置年月：令和 3年 8月 1日 

 

名  称：医学部附属遺伝子高次機能解析センター 

目  的：遺伝子高次機構解析を中核とした生命科学領域の基礎研究・応用研究と高度専門

教育を行う。 

所 在 地：神奈川県相模原市南区北里一丁目 15番 1号 

設置年月：平成 17年 4月 1日 

 

名  称：医学部附属バイオイメージング研究センター 

目  的：細胞レベルの形態および体内の活性標的分子の挙動等の解析を中核とした生命科

学領域の基礎研究・応用研究を行う。 

所 在 地：神奈川県相模原市南区北里一丁目 15番 1号 

設置年月：平成 18年 4月 1日 

 

名  称：医学部附属医学教育研究開発センター 

目  的：医学教育を取巻く変革の現状を踏まえて、時代に則した卒前・卒後の臨床医学教

育の研究開発を行い、もって医学教育の発展と向上に寄与する。  

所 在 地：神奈川県相模原市南区北里一丁目 15番 1号 

設置年月：平成 17年 4月 1日 

 

名  称：医学部附属臨床研究センター 

目  的：医療の質向上に資する治験及び臨床研究の推進と人材育成を行う。 

所 在 地：神奈川県相模原市南区北里一丁目 15番 1号 

設置年月：平成 20年 4月 1日 

 

名  称：医学部附属新世紀医療開発センター 

目  的：先端医療領域開発部門と横断的医療開発部門を置き、臨床教育の活性化を図る。 

所 在 地：神奈川県相模原市南区北里一丁目 15番 1号 

設置年月：平成 25年 4月 1日 

 

名  称：海洋生命科学部附属三陸臨海教育研究センター 

目  的：三陸海域の生態系・海洋環境及び海洋生物の生産・有効活用に関する総合的な研

究の推進を行う。 

所 在 地：岩手県大船渡市三陸町越喜来字烏頭 160-4 

設置年月：平成 26年 4月 1日 

 

名  称：理学部附属疾患プロテオミクス・センター 

目  的：網羅的モノクロナール抗体作製、抗体産生細胞バンク確立、抗体医薬開発の基礎

研究等を行う。 

所 在 地：神奈川県相模原市南区北里一丁目 15番 1号 
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設置年月：平成 17年 4月 1日 

 

名  称：医療衛生学部附属再生医療・細胞デザイン研究施設 

目  的：再生医療及び細胞治療の基礎技術の研究開発及び教育並びに実験動物による研究

開発及び教育を行う。 

所 在 地：神奈川県相模原市南区北里一丁目 15番 1号 

設置年月：平成 18年 4月 1日 
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令和３年度 令和４年度

2
年次

3
年次

4
年次

2
年次

3
年次

4
年次

薬学部 薬学部

薬学科（６年制） 260 - - - 1,560 薬学科（６年制） 260 - - - 1,560

生命創薬科学科 35 - - - 140 生命創薬科学科 35 - - - 140

獣医学部 獣医学部

獣医学科（６年制） 120 - - - 720 獣医学科（６年制） 120 - - - 720

動物資源科学科 130 - - - 520 動物資源科学科 130 - - - 520

生物環境科学科 90 - - - 360 生物環境科学科 90 - - - 360

医学部（６年制） 109 - - - 658 医学部（６年制） 120 - - - 669 定員変更（11）

海洋生命科学部 180 - - - 720 海洋生命科学部 180 - - - 720

看護学部 125 - - - 500 看護学部 125 - - - 500

理学部 理学部

物理学科 53 - - - 212 物理学科 53 - - - 212

化学科 80 - - - 320 化学科 80 - - - 320

生物科学科 80 - - - 320 生物科学科 80 - - - 320

医療衛生学部 医療衛生学部

40 - - - 160 40 - - - 160

医療検査学科 105 - - - 420 医療検査学科 105 - - - 420

医療工学科 医療工学科

臨床工学専攻 45 - - - 180 臨床工学専攻 45 - - - 180

診療放射線技術科学専攻 70 - - - 280 診療放射線技術科学専攻 70 - - - 280

理学療法学専攻 45 - - - 180 理学療法学専攻 45 - - - 180

作業療法学専攻 40 - - - 160 作業療法学専攻 40 - - - 160

言語聴覚療法学専攻 30 - - - 120 言語聴覚療法学専攻 30 - - - 120

視覚機能療法学専攻 30 - - - 120 視覚機能療法学専攻 30 - - - 120

1,667 - - - 7,650 1,678 - - - 7,661

組織の移行表（北里大学）

入学
定員

編入学
定員 収容

定員
入学
定員

編入学
定員 収容

定員
変更の事由

保健衛生学科

リハビリテーション学科 リハビリテーション学科

大学全体 大学全体

保健衛生学科
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令和３年度 令和４年度

25 50 25 50

3 12 3 12

6 18 6 18

5 10 5 10

5 10 5 10

3 12 3 12

3 9 3 9

12 24 12 24

3 9 3 9

15 30 15 30

4 12 4 12

14 28 14 28

11 22 11 22

2 6 2 6

3 9 3 9

40 80 40 80

40 160 40 160

18 36 18 36

4 12 4 12

216 549 216 549

令和３年度 令和４年度

80 240 80 240

80 320 80 320

80 320 80 320

30 30 30 30

270 910 270 910

令和３年度 令和４年度

40 120 40 120

40 120 40 120

編入学
定員

収容
定員

変更の
事由

薬学研究科

薬科学専攻（Ｍ） - 薬科学専攻（Ｍ） -

入学
定員

編入学
定員

収容
定員 北里大学大学院

入学
定員北里大学大学院

薬学専攻（4年制Ｄ） - 薬学専攻（4年制Ｄ） -

薬科学専攻（Ｄ） - 薬科学専攻（Ｄ） -

薬学研究科

獣医学系研究科 獣医学系研究科

動物資源科学専攻（Ｍ） - 動物資源科学専攻（Ｍ） -

生物環境科学専攻（Ｍ） - 生物環境科学専攻（Ｍ） -

獣医学専攻（4年制Ｄ） - 獣医学専攻（4年制Ｄ） -

動物資源科学専攻（Ｄ） - 動物資源科学専攻（Ｄ） -

海洋生命科学研究科 海洋生命科学研究科

海洋生命科学専攻（Ｍ） - 海洋生命科学専攻（Ｍ） -

海洋生命科学専攻（Ｄ） - 海洋生命科学専攻（Ｄ） -

看護学研究科 看護学研究科

看護学専攻（Ｍ） - 看護学専攻（Ｍ） -

看護学専攻（Ｄ） - 看護学専攻（Ｄ） -

理学研究科 理学研究科

分子科学専攻（Ｍ） - 分子科学専攻（Ｍ） -

生物科学専攻（Ｍ） - 生物科学専攻（Ｍ） -

分子科学専攻（Ｄ） - 分子科学専攻（Ｄ） -

生物科学専攻（Ｄ） - 生物科学専攻（Ｄ） -

医療系研究科 医療系研究科

-

医科学専攻（Ｍ） - 医科学専攻（Ｍ） -

医学専攻（4年制Ｄ） - 医学専攻（4年制Ｄ） -

-

計 - 計 -

感染制御科学府 感染制御科学府

感染制御科学専攻（Ｍ） - 感染制御科学専攻（Ｍ）

収容
定員

北里大学
保健衛生専門学院

入学
定員

感染制御科学専攻（Ｄ） - 感染制御科学専攻（Ｄ）

編入学
定員

収容
定員

変更の
事由

臨床検査技師養成科（3年制） - 臨床検査技師養成科（3年制） -

北里大学
保健衛生専門学院

入学
定員

編入学
定員

管理栄養科（4年制） - 管理栄養科（4年制） -

保健看護科（4年制） - 保健看護科（4年制） -

臨床工学専攻科（1年制） - 臨床工学専攻科（1年制） -

計 - 計 -

変更の
事由

看護学科（3年制） - 看護学科（3年制） -

北里大学
看護専門学校

入学
定員

編入学
定員

収容
定員

北里大学
看護専門学校

計 - 計 -

編入学
定員

収容
定員

入学
定員
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17402
ハイライト表示

17402
ハイライト表示



環境図　　　https://www.google.co.jp/maps/@35.5397572,139.3938834,15z       より引用

相模原キャンパス周辺の環境図

＜主な交通手段＞
　小田急線相模大野駅またはJR相模原駅からバスで約25分（距離：約5km）　
　（神奈中バス バス停「北里大学病院・北里大学」下車）
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相模原キャンパス
全体配置図
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２０２２ 年 度 

北 里 大 学 学 則 

（案） 

学校法人 北 里 研 究 所 
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北 里 大 学 学 則 

 
第１章 総  則 

（目  的） 
第１条 本大学は、北里柴三郎博士の精神に則り、生命科学及び医療科学分野における学術研究と人材育成を

通して、広く社会の発展のために寄与することを目的とする。 
（教育研究上の目的） 

第２条 本大学は、学部、学科又は課程ごとに、人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的を定める

ものとする。 
２ 前項の人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的は別表１のとおりとする。 

（自己点検・評価） 
第３条 本大学は、教育研究水準の向上を図り、本大学の目的及び社会的使命を達成するため、教育研究等

の活動状況について自主的に自己点検・評価を行い、その結果を公表するものとする。 
２ 自己点検・評価の実施体制、実施方法、項目、結果の活用等については別に定める。 

（教育情報の公表） 

第４条 本大学は、次に掲げる教育研究活動等の状況についての情報を公表するものとする。 

(1) 大学の教育研究上の目的に関すること。 

(2) 教育研究上の基本組織に関すること。 

(3) 教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること。 

(4) 入学者に関する受入方針及び入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並

びに進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること。 

(5) 授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること。 

(6) 学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること。 

(7) 校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること。 

(8) 授業料、入学料その他の大学が徴収する費用に関すること。 

(9) 大学が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること。 

２ 前項各号に掲げる事項のほか、教育上の目的に応じ学生が修得すべき知識及び能力に関する情報を積極的

に公表するよう努めるものとする。 

３ 第１項の規定による情報の公表は、適切な体制を整えた上で、刊行物への掲載、インターネットの利用そ

の他広く周知を図ることができる方法によって行うものとする。 

４ 前各項の公表情報の詳細については別に定める。 

 
第２章 学部、学科、専攻及び大学院 

（学部、学科、専攻） 

第５条 本大学に次の学部、学科、専攻を置く。 

薬   学   部……………薬学科、生命創薬科学科 

獣 医 学 部……………獣医学科、動物資源科学科、生物環境科学科 

医   学   部……………医学科 

海洋生命科学部……………海洋生命科学科 

看 護 学 部……………看護学科 

理   学   部……………物理学科、化学科、生物科学科 

医療衛生学部……………保健衛生学科 

医療検査学科 

医療工学科 臨床工学専攻、診療放射線技術科学専攻 

リハビリテーション学科 理学療法学専攻、作業療法学専攻、 

言語聴覚療法学専攻、視覚機能療法学専攻 
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２ 本大学における一般教育を円滑に実施するため、本大学に一般教育部を置く。一般教育部は自然科学教育

センター、人間科学教育センター、基礎教育センターをもって組織する。一般教育部に関する規程は別に定

める。 

（大 学 院） 

第６条 本大学に大学院を置く。 

２ 大学院に関する規則は別に定める。 

 

第３章 修業年限・在学年限及び入学定員・編入学定員・収容定員 

（修業年限及び在学年限） 

第７条 本大学の修業年限は、薬学部生命創薬科学科、獣医学部動物資源科学科・生物環境科学科、海洋生命

科学部、看護学部、理学部、医療衛生学部においては 4 年、薬学部薬学科、獣医学部獣医学科、医学部にお

いては 6 年とする。 

２ 卒業までの在学年限は、各学部とも前項の修業年限の 2 倍を超えることができない。 

ただし、編入学、転入学、再入学の場合には、在学すべき年数の 2 倍を超えることができないものとする。 

３ 薬学部、獣医学部、医学部、海洋生命科学部、医療衛生学部においては、原則として同一学科同一学年に

おける在学年数を 2 年以内とする。 

（入学定員、編入学定員及び収容定員） 

第８条 学生の入学定員、編入学定員及び収容定員は、次のとおりとする。 

医療検査学科

7,652名

学部計

計 1,668名

405名

120名

120名

1,620名

　視覚機能療法学専攻 30名

　言語聴覚療法学専攻 30名

180名

　作業療法学専攻 40名 160名

　理学療法学専攻 45名

280名

リハビリテーション学科 145名 580名

　診療放射線技術科学専攻 70名

460名

　臨床工学専攻 45名 180名

160名

105名 420名

医療衛生学部 保健衛生学科 40名

医療工学科 115名

320名

学部計 213名 852名

212名

化学科 80名 320名

理学部 物理学科 53名

生物科学科 80名

500名

学部計 125名 500名

看護学部 看護学科 125名

720名

学部計 180名 720名

海洋生命科学部 海洋生命科学科 180名

660名

学部計 110名 660名

医学部 医学科 110名

1,600名

生物環境科学科 90名 360名

動物資源科学科 130名

獣医学部 獣医学科 120名

学部計 340名

520名

1,700名

720名

学部計 295名

生命創薬科学科 35名

学部 学科・専攻 入学定員
（編入学定員） 編入学

140名

薬学部 薬学科 260名

収容定員
２年次編入 ３年次編入 ４年次編入 収容定員

1,560名
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第４章 学年、学期及び休業日 

（学  年） 

第９条 学年は、4 月 1 日に始まり、翌年 3 月 31 日に終る。 

（学  期） 

第 10 条 学年は、これを次の２学期に区分する。 

前 期  4 月 1 日から 9 月 30 日まで 

後 期  10 月 1 日から 3 月 31 日まで 

２  学長は必要により、各学期の授業の開始日及び終了日を変更することができる。 

（休 業 日） 

第 11 条 休業日は次のとおりとする。 

(1) 日曜日 

(2) 国民の祝日に関する法律に規定する休日 

(3) 開校記念日（4 月 20 日） 

(4) 北里研究所創立記念日（11 月 5 日） 

(5) 春期休業日（3 月 21 日から 4 月 5 日まで） 

(6) 夏期休業日（7 月 21 日から 8 月 31 日まで） 

(7) 冬期休業日（12 月 21 日から 1 月 5 日まで） 

２ 学長は、必要により休業日を変更し、若しくは臨時に休業し、又は休業日に実習見学などを行うことがで

きる。 

 

第５章 教育課程 

（教育課程） 

第 12 条 教育課程は、各授業科目を必修科目、選択科目、自由科目に区分し、その内容により１群科目、２群

科目、３群科目、４群科目に分類したうえ各年次に配当して構成する。 

２ １群科目は幅広い視野と豊かな人間性を形成する科目、２群科目は専門の基礎的知識・技術を形成する科

目、３群科目は高度の専門的知識・技術を形成する科目、４群科目は総合的な能力を形成する科目（単位互

換科目を含む。）とする。 

（授業科目及び単位数等） 

第 13 条 授業科目及び単位数等は別表２、３のとおりとする。 

２ 年間の履修登録単位数は 50 単位未満とする。 

 （単  位） 

第 14 条 授業科目の単位数は、１単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とする内容をもって構成することを

標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準

により単位数を計算するものとする。 

(1) 講義及び演習については 15 時間から 30 時間までの範囲で本大学が定める時間の授業をもって 1 単位と

する。 

(2) 実験、実習及び実技については、30 時間から 45 時間までの範囲で本大学が定める時間の授業をもって

１単位とする。 

(3) 一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合に

ついては、その組み合わせに応じ、前２号の規定を準用し１単位とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究、特論等の授業科目については、これらの学修の成果を評

価して単位を授与することが適切と認められる場合には、これらに必要な学修等を考慮して、単位数を定め

るものとする。 

（1 年間の授業期間） 

第 15 条 1 年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め 35 週以上とする。ただし、医学部は 39 週とす

る。 
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２ 各授業科目の授業は、10 週又は 15 週にわたる期間を単位として行うものとする。ただし、教育上必要があ

り、かつ、十分な教育効果をあげることができると認められる場合は、この限りでない。 

（授業の方法） 

第 16 条 授業は、講義、演習、実験、実習、実技のいずれかにより又はこれらの併用により行う。 

２ 本大学は、文部科学大臣が別に定めるところにより、前項の授業を、多様なメディアを高度に利用して、

当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

３ 本大学は、第 1 項の授業を、外国において履修させることができる。前項の規定により、多様なメディア

を高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場合についても同様とする。 

４ 本大学は、文部科学大臣が別に定めるところにより、第 1 項の授業の一部を、校舎及び附属施設以外の場

所で行うことができる。 

（成績評価基準等の明示等） 

第 17 条 本大学は、学生に対して、授業及び研究指導の方法及び内容並びに一年間の授業の計画をあらかじめ

明示する。 

２ 本大学は、学修の成果に係る評価及び卒業の認定にあたっては、客観性及び厳格性を確保するため、学生

に対してその基準をあらかじめ明示する。 

３ 成績評価基準については、学部において別に定める。 

（教育内容等の改善のための組織的な研修等） 

第 18 条 本大学は、授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を実施する。 

２ 前項の組織的な研修及び研究に関し、必要な事項は別に定める。 

（履修の方法） 

第 19 条 学生は、第 7 条第 1 項に定める期間（編入学、転入学、再入学の場合は在学すべき年数。）以上在学

し、各学部所定の授業科目を履修しなければならない。 

２ 各学部所定の授業科目の一部を本大学の他学部他学科他専攻の授業科目の履修をもって代えることができ

る。 

３ 前 2 項の履修方法は各学部規則の定めるところによる。 

（単位の授与及び評価） 

第 20 条 本大学は、一の授業科目を履修し、その試験又は論文等の審査に合格した者に対し、所定の単位を授

与する。 

２ 前項の評価は、優・良・可・不可の 4 種をもって表し、優・良・可を合格、不可を不合格とする。 

３ 前項の成績の原成績(素点)に基づき、成績の数値平均 Grade Point Average(以下「GPA」という。)を算出

するものとする。GPA に関し必要な事項は別に定める。 

（他の大学又は短期大学における授業科目の履修等） 

第 21 条 本大学は、教育上有益と認めるときは、学生が他の大学又は短期大学において履修した授業科目につ

いて修得した単位を、60 単位を超えない範囲で本大学における授業科目の履修により修得したものとみなす

ことができる。 

２ 前項の規定は、学生が外国の大学又は短期大学に留学する場合、外国の大学又は短期大学が行う通信教育

における授業科目を我が国において履修する場合及び外国の大学又は短期大学の教育課程を有するものと

して当該外国の学校教育制度において位置づけられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するもの

の当該教育課程における授業科目を我が国において履修する場合に準用する。 

（大学以外の教育施設等における学修） 

第 22 条 本大学は、教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等学校等の専攻科、高等専門学校

の専攻科における学修その他文部科学大臣が別に定める学修を、本大学における授業科目の履修とみなし、

大学の定めるところにより単位を与えることができる。 

２ 前項により与えることができる単位数は、前条第 1 項及び第 2 項により本大学において修得したものとみ

なす単位数と合わせて 60 単位を超えないものとする。 

 （入学前の既修得単位等の認定） 

第 23 条 本大学は、教育上有益と認めるときは、学生が本大学に入学する前に大学又は短期大学において履修
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した授業科目について修得した単位（科目等履修生として修得した単位を含む。）を、本大学に入学した後

の本大学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 本大学は、教育上有益と認めるときは、学生が本大学に入学する前に行った前条第 1 項に規定する学修を、

本大学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。 

３ 前 2 項により修得したものとみなし、又は与えることのできる単位数は、編入学、転学等の場合を除き、

本大学において修得した単位以外のものについては、第 21 条第 1 項及び第 2 項並びに前条第 1 項により本

大学において修得したものとみなす単位数と合わせて 60 単位を超えないものとする。 

（本大学以外での履修の許可） 

第 24 条 本大学学生にして、第 21 条及び第 22 条に定める大学等で授業科目の履修を希望する者は、教授会の

許可を得なければならない。 

（教員の免許状の所要資格の取得） 

第 25 条 教員の免許状授与の所要資格を取得しようとする者は、別表４－①及び別表４－②に従い、教育職員

免許法及び教育職員免許法施行規則に定める所定の単位を修得しなければならない。 

２ 本大学の学部の学科において、当該所要資格を取得できる教員の免許状の種類は、次のとおりとする。 

獣医学部     動物資源科学科   中 学 校教諭一種免許状（理科） 

〃    高等学校教諭一種免許状（理科） 

生物環境科学科   高等学校教諭一種免許状（農業） 

海洋生命科学部  海洋生命科学科   中 学 校教諭一種免許状（理科） 

〃    高等学校教諭一種免許状（理科） 

看護学部     看 護 学 科   養護教諭一種免許状 

理学部      物 理 学 科   中 学 校教諭一種免許状（理科） 

〃    高等学校教諭一種免許状（理科） 

化  学  科   中 学 校教諭一種免許状（理科） 

〃    高等学校教諭一種免許状（理科） 

生 物 科 学 科   中 学 校教諭一種免許状（理科） 

〃    高等学校教諭一種免許状（理科） 

（学芸員資格の取得） 

第 26 条 学芸員の資格を取得しようとする者は、別表５に従い、博物館法及び博物館法施行規則に定める所定

の単位を修得しなければならない。 

２ 前項の学芸員の所要資格を得させるための課程を置く学部の学科は海洋生命科学部海洋生命科学科とする。 

 

第６章 卒業の要件及び学士の学位 

（卒業の要件及び学士の学位） 

第 27 条 本大学の薬学部生命創薬科学科、獣医学部動物資源科学科・生物環境科学科、海洋生命科学部、看護

学部、理学部、医療衛生学部に４年（編入学、転入学、再入学の場合は在学すべき年数。以下同じ。）以上

在学し、若しくは薬学部薬学科、獣医学部獣医学科に 6 年以上在学し、別表２に定める単位を修得した者、

又は医学部に 6 年以上在学し、別表２に定める単位を修得し、総合試験、共用試験医学系臨床実習後 OSCE

に合格した者は卒業とし、次の学士の学位を授与する。 

薬学部       薬学科    学士（薬学） 

生命創薬科学科   学士（薬科学） 

獣医学部  獣医学科   学士（獣医学） 

動物資源科学科   学士（農学） 

生物環境科学科   学士（農学） 

医学部  医学科    学士（医学） 

海洋生命科学部 海洋生命科学科   学士（水産学） 

看護学部  看護学科   学士（看護学） 

理学部  物理学科   学士（理学） 
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   化学科    学士（理学） 

生物科学科   学士（理学） 

医療衛生学部  保健衛生学科   学士（保健衛生学） 

医療検査学科   学士（医療検査学） 

医療工学科 

臨床工学専攻   学士（臨床工学） 

診療放射線技術科学専攻 学士（診療放射線技術科学） 

リハビリテーション学科 

理学療法学専攻  学士（理学療法学） 

作業療法学専攻  学士（作業療法学） 

言語聴覚療法学専攻  学士（言語聴覚療法学） 

視覚機能療法学専攻  学士（視覚機能療法学） 

２ 第 1 項の規定により卒業の要件として修得すべき単位数のうち、第 16 条第 2 項の授業の方法により、修得

する単位数は 60 単位を超えないものとする。 

ただし、各学部において 124 単位を超える単位数を卒業の要件としている場合は、同条第 1 項の授業方法

によって 64 単位以上の修得がなされていれば、同条第 2 項の授業の方法によって修得する単位数について

は、60 単位を超えることができるものとする。 

 

第７章 入学、編入学、転入学、再入学、転学部、転学科、転専攻、転学、休学、復学、留学、退学及

び除籍 

（入学の時期） 

第 28 条 入学の時期は、学年の初めとする。 

ただし、学長は、必要により学年の途中においても、学生を入学させ及び卒業させることができる。 

（入学の資格） 

第 29 条 本大学の学部の第 1 学年に入学できる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

 (1) 高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者 

 (2) 通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者 

 (3) 外国において、学校教育における 12 年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定し

た者 

 (4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修

了した者 

 (5) 専修学校の高等課程（修業年限が 3 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすもの

に限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者 

 (6) 文部科学大臣の指定した者 

 (7) 高等学校卒業程度認定試験規則により文部科学大臣の行う高等学校卒業程度認定試験に合格した者（大

学入学資格検定規定による大学入学資格検定に合格した者を含む。） 

 (8) 本大学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた

者 

（入学の出願、選考、手続き及び許可） 

第 30 条 本大学に入学を志願する者は、入学願書に入学検定料及び別に定める書類を添えて願い出て、本大学

が行う選考を受けなければならない。 

２ 前項の選考に合格した者は、指定された期日までに、第 43 条に定める入学金、授業料、施設設備費等（以

下「学費」という。）に保証人連署の誓約書及び所定の書類を添えて、入学手続きを完了しなければならな

い。 

３ 学長は、前項の入学手続きを完了した者について、入学を許可する。 

４ 前 3 項の規定は編入学、転入学、再入学の場合にも適用する。 

（編 入 学） 
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第31条 次の各号の一に該当する者が、本大学に編入学を願い出たときは、第8条の編入学定員の規定により、

選考のうえ相当年次に入学を許可する。 

ただし、編入学定員を定めていない学部の学科においては、定員に余裕のある場合に限り、選考のうえ相当

年次に入学を許可することがある。 

 (1) 大学を卒業した者及び学士の学位を有する者 

 (2) 大学に 2 年以上在学し 62 単位以上を修得した者 

 (3) 外国において、学校教育における 14 年以上の課程を修了した者 

 (4) 短期大学、高等専門学校、国立工業教員養成所又は国立養護教諭養成所を卒業した者 

 (5) 学校教育法施行規則附則第 7 条に定める従前の規定による高等学校、専門学校又は教員養成諸学校等の

課程を修了した者又は卒業した者 

 (6) 高等学校等の専攻科又は専修学校の専門課程のうち、文部科学大臣の定める基準を満たすものを修了し

た者で、学校教育法第 90 条に規定する大学入学資格を有する者 

２ 前項により入学を許可された者の、既に修得した授業科目及び単位数並びに在学すべき年数の認定は、教

授会の議を経て行う。 

３ 前項の規定は転入学、再入学の場合にも適用する。 

４ 編入学に関する規程は別に定める。 

（転 入 学） 

第 32 条 他の大学の学生が、当該大学長の許可を得て本大学に転入学を願い出たときは、定員に余裕のある場

合に限り、選考のうえ相当年次に入学を許可することがある。 

２ 転入学に関する規程は別に定める。 

（再 入 学） 

第 33 条 本大学を退学した者又は除籍された者（第 41 条第 4 号乃至第 8 号の除籍者及び第 53 条の懲戒退学者

を除く。）が、同一学部の同一学科、同一専攻に 2 年以内に再入学を願い出たときは、選考のうえ相当年次

に入学を許可することがある。 

２ 再入学に関する規程は別に定める。 

（転学部、転学科、転専攻） 

第 34 条 本大学の学生で、本大学の他の学部へ転学部を希望する者、又は同一学部内の他の学科及び他の専攻

へ転学科、転専攻を希望する者があるときは、定員に余裕のある場合に限り、選考のうえ相当年次にこれを

許可することがある。 

２ 前項により転学部等を許可された者の、既に修得した授業科目及び単位数並びに在学すべき年数の認定は、

教授会の議を経て行う。 

３ 転学部、転学科、転専攻に関する規程は別に定める。 

（転  学） 

第 35 条 本大学から他の大学へ転学を希望する者は、その事由を具して学長に願い出て、許可を受けなければ

ならない。 

（休  学） 

第 36 条 薬学部、獣医学部、海洋生命科学部、看護学部、理学部、医療衛生学部においては、病気その他やむ

を得ない事由により、次の各号の一に該当する者は、休学願に保証人連署のうえ学長に願い出て、許可を受

けなければならない。ただし、疾病の場合は、医師の診断書を添付するものとする。 

  医学部においては、病気その他やむを得ない事由により、第 1 号、第 3 号に該当する者は、休学願に保証

人連署のうえ学長に願い出て、許可を受けなければならない。ただし、疾病の場合は、医師の診断書を添付

するものとする。 

 （1） 学年初めから学年末まで 1 年間就学することができない者 

（2） 学年初めから引き続き後期授業開始日の前日まで就学することができない者 

（3） 学年末まで引き続き 6 ヵ月以上就学することができない者 

２  第 1項第1号により休学をした者は、願い出により許可を得て第2号による休学に変更することができる。 

３  第１項第 2 号により休学した者が復学後に改めて休学を願い出た場合は、許可を得て後期授業開始日から
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第 3 号により休学するものとする。 

４ 休学中に修得した授業科目の単位は、60 単位を超えない範囲で卒業に必要な単位として認定することがで

きる。 

（休学期間） 

第 37 条 休学の期間は、当該年度限りとして、1 年を超えることができない。 

ただし、特別の事由があるときは、許可を得て、更に 1 年以内に限り休学することができる。 

２ 休学の通算年数は、第 7 条第 1 項に定める修業年限の範囲内とする。 

３ 休学の期間は、在学の期間に算入しない。 

４ 前条第 1 項第 2 号による休学期間は 0.5 年として扱う。 

（復  学） 

第 38 条 休学者が復学しようとするときは、復学願に保証人連署のうえ学長に願い出て、許可を受けなければ

ならない。 

ただし、休学の事由が疾病の場合は、校医又は医師の診断書を添付するものとする。 

２ 復学は、学年の初め又は後期授業開始日でなければこれを行うことができない。 

３ 前項により後期授業開始日に復学をする場合、当該年度における学年末までの在学期間は 0.5 年として扱

う。 

（留  学） 

第 39 条 本大学は、教育上有益と認めるときは、学生が休学することなく外国の大学又は短期大学に留学する

ことを認めることができる。 

２ 留学の期間は、1 年間に限り在学年数に算入する。 

３ 留学中に修得した授業科目の単位は、60 単位を超えない範囲で卒業に必要な単位として認定することがで

きる。 

４ 留学に関する規程は別に定める。 

（退  学） 

第 40 条 退学しようとする者は、退学願にその事由を具して、保証人連署のうえ学長に願い出て、許可を受け

なければならない。 

（除  籍） 

第 41 条 次の各号の一に該当する者は、学長がこれを除籍する。 

 (1) 正当な事由がなく所定の期日までに学費を納めない者 

 (2) 休学期間満了後、10 日以内に何等の手続きをしない者 

 (3) 留年したとき、学年開始 10 日以内に何等の手続きをしない者 

 (4) 2 ヵ月以上も何等の手続きをしないで引き続き欠席した者 

 (5) 第 7 条第 2 項乃至第 3 項に規定する期間を超えた者 

 (6) 第 37 条第 1 項乃至第 2 項に規定する期間を超えた者 

 (7) 死亡が確認された者 

 (8) 2 ヵ年以上も快復が困難で、学業の継続ができない疾病と校医が診断した者 

 

第８章 学  費 

 （入学検定料等） 

第 42 条 入学検定料等は、別表６－①及び６－②に示すとおりとする。 

（学  費） 

第 43 条 学費は別表６－①に示す入学金、授業料、施設設備費、教育充実費及び別表６－②に示す登録料、科

目等履修料、別表６－③に示す教職課程及び学芸員養成課程履修料、別表６－④に示す臨床検査技師課程履

修料のとおりとする。 

２ いったん納入した学費は、別に定める場合を除き、一切返還しない。 

３ 学費は、社会情勢により、次の年度に進むとき変更することがある。 

（納入期日） 
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第 44 条 学費は、毎年前期は 4 月 30 日までに、後期は 10 月 31 日までに所定の額を納入するものとする。 

２ 学費納入に関する規程は別に定める。 

（休学期間中の学費） 

第 45 条 休学期間中は、休学期間に応じ、授業料、施設設備費、教育充実費を減額する。この取り扱いは別に

定める。 

 

第９章 単位互換履修生、科目等履修生、研究生及び外国人学生 

（単位互換履修生） 

第 46 条 本大学と単位互換協定のある大学及び短期大学の学生で、本大学の授業科目の履修を希望する者は、

正規の学生の学修に支障のない限り、教授会の議を経て、単位互換履修生としてこれを許可することができ

る。 

（科目等履修生） 

第 47 条 本大学は、本大学の学生以外の者で第 29 条第 1 項に該当する者が本大学の授業科目の一又は複数の

科目の履修を願い出たときは、正規の学生の学修に支障のない限り、教授会の議を経て、科目等履修生とし

てこれを許可することができる。 

２ 科目等履修生は、別表６－②に示す審査料及び学費を所定の期日までに納入しなければならない。 

３ 科目等履修生に対する単位の授与については、第 20 条の規定を準用する。又、願い出があったときは単位

修得証明書又は履修証明書を交付する。 

（研 究 生） 

第 48 条 学士号又は学士の学位を有する者が、学部において研究、実験、実習を行うことを願い出たときは、

正規の学生の学修に支障のない限り、教授会の議を経て、研究生としてこれを許可することができる。 

２ 研究生の在学期間は１年とする。 

ただし、研究生が引き続き在学を願い出たときは、在学期間の延長を許可することがある。 

３ 研究生は、授業料等の学費を次の各号の定めるところにより、所定の期日までに納入しなければならない。 

 (1) 研究を主たる目的とする研究生にあっては、正規の学生の学費に関する規定を準用する。 

 (2) 実験、実習を主たる目的とする研究生にあっては、科目等履修生の学費に関する規定を準用する。 

（外国人学生） 

第 49 条 第 29 条第 1 項に定める入学資格を有する外国人で、本大学に入学を志願する者があるときは、外務

省在外公館又は本邦所在の外国公館の証明のある者に対し、選考のうえ入学を許可することができる。 

（規定の準用等） 

第 50 条 単位互換履修生、科目等履修生、研究生については、第９章の規定のほか、正規の学生に関する規定

を準用する。 

２ 外国人科目等履修生、外国人研究生については、第 47 条又は第 48 条の規定を準用する。 

 

第 10 章 公開講座 

（公開講座） 

第 51 条 公開講座は、教授会の議を経て随時開設する。 

 

第 11 章 賞  罰 

（表  彰） 

第 52 条 学業が特に優秀な者、又は学生の模範となる行為をした者は、教授会の議を経て学長がこれを表彰す

ることがある。 

表彰規程は別に定める。 

（懲  戒） 

第 53 条 本大学の教育の趣旨に背き、又は学生の本分に反する行為をした者は、教授会の議を経て学長がこれ

を懲戒する。 

懲戒は、けん責、謹慎、受験停止、停学及び退学の処分とし、次の各号の一に該当する場合は、懲戒退学

- 学則 -11-



の処分とする。 

 (1) 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

 (2) 学業劣等で成業の見込みがないと認められる者 

 (3) 正当の理由なくして出席常でない者 

 (4) 本大学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者 

 

第 12 章 教職員組織 

（学長、学部長等） 

第 54 条 本大学に学長及び学部長を置く。 

２ 学長は、校務をつかさどり、所属職員を統督する。 

３ 本大学に副学長、学長補佐並びに学部の学科長又は運営委員、一般教育部に一般教育部長を置くことがで

きる。 

４ 副学長に関する規程は別に定める。 

５ 学長補佐に関する規程は別に定める。 

（教員、事務職員等） 

第 55 条 本大学に教授、准教授、講師、助教、助手を置く。 

２ 本大学に事務職員、技術職員、技能職員等を置く。 

３ 教員及び事務職員等に関する規程は別に定める。 

（学部長会） 

第 56 条 本大学に学部長会を置き、大学全般にわたる学事に関する事項を協議する。 

２ 学部長会は、学長、副学長、学部長、一般教育部長、学長補佐、病院長、大学図書館長、大村智記念研究

所長、学生指導委員会委員長、健康管理センター長をもって構成する。 

３ 学部長会は学長が招集し、議長となる。 

４ 学部長会は次の事項を協議する。 

 (1) 教育研究の基本方針及び学事計画に関する事項 

 (2) 学部、学科、専攻、一般教育部、課程、附属施設等の設置、改廃に関する事項 

 (3) 大学学則及び学事規程に関する事項 

 (4) 教育研究組織に関する事項 

 (5) 教育職員の人事に関する事項 

 (6) 教育課程に関する事項 

 (7) 学生の課外活動、厚生補導、就職指導に関する事項 

 (8) その他大学全般にわたる学事に関する重要事項 

５ 学部長会に関する規程は別に定める。 

（教 授 会） 

第 57 条 本大学の学部に学部教授会を置く。 

２ 学部教授会は、当該学部の専任教授をもって構成する。 

ただし、必要あるときは、当該学部の准教授、専任講師、助教を加えることができる。 

３ 学部教授会は、構成員の 3 分の 2 以上の出席がなければ議事を開くことができない。 

４ 学部教授会は、当該学部における教育研究に関する次の各号に掲げる事項を審議し、学長に意見を述べる

ものとする。 

 (1) 学生の入学、卒業及び課程の修了 

 (2) 学位の授与 

 (3) 前 2 号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くことが必要なものと

して学長が定めるもの（学長裁定）  

５ 各学部と一般教育部との連係協調を図るため、一般教育部に一般教育連合教授会を置く。 

６ 学部教授会、一般教育連合教授会に関する規程は別に定める。 

（教授会に設置される委員会等） 
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第 58 条 学部教授会及び一般教育連合教授会は、その定めるところにより、教授会構成員の一部の者をもって

構成される運営委員会、専門委員会等を置くことができる。 

２ 教授会は、その定めるところにより、運営委員会、専門委員会等の議決をもって教授会の議決とすること

ができる。 

（名誉学長） 

第 59 条 本大学は、本大学の教育・研究その他について助言を受ける必要があると認めたときは、学長として

勤務した者をもって北里大学名誉学長（以下「名誉学長」という。）を委嘱することができる。名誉学長の

委嘱期間は当該学長の在任期間とする。 

（名誉教授） 

第 60 条 本大学は、本大学に学長、副学長、学部長、教授、准教授又は講師として勤務した者であって、教育

上又は学術上特に功績のあった者に対し、本大学の定めるところにより、北里大学名誉教授の称号を授与す

ることができる。 

２ 名誉教授に関する規程は別に定める。 

 

第 13 章 厚生補導 

（学生指導委員会） 

第 61 条 本大学における学生の厚生補導の充実を図るため、学部に学生の指導機関を置き、かつ全学的組織と

して、学生指導委員会を置く。 

２ 学生指導委員会規程は別に定める。 

（課外活動組織） 

第 62 条 本大学における課外教育を推進するため、教職員及び学生よりなる課外活動組織を置く。 

２ 課外活動組織に関する規程は別に定める。 

（校医及び健康管理センター、保健室） 

第 63 条 本大学に校医及び北里大学健康管理センター、北里大学保健室を置き、学生及び教職員の保健教育及

び保健管理を行う。 

２ 校医及び北里大学健康管理センター、北里大学保健室に関する規程は別に定める。 

 

第 14 章 附属施設 

（附属施設） 

第 64 条 本大学に次の附属施設を置く。 

(1) 北里大学病院 (16) 削除 

(2) 削除 (17) 八雲総合実習所 

(3) 北里大学北里研究所病院 (18) 薬学部附属薬用植物園 

(4) 北里大学メディカルセンター (19) 薬学部附属医薬研究施設 

(5) 北里大学図書館 (20) 薬学部附属臨床薬学研究・教育センター 

北里大学白金図書館 (21) 薬学部附属環境管理センター 

北里大学獣医学部図書館 (22) 獣医学部附属動物病院 

北里大学医学図書館 (23) 獣医学部附属フィールドサイエンスセンター 

北里大学海洋生命科学部図書館 十和田農場 

北里大学看護学部図書館 八雲牧場 

北里大学理学部図書館 (24) 獣医学部附属獣医臨床試験センター 

北里大学教養図書館 (25) 医学部附属遺伝子高次機能解析センター 

(6) 大村智記念研究所 (26) 医学部附属バイオイメージング研究センター 

(7) 北里大学東洋医学総合研究所 (27) 医学部附属医学教育研究開発センター 

(8) 削除 (28) 医学部附属臨床研究センター 

(9) 北里大学入学センター (29) 医学部附属新世紀医療開発センター 

(10) 北里大学健康管理センター (30) 海洋生命科学部附属三陸臨海教育研究センター 
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(11) 北里大学高等教育開発センター (31) 理学部附属疾患プロテオミクス・センター 

(12) 北里大学農医連携教育研究センター (32) 医療衛生学部附属再生医療・細胞デザイン研究施設 

(13) 北里大学教職課程センター  

(14) 北里大学看護キャリア開発・研究センター  

(15) 北里大学附属臨床心理相談センター  

２ 附属施設に関する規程は別に定める。 

 

第 15 章 補  則 

（細  則） 

第 65 条 この学則の実施に関し必要な細則は別に定める。 

 

第 16 章 雑  則 

（研修の機会等） 

第 66 条 本大学は、教育研究活動等の適切かつ効果的な運営を図るため、所属職員に必要な知識及び技能を習

得させ、並びにその能力及び資質を向上させるための研修（第 18 条に規定する研修に該当するものを除く。）

の機会を設けることその他必要な取組を行うものとする。 

２ 前項の研修に関し、必要な事項は別に定める。 

（教員と事務職員等の連携及び協働） 

第 67 条 本大学は、教育研究活動等の組織的かつ効果的な運営を図るため、教員と事務職員等との適切な役割

分担の下で、これらの者の間の連携体制を確保し、これらの者の協働によりその職務が行われるよう留意す

るものとする。 

 

附則 

１ この学則は、昭和 54 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第 43 条（学費）並びに第 47 条第 2 項については、昭和 54 年度入学者から適用する。 

附則 

１ この学則は、昭和 55 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第 43 条（学費）並びに第 47 条第 2 項については、昭和 55 年度入学者から適用する。 

附則 

１ この学則は、昭和 56 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第 43 条（学費）並びに第 47 条第 2 項については、昭和 56 年度入学者から適用する。 

附則 

１ この学則は、昭和 57 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第 43 条（学費）並びに第 47 条第 2 項については、昭和 57 年度入学者から適用する。 

附則 

１ この学則は、昭和 58 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第 42 条（入学検定料等）及び第 43 条（学費）並びに第 47 条第 2 項については、昭和 58 年度入学者から

適用する。 

附則 

１ この学則は、昭和 59 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第 42 条（入学検定料等）及び第 43 条（学費）並びに第 47 条第 2 項については、昭和 59 年度入学者から

適用する。 

附則 

１ この学則は、昭和 60 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第 42 条（入学検定料等）及び第 43 条（学費）並びに第 47 条第 2 項については、昭和 60 年度入学者から

適用する。 

附則 
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１ この学則は、昭和 61 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第 43 条（学費）については、昭和 61 年度入学者から適用する。 

附則 

１ この学則は、昭和 62 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第 43 条（学費）並びに第 47 条第 2 項については、昭和 62 年度入学者から適用する。 

附則 

１ この学則は、昭和 63 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第 42 条（入学検定料等）並びに第 43 条（学費）については、昭和 63 年度入学者から適用する。 

附則 

１ この学則は、平成元年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第 43 条（学費）並びに第 47 条第 2 項については、平成元年度入学者から適用する。 

附則 

１ この学則は、平成 2 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第 42 条（入学検定料等）については、平成 2 年度入学者から適用する。 

附則 

１ この学則は、平成 3 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第 43 条（学費）については、平成 3 年度入学者から適用する。 

附則 

 この学則中第 27 条（卒業の要件及び学士の学位）については、平成 3 年 7 月 1 日から、第 43 条（学費）、第

47 条（科目等履修生）、第 48 条（研究生）、第 49 条（外国人学生）の学費については、平成 3 年 10 月 1 日

から適用する。 

附則 

１ この学則は、平成 4 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第 43 条関係別表６のうち看護学部の入学金及び授業料等については、平成 4 年度入学者から適用する。 

附則 

１ この学則は、平成 5 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第 43 条関係別表６のうち看護学部の授業料については、平成 5 年度入学者から適用する。 

附則 

１ この学則は、平成 6 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第 8 条（入学定員、編入学定員及び収容定員）の規定にかかわらず、平成 6 年度から平成 10 年度までの間

の理学部生物科学科の入学定員は 60 名、収容定員は 240 名とする。 

３ 第 42 条（入学検定料等）及び第 43 条（学費）の規定については、平成 6 年度入学者から適用する。 

４ 平成 6 年度より衛生学部の学生募集を停止する。 

５ 医学部医学科入学定員の変更にともない、第 8 条（入学定員、編入学定員及び収容定員）の規定にかかわ

らず、医学部医学科の収容定員は次のとおりとする。 

  

平成6年度 平成7年度 平成8年度 平成9年度 平成10年度

医 学 科 700 680 660 640 620

収容定員合計 700 680 660 640 620

学　科

 

附則 

１ この学則は、平成 7 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第 43 条（学費）に定める別表 6－①の薬学部施設設備費及び海洋生命科学部授業料、看護学部授業料につ

いては、平成 7 年度入学者から適用する。 

３ 第 42 条（入学検定料等）及び第 43 条（学費）に定める別表 6－②は、平成 7 年度科目等履修生から適用

する。 

附則 

１ この学則は、平成 8 年 4 月 1 日から施行する。 
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２ 第 43 条（学費）に定める別表 6－①の薬学部施設設備費及び看護学部授業料、実験実習費、施設設備費に

ついては、平成 8 年度入学者から適用する。 

附則 

１ この学則は、平成 9 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 平成 9 年 5 月 30 日をもって衛生学部を廃止する。 

３ 衛生学部の廃止にともない、第 5 条（学部、学科、専攻）、第 7 条（修業年限及び在学年限）、第 8 条（入

学定員、編入学定員及び収容定員）、第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める別表 2、3、第 25 条（教員

の免許状の所要資格の取得）及び同条に定める別表 4、第 27 条（卒業の要件及び学士の学位）、第 42 条（入

学検定料等）及び第 43 条（学費）に定める別表 6－①、6－②、第 64 条（附属施設）、平成 2 年 4 月 1 日施

行の附則第 2 項、平成 6 年 4 月 1 日施行の附則第 5 項から衛生学部関係条項を削除する。 

４ 第 43 条（学費）に定める別表 6－①の薬学部施設設備費、看護学部授業料、施設設備費については、平成

9 年度入学者から適用する。 

附則 

１ この学則は、平成 10 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第 43 条（学費）に定める別表 6－①の薬学部授業料、海洋生命科学部授業料、理学部授業料、実験実習費、

施設設備費、医療衛生学部入学金、授業料、施設設備費については、平成 10 年度入学者から適用する。 

附則 

１ この学則は、平成 11 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第 8 条（入学定員、編入学定員及び収容定員）の規定にかかわらず、平成 11 年度の理学部生物科学科の入

学定員は 60 名、収容定員は 240 名とする。 

３ 第 25 条（教員の免許状の所要資格の取得）に定める別表 4 については、理学部物理学科・化学科・生物科

学科の平成 11 年度入学者から適用する。 

４ 第 42 条（入学検定料等）に定める別表 6－①の入学検定料及び第 43 条（学費）に定める別表 6－③の教職

課程履修料については、平成 11 年度入学者から適用する。 

附則 

１ この学則は、平成 12 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第 8 条（入学定員、編入学定員及び収容定員）に掲げる海洋生命科学部海洋生命科学科の収容定員の学年

進行については、次のとおりとする。 

平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度

海洋生命科学科 160 320 480 640

学　科

 

３ 平成 12 年度より水産学部水産増殖学科、水産食品学科の学生募集を停止する。 

４ 第 8 条（入学定員、編入学定員及び収容定員）に掲げる医療衛生学部の編入学収容定員の学年進行につい

ては、次のとおりとする。 

学科・専攻 平成12年度 平成13年度 平成14年度

理 学 療 法 学 専 攻 6 10 12

作 業 療 法 学 専 攻 6 10 12

言 語 聴 覚 療 法 学 専 攻 6 10 12

視 覚 機 能 療 法 学 専 攻 6 10 12

計 24 40 48

臨 床 工 学 専 攻 6 10 12

診療放射線技術科学専攻 9 15 18

計 15 25 30

39 65 78

学　部

医療工学科

編入学収容定員合計

リハビリテーション学科

医療衛生学部

 

５ 第 43 条（学費）に定める別表 6－①の医学部教育充実費については、平成 12 年度入学者から適用する。 

６ 平成元年 4 月 1 日施行の附則第 3 項に定める別表７を削除し、これに係わる各年の附則の該当箇所を削除
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する。 

附則 

１ この学則は、平成 13 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める別表 2、3 については平成 13 年度入学者から、第 19 条（履修

の方法）第 2 項については薬学部、海洋生命科学部、医療衛生学部にあっては平成 13 年度入学者及び在学

者から、理学部にあっては平成 13 年度在学者から適用する。 

３ 第 25 条（教員の免許状の所要資格の取得）に定める別表 4 の「教職総合演習」については、平成 13 年度

入学者及び在学者から適用する。 

４ 第 43 条（学費）乃至第 45 条（休学期間中の学費）については、平成 13 年度入学者及び在学者から適用す

る。 

附則 

１ この学則は、平成 14 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第 43 条（学費）に定める別表 6－①の薬学部授業料については、平成 14 年度入学者から適用する。 

３ 平成 14 年 3 月 31 日薬学部薬学科及び製薬学科の中学校教諭一種免許状及び高等学校教諭一種免許状課程

の終了にともない、第 25 条（教員の免許状の所要資格の取得）から薬学部薬学科及び製薬学科の関係条項

を削除する。 

４ 第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める別表 2、3 及び第 19 条（履修の方法）第 2 項については、看護

学部にあっては平成 14 年度入学者及び在学者から適用する。 

附則 

１ この学則は、平成 15 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 平成 15 年 3 月 31 日をもって水産学部水産増殖学科、水産食品学科を廃止する。 

３ 水産学部水産増殖学科、水産食品学科の廃止にともない、第 5 条（学部、学科、専攻）、第 8 条（入学定員、

編入学定員及び収容定員）、第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める別表 2、3、第 25 条（教員の免許状

の所要資格の取得）及び同条に定める別表 4、第 26 条（学芸員資格の取得）、第 27 条（卒業の要件及び学士

の学位）、平成 11 年 4 月 1 日施行の附則第 5 項、平成 12 年 4 月 1 日施行の附則第 4 項から水産学部水産増殖

学科、水産食品学科関係条項を削除する。 

附則 

１ この学則は、平成 15 年 8 月 1 日から施行する。 

２ この学則中第 59 条（名誉学長）、第 60 条（名誉教授）及び第 64 条（附属施設）第 1 項第 6 号については、

平成 15 年 8 月 1 日から適用する。 

附則 

１ この学則は平成 16 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第 43 条（学費）に定める別表６－①の薬学部授業料、医学部教育充実費については、平成 16 年度入学者

から適用する。 

３ 獣医畜産学部獣医学科の中学校教諭一種免許状及び高等学校教諭一種免許状課程並びに学芸員資格を付与

する課程を廃止することにともない、第 25 条（教員の免許状の所要資格の取得）及び同条に定める別表４、

第 26 条（学芸員資格の取得）及び同条に定める別表 5、第 43 条（学費）に定める別表 6－③、平成 11 年 4

月 1 日施行の附則第 5 項から獣医畜産学部獣医学科関係条項を削除する。 

ただし、当該課程は獣医畜産学部獣医学科の履修者が当該学科に在学しなくなるまでの間、存続するもの

とする。 

４ 第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める別表 2、3 については、医学部にあっては平成 16 年度入学者及

び在学者から適用する。 

附則 

１ この学則は、平成 17 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める別表 2、3 については、医学部及び海洋生命科学部にあっては

平成 17 年度入学者及び在学者から適用する。また、理学部にあっては平成 17 年度入学者から適用し、在学

者にも一部適用する。 
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３ 第 30 条（入学の出願、選考、手続き及び許可）第 2 項については平成 17 年度入学者から、第 43 条（学費）

第 1 項及び同項に定める別表 6－①、第 45 条（休学期間中の学費）については平成 17 年度入学者及び在学

者から適用する。 

附則 

１ この学則は、平成 18 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 平成 18 年度より薬学部薬学科（4 年制）、製薬学科の学生募集を停止する。                  

  ただし、薬学部薬学科（4 年制）、製薬学科は、第 5 条（学部、学科、専攻）の規定にかかわらず、当該学

科に在学する者が在学しなくなるまでの間、存続するものとする。 

３ 医療衛生学部衛生技術学科の学生募集停止の時期は次のとおりとする。 

産業衛生学専攻

２年次 ３年次 ４年次

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成18年度

１年次

専　攻

１年次

平成18年度

学生募集
停止の時期

編　入　学

臨 床 検 査 学 専 攻

 

ただし、医療衛生学部衛生技術学科臨床検査学専攻及び産業衛生学専攻は、第 5 条（学部、学科、専攻）

の規定にかかわらず、当該学科に在学する者が在学しなくなるまでの間、存続するものとする。 

４ 第 8 条（入学定員、編入学定員及び収容定員）に掲げる薬学部及び医療衛生学部の編入学収容定員、収容

定員の学年進行については、次のとおりとする。 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

260  520  780  1,040  1,290  1,540  

20  40  60  80  95  110  

280  560  840  1,120  1,385  1,650  

学　部 学科・専攻

合　計

生命創薬科学科

薬学科

薬学部

 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

収容定員 40  80  120  160  
編入学収容定員 0  2  6  10  
収容定員 90  182  276  370  

臨床工学専攻 編入学収容定員 12  12  12  12  
収容定員 140  148  156  164  

診療放射線技術科学専攻 編入学収容定員 15  13  12  12  
収容定員 225  233  242  252  

計 編入学収容定員 27  25  24  24  
収容定員 365  381  398  416  

理学療法学専攻 編入学収容定員 8  6  6  6  
収容定員 136  142  150  158  

作業療法学専攻 編入学収容定員 8  6  6  6  
収容定員 136  142  150  158  

言語聴覚療法学専攻 編入学収容定員 8  6  6  6  
収容定員 96  102  110  118  

視覚機能療法学専攻 編入学収容定員 8  6  6  6  
収容定員 96  102  110  118  

計 編入学収容定員 32  24  24  24  
収容定員 464  488  520  552  

59  51  54  58  

959  1,131  1,314  1,498  

学部

編入学収容定員合計

医療衛生学部

健康科学科

学科・専攻

リハビリテーション学科

医療工学科

医療検査学科

収容定員合計

 
５ 第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める別表 2、3 については、医療衛生学部医療工学科及びリハビリ

テーション学科にあっては平成 18 年度入学者から、看護学部にあっては平成 18 年度入学者及び在学者から

適用する。また、医学部、海洋生命科学部、理学部にあっては平成 18 年度入学者から適用し、在学者にも

一部適用する。 
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附則 

１ この学則は、平成 19 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第 8 条（入学定員、編入学定員及び収容定員）に掲げる獣医学部の収容定員の学年進行については、次の

とおりとする。 

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

獣 医 学 科 120名 240名 360名 480名 600名 720名

動 物 資 源科 学科 120名 240名 360名 480名 480名 480名

生 物 環 境科 学科 80名 160名 240名 320名 320名 320名

合　計 320名 640名 960名 1,280名 1,400名 1,520名

学　　科

 
３ 第 5 条第 1 項の獣医学部生物環境科学科には生態環境コース及び環境修復コースを置く。学生定員は各コ

ースとも一学年あたり 40 名とする。同学科は学科として学生を募集し、3 年次進級の際に各コースに振り分

ける。 

４ 平成 19 年度より獣医畜産学部獣医学科、動物資源科学科、生物生産環境学科の学生募集を停止する。 

５ 第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める別表 2、3 については、薬学部薬学科・生命創薬科学科、海洋

生命科学部、理学部にあっては平成 19 年度入学者から、看護学部にあっては平成 19 年度入学者及び在学者

から適用する。また医療衛生学部医療検査学科にあっては平成 19 年度入学者から適用し、在学者にも一部

適用する。 

附則 

１ この学則は、平成 20 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 平成20年 4月 1日をもって水産学部水産生物科学科の学部学科名称を海洋生命科学部海洋生命科学科に変

更し、平成 20 年度入学者から適用する。 

ただし、水産学部水産生物科学科は、第 5 条（学部、学科、専攻）の規定にかかわらず、平成 20 年 3 月

31 日に当該学部に在学する者が当該学科に在学しなくなるまでの間、存続するものとする。 

３ 水産学部水産生物科学科の学部学科名称変更にともない、第 5 条（学部、学科、専攻）、第 7 条（修業年限

及び在学年限）、第 8 条（入学定員、編入学定員及び収容定員）、第 13 条（授業科目及び単位数等）に定め

る別表 2、3、第 25 条（教員の免許状の所要資格の取得）及び同条に定める別表 4、第 26 条（学芸員資格の

取得）及び同条に定める別表 5、第 27 条（卒業の要件及び学士の学位）、第 42 条（入学検定料等）及び第

43 条（学費）に定める別表 6－①、第 64 条（附属施設）、平成 7 年 4 月 1 日施行の附則第 2 項、平成 10 年 4

月 1 日施行の附則第 2 項、平成 12 年 4 月 1 日施行の附則第 2 項、平成 13 年 4 月 1 日施行の附則第 2 項、平

成 17 年 4 月 1 日施行の附則第 3 項、平成 18 年 4 月 1 日施行の附則第 5 項、平成 19 年 4 月 1 日施行の附則第

6 項の名称を変更する。 

４ 第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める別表 2、3 については、薬学部、看護学部、医療衛生学部にあ

っては平成 20 年度入学者から、医学部にあっては平成 20 年度入学者及び在学者から、理学部物理学科、化

学科にあっては平成 20 年度入学者及び在学者（平成 18 年度以降入学者）から適用する。また、理学部生物

科学科にあっては平成 20 年度入学者から適用し、在学者にも一部適用する。 

附則 

１ この学則は、平成 21 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 平成 21 年 3 月 31 日をもって医療衛生学部衛生技術学科臨床検査学専攻・産業衛生学専攻を廃止する。 

３ 医療衛生学部衛生技術学科臨床検査学専攻・産業衛生学専攻の廃止にともない、第 5 条（学部、学科、専

攻）、第 8 条（入学定員、編入学定員及び収容定員）、第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める別表２、

３、第 27 条（卒業の要件及び学士の学位）、平成 12 年 4 月 1 日施行の附則第 5 項、平成 18 年 4 月 1 日施行

の附則第 4 項、平成 19 年 4 月 1 日施行の附則第 6 項から医療衛生学部衛生技術学科臨床検査学専攻・産業

衛生学専攻関係条項を削除する。 

４ 第 8 条（入学定員、編入学定員及び収容定員）に掲げる医学部医学科の収容定員の学年進行については、

次のとおりとする。 
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学　科 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

医 学 科 610 620 630 640 650 660  

５ 第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める別表 2、3 については、薬学部にあっては平成 21 年度在学者（平

成 18 年度・19 年度入学者）に適用する。獣医学部動物資源科学科にあっては平成 21 年度入学者から適用し、

在学者にも自由科目として一部適用する。海洋生命科学部にあっては、平成 21 年度入学者から適用し、在

学者にも一部適用する。看護学部にあっては平成 21 年度入学者から適用する。また、理学部にあっては平

成 21 年度入学者及び在学者から適用する。 

６ 第 25 条（教員の免許状の所要資格の取得）に定める別表 4－②については、平成 21 年度入学者から適用

する。 

７ 第 43 条（学費）に定める別表 6－③の教職課程履修料については、平成 21 年度入学者から適用する。 

附則 

１ この学則は、平成 22 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 平成 22 年 4 月 1 日をもって薬学部薬科学科の学科名称を生命創薬科学科に変更し、平成 22 年度入学者か

ら適用する。 

ただし、薬学部薬科学科は、第 5 条（学部、学科、専攻）の規定にかかわらず、平成 22 年 3 月 31 日に当

該学部に在学する者が当該学科に在学しなくなるまでの間、存続するものとする。 

３ 薬学部薬科学科の学科名称変更にともない、第 5 条（学部、学科、専攻）、第 7 条（修業年限及び在学年限）、

第 8 条（入学定員、編入学定員及び収容定員）、第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める別表 2、3、第

27 条（卒業の要件及び学士の学位）、第 42 条（入学検定料等）及び第 43 条（学費）に定める別表 6－①、

平成 18 年 4 月 1 日施行の附則第 4 項、平成 19 年 4 月 1 日施行の附則第 6 項の名称を変更する。 

４ 第 8 条（入学定員、編入学定員及び収容定員）に掲げる薬学部、医学部及び看護学部の編入学収容定員、

収容定員の学年進行については、次のとおりとする。 

学　部 学　科 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

薬学科 1,290  1,540  1,530  1,520  1,510  1,500  
生命創薬科学科 95  110  125  140  140  140  

合　計 1,385  1,650  1,655  1,660  1,650  1,640  

薬学部

 
学　部 学　科 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

医 学 部 医　学　科 622  634  646  658  670  672   

学　部 平成22年度 平成23年度 平成24年度

編入学収容定員 10  20  30  
収容定員 410  420  430  

学　科

看護学部 看護学科
 

５ 第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める別表 2、3 については、薬学部、理学部物理学科にあっては平

成 22 年度入学者から適用する。 

６ 第 25 条（教員の免許状の所要資格の取得）に定める別表 4－①「教職実践演習（中等）」及び別表 4－②「教

職実践演習（養護）」については、平成 22 年度入学者から適用する。 

７ 第 42 条（入学検定料等）に定める別表 6－①の薬学部生命創薬科学科入学検定料及び第 43 条（学費）に

定める別表 6－①の薬学部生命創薬科学科授業料、施設設備費、実験実習費及び看護学部授業料については、

平成 22 年度入学者から適用する。 

附則 

１ この学則は、平成 23 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める別表 2、3 については、獣医学部動物資源科学科にあっては、

平成 23 年度入学者から適用し、在学者にも一部適用する。薬学部、医学部、医療衛生学部健康科学科にあ

っては、平成 23 年度入学者から適用する。 

附則 

１ この学則は、平成 24 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 文部科学大臣に届け出た日をもって薬学部薬学科（4 年制）、製薬学科を廃止する。 

- 学則 -20-



３ 薬学部薬学科（4 年制）、製薬学科の廃止にともない、第 5 条（学部、学科、専攻）、第 7 条（修業年限及

び在学年限）、第 8 条（入学定員、編入学定員及び収容定員）、第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める

別表 2、3、第 27 条（卒業の要件及び学士の学位）、平成 17 年 4 月 1 日施行の附則第 2 項、平成 18 年 4 月 1

日施行の附則第 4 項及び第 5 項から薬学部薬学科（4 年制）、製薬学科関係条項を削除する。 

４ 平成 23 年 4 月 15 日をもって獣医畜産学部動物資源科学科、生物生産環境学科を廃止する。 

５ 獣医畜産学部動物資源科学科、生物生産環境学科の廃止にともない、第 5 条（学部、学科、専攻）、第 7

条（修業年限及び在学年限）、第 8 条（入学定員、編入学定員及び収容定員）、第 13 条（授業科目及び単位

数等）に定める別表 2、3、第 27 条（卒業の要件及び学士の学位）、第 43 条（学費）に定める別表 6-①、昭

和 61 年 4 月 1 日施行の附則第 2 項、平成 8 年 4 月 1 日施行の附則第 2 項、平成 9 年 4 月 1 日施行の附則第 4

項、平成 11 年 4 月 1 日施行の附則第 2・3 項、平成 12 年 4 月 1 日施行の附則第 4 項、平成 14 年 4 月 1 日施

行の附則第 2 項、平成 17 年 4 月 1 日施行の附則第 3 項、平成 19 年 4 月 1 日施行の附則第 5 項から獣医畜産

学部動物資源科学科、生物生産環境学科関係条項を削除する。 

６ 文部科学大臣に届け出た日をもって獣医畜産学部を廃止する。 

７ 獣医畜産学部の廃止にともない、第 5 条（学部、学科、専攻）、第７条（修業年限及び在学年限）、第 8 条

（入学定員、編入学定員及び収容定員）、第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める別表 2、3、第 27 条（卒

業の要件及び学士の学位）、第 43 条（学費）に定める別表 6-①及び 6-②、平成 4 年 4 月 1 日施行の附則第 2

項、平成 9 年 4 月 1 日施行の附則第 4 項、平成 12 年 4 月 1 日施行の附則第 6 項、平成 13 年 4 月 1 日施行の

附則第 2 項、平成 16 年 4 月 1 日施行の附則第 2 項、平成 18 年 4 月 1 日施行の附則第 5 項から獣医畜産学部

関係条項を削除する。 

８ 第 26 条（学芸員資格の取得）に定める別表 5 における学芸員資格を付与する課程は平成 24 年度入学者か

ら適用する。 

  ただし、旧課程は獣医学部動物資源科学科・生物環境科学科及び海洋生命科学部海洋生命科学科における

履修者が当該学科に在学しなくなるまでの間、存続するものとする。 

９ 獣医学部動物資源科学科・生物環境科学科の学芸員養成課程を廃止することにともない、第 26 条（学芸員

資格の取得）及び同条に定める別表 5 から獣医学部動物資源科学科・生物環境科学科の文言を削除するとと

もに、第 43 条（学費）に定める別表 6－③から獣医学部動物資源科学科・生物環境科学科の学芸員養成課程

の履修料の記載を削除する。 

  ただし、当該学科の学芸員養成課程は獣医学部動物資源科学科・生物環境科学科の履修者が当該学科に在

学しなくなるまでの間、存続するものとする。 

10 第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める別表 2、3 については、薬学部、獣医学部、海洋生命科学部、

看護学部、理学部にあっては平成 24 年度入学者から、医学部にあっては平成 24 年度入学者及び在学者から

適用する。 

  また、医療衛生学部にあっては別表 2 は平成 24 年度入学者から、別表 3 は平成 24 年度入学者及び在学者

から適用する。 

11 第 43 条（学費）に定める別表 6－①の看護学部保健師教育課程指定科目履修料については、平成 24 年度

入学者から適用する。 

12 第 8 条（入学定員、編入学定員及び収容定員）に掲げる医学部の収容定員の学年進行については、次のと

おりとする。 

学　部 学　科 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

医 学 部 医　学　科 651  668  685  692  697  702   

附則 

１ この学則は、平成 25 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第 8 条（入学定員、編入学定員及び収容定員）に掲げる理学部の収容定員の学年進行については、次のと

おりとする。 
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学　部 学　科 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

理学部 物理学科 170 180 190 200

化学科 320 320 320 320

生物科学科 250 260 270 280  

３ 第 42 条（入学検定料等）に定める別表 6－①の入学検定料及び第 43 条（学費）に定める別表 6－③の教職

課程履修料、別表 6－④に示す臨床検査技師課程履修料については、平成 25 年度入学者から適用する。 

４ 第 8 条（入学定員、編入学定員及び収容定員）に掲げる医学部の収容定員の学年進行については、次のと

おりとする。 

698 705 712 714医学部 医学科 670 689

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度学　部 学　科 平成25年度 平成26年度

 
５ 第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める別表 2 については、薬学部、獣医学部、海洋生命科学部、理学

部にあっては平成 25 年度入学者から、医学部、医療衛生学部にあっては平成 25 年度入学者及び在学者から

適用する。 

６ 第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める別表 3 については、薬学部、獣医学部、海洋生命科学部、看護

学部、理学部にあっては平成 25 年度入学者から、医学部、医療衛生学部にあっては、平成 25 年度入学者及

び在学者から適用する。 

附則 

１ この学則は、平成 26 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める別表２については、薬学部、獣医学部にあっては平成 26 年度

入学者から適用する。 

３ 第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める別表３については、薬学部、獣医学部、医療衛生学部にあって

は平成 26 年度入学者から適用する。 

附則 

１ この学則は、平成 27 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める別表２については、薬学部、獣医学部にあっては平成 27 年度

入学者から、医学部、医療衛生学部にあっては平成 27 年度入学者及び在学者から適用する。 

３ 第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める別表３については、薬学部、獣医学部、理学部生物科学科にあ

っては平成 27 年度入学者から、医学部、理学部化学科、医療衛生学部にあっては平成 27 年度入学者及び在

学者から適用する。 

附則 

１ この学則は、平成 28 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める別表２については、薬学部、獣医学部、医療衛生学部にあって

は平成 28 年度入学者から、医学部にあっては平成 28 年度入学者及び在学者から適用する。 

３ 第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める別表３については、薬学部、獣医学部獣医学科・動物資源科学

科、海洋生命科学部、理学部、医療衛生学部にあっては平成 28 年度入学者から、医学部、看護学部にあっ

ては平成 28 年度入学者及び在学者から、獣医学部生物環境科学科にあっては平成 28 年度入学者及び在学者

（２年次生）から適用する。 

附則 

 この学則は、平成 28 年 5 月 20 日から施行する。 

附則 

 この学則は、平成 28 年 11 月 1 日から施行する。 

附則（北学総第 28-11367 号） 

１ この学則は、平成 29 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第８条（入学定員、編入学定員及び収容定員）に掲げる薬学部、獣医学部、海洋生命科学部、看護学部、

理学部、医療衛生学部の収容定員の学年進行については、次のとおりとする。 
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医療検査学科

1,620名学部計 1,519名 1,544名 1,575名 1,620名 1,620名

120名 120名

　視覚機能療法学専攻 118名 118名 118名 120名 120名 120名

158名 158名 160名 160名 160名

　言語聴覚療法学専攻 118名 118名 118名 120名

580名

　理学療法学専攻 163名 168名 173名 180名 180名 180名

リハビリテーション学科 557名 562名 567名 580名 580名

　診療放射線技術科学専攻 256名 262名 270名 280名 280名

460名 460名 460名

　臨床工学専攻 165名 168名 173名 180名 180名 180名

160名

381名 392名 405名 420名 420名 420名

医療衛生学部 保健衛生学科 160名 160名 160名 160名

医療工学科 421名 430名 443名

320名

学部計 813名 826名 839名 852名 852名 852名

生物科学科 290名 300名 310名 320名 320名

209名 212名 212名 212名

化学科 320名 320名 320名 320名 320名

510名 510名 510名

学部計 450名 470名 490名 510名 510名

660名 680名 700名 720名 720名 720名

360名 360名

学部計 1,540名 1,560名 1,580名 1,600名 1,600名 1,600名

360名

720名

動物資源科学科 490名 500名 510名 520名 520名 520名

獣医学部 獣医学科 720名 720名 720名 720名

生物環境科学科 330名 340名 350名

1,550名 1,560名

生命創薬科学科 140名 140名 140名 140名 140名 140名

薬学部 薬学科 1,510名 1,520名 1,530名 1,540名

学部計 1,650名 1,660名 1,670名

学部 学科・専攻 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

　作業療法学専攻 158名

280名

160名

320名

学部計

720名 720名

理学部 物理学科 203名 206名

510名

看護学部 看護学科 450名 470名 490名

1,680名 1,690名 1,700名

720名

海洋生命科学部 海洋生命科学科 660名 680名 700名 720名

 
３ 第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める別表２については、獣医学部生物環境科学科、海洋生命科学部、

医療衛生学部にあっては平成 29 年度入学者から、薬学部、獣医学部動物資源科学科、医学部、理学部にあ

っては平成 29 年度入学者及び在学者から適用する。 

４ 第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める別表３については、獣医学部生物環境科学科、海洋生命科学部、

医療衛生学部にあっては平成 29 年度入学者から、薬学部、獣医学部動物資源科学科、医学部、理学部にあ

っては平成 29 年度入学者及び在学者から適用する。 

附則（北学総第 29-12607 号） 

１ この学則は、2017 年 9 月 1 日から施行する。 

２ 第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める別表２及び別表３については、医療衛生学部にあっては 2017

年度在学者から適用する。 

   附則（北学総第 29-9539 号、北学総第 29-12607 号） 

１ この学則は、2018 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める別表２及び別表３については、医学部、理学部にあっては、2018

年度入学者及び一部在学者から、医療衛生学部医療検査学科、医療工学科（全専攻）及びリハビリテーショ

ン学科（全専攻）にあっては 2018 年度入学者及び在学者から、薬学部、医療衛生学部保健衛生学科にあっ

ては 2018 年度入学者から適用し、医療衛生学部保健衛生学科の 2018 年度在学者に適用する医療衛生学 4 群

科目（保健衛生学科）については、学部において別に定める。 

３ 第 43 条（学費）に定める別表６－①については、医学部、看護学部にあっては 2018 年度入学者から適用

する。 

附則（北学総第 2018-06561 号、北学総第 2018-13684 号） 

１ この学則は、2019 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める別表 2 及び別表 3 について、医学部にあっては 2019 年度入学

者及び一部在学者から、理学部、医療衛生学部医療検査学科、医療工学科（全専攻）及びリハビリテーショ

ン学科（全専攻）にあっては 2019 年度入学者及び在学者から、薬学部、看護学部及び医療衛生学部保健衛

生学科にあっては2019年度入学者から適用し、看護学部の在学者適用及び医療衛生学部保健衛生学科の2019

年度在学者に適用する医療衛生学 4 群科目（保健衛生学科）については、学部において別に定める。 

３ 第 20 条（単位の授与及び評価）第 3 項については、2019 年度入学者及び在学者から適用する。 
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４ 第 25 条（教員の免許状の所要資格の取得）に定める別表４－①及び別表４－②については、2019 年度入

学者から適用する。 

５ 第 43 条（学費）に定める別表６－①については、海洋生命科学部及び理学部にあっては 2019 年度入学者

から適用する。 

６ 第 45 条（休学中の学費）については、2019 年度入学者及び在学者から適用する。 

附則（北学総第 2019-01219 号、北学総第 2019-03539 号、北学総第 2019-07123 号、北学総第 2019-07444

号、北学総第 2019-13334 号） 

１ この学則は、2020 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第８条（入学定員、編入学定員及び収容定員）の規定にかかわらず、2020 年度から 2021 年度までの医学

部の入学定員を 118 名とする。また、2022 年度から 2023 年度までの医学部の入学定員を 109 名とする。 

３ 第８条（入学定員、編入学定員及び収容定員）に掲げる医学部及び看護学部の収容定員の学年進行につい

ては、次のとおりとする。 

学部 学科 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

医学部 医学科 713名 712名 702名 692名 666名 658名 659名 660名

2026年度 2027年度 2028年度 2029年度

看護学部 看護学科 505名 500名 495名 500名
683名 674名

４  第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める別表 2 及び別表 3 について、獣医学部動物資源科学科にあって

は 2020 年度入学者から、医学部にあっては 2020 年度入学者及び在学者から、理学部及び医療衛生学部にあ

っては 2020 年度入学者及び一部在学者から適用する。 

附則（北学総第 2020-03578 号、北学総第 2020-06214 号） 

この学則は、2020 年 7 月 1 日から施行する。 

附則（北学総第 2020-07168 号） 

この学則は、2020 年 11 月 1 日から施行する。 

附則（北学総第 2020-04276 号、北学総第 2020-13397 号） 

１ この学則は、2021 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 2021 年 4 月 1 日をもって、医療衛生学部健康科学科を医療衛生学部保健衛生学科に名称変更し、2021 年度

入学者及び在学者から適用する。 

  医療衛生学部保健衛生学科への名称変更に伴い、第２条（教育研究上の目的）に定める別表１、第５条（学

部、学科、専攻）、第８条（入学定員、編入学定員及び収容定員）、第 13 条（授業科目及び単位数等）に定

める別表 2,3、第 27 条（卒業の要件及び学士の学位）、平成 29 年 4 月 1 日施行の附則第 2 項、2018 年 4 月 1

日施行の附則第 2 項及び 2019 年 4 月 1 日施行の附則第 2 項の名称を変更する。 

３ 第 10 条（学期）、第 36 条（休学）、第 37 条（休学期間）及び第 38 条（復学）については、2021 年度入学

者及び在学者から適用する。 

４  第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める別表 2,3 については、獣医学部生物環境科学科、海洋生命科学

部及び医療衛生学部保健衛生学科にあっては 2021 年度入学者から適用する。ただし、医療衛生学４群科目

については、医療衛生学部（全学科）の 2021 年度入学者及び在学者から適用する。 

５ 第 13 条（授業科目及び単位数等）に定める別表 3 については、理学部生物科学科にあっては 2021 年度入

学者及び一部在学者から適用する。 

６ 第 15 条（1 年間の授業期間）第 2 項については、2021 年度入学者及び在学者から適用する。 

７ 第 27 条（卒業の要件及び学士の学位）については、2021 年度入学者及び在学者から適用する。 

附則（北学総第 2021-04593 号） 

この学則は、2021 年 8 月 1 日から施行する。 

附則（北学総第 2021-06352号） 

１ この学則は、2022 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 第８条（入学定員、編入学定員及び収容定員）の規定にかかわらず、2022 年度の医学部の入学定員を 120

名とする。また、2023 年度の医学部の入学定員を 109 名とする。 

３ 第８条（入学定員、編入学定員及び収容定員）に掲げる医学部の収容定員の学年進行については、次のと

おりとする。 
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677名 669名 659名 660名

2028年度 2029年度

医学部 医学科 713名 703名 694名 685名
学部 学科 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度
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別表１ 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的 

 

薬
学
部 

【薬学部】 

薬学部は、最新の薬学的知識・技能のみならず、豊かな人間性と高い倫理観を備え、社会における様々な活動に、

「薬」の視点を持って積極的に参加できる人材の育成を目的とします。そのための教育研究上の目的は、①基礎と臨

床を両輪としたバランスのとれた薬学教育の展開、②豊かな人間性と倫理観を醸成する教育の推進、③コミュニケー

ション能力を修得させる教育の推進、④基礎と臨床が一体となった研究の展開とします。 

〔薬学科〕 

薬学科は、高度化・細分化された医療の中で、医薬品の適正使用を通して、医療の質を確保するための「薬の専門

家」として活躍する薬剤師を養成することを目的とします。そのための教育研究上の目的は、① 臨床薬学に関連し

た高度な専門教育と実務教育の充実、② 豊かな人間性と医療人としての高い倫理観を醸成する教育の推進、③ チー

ム医療に資するためのコミュニケーション能力を修得させる教育の推進、④ 薬学・医療の進歩と改善に資するため

の研究遂行意欲と課題発見・問題解決能力を涵養する教育、⑤生涯にわたる自己研鑽と次世代育成への意欲と態度を

培う教育の推進とします。 

〔生命創薬科学科〕 

生命創薬科学科は、薬学関連領域における多様な人材需要に応えるため、薬剤師としてではなく、薬学の基礎的な

知識・技能を基盤に、社会の多様な分野で活躍できる人材の育成を目的とします。そのための教育研究上の目的は、

①薬学関連領域における基本的な知識・技能を修得させる教育の充実、②豊かな人間性と倫理観を醸成する教育の推

進、③「考える力」（薬学の進歩と改善に資するための研究遂行意欲と課題発見・問題解決能力)を涵養する教育の推

進、④科学的なコミュニケーション能力を修得させる教育の推進、⑤科学的探究心を向上させる教育の推進とします。 

獣
医
学
部 

【獣医学部】 

獣医学部は、動物生命科学を基盤とする高度な専門知識や技術・資格と豊かな人間性を備え、人類の健康と福祉の

向上及び持続可能な社会の創生に向け、多様な課題を解決できる人材の養成を目的とします。そのための教育研究上

の目的は、①動物の疾病の予防・治療及び生命現象の科学的解明、②動植物資源の利用と開発、③持続型社会を志向

した食料生産と環境保全、④公衆衛生の向上、⑤農と医の学際的領域の知識・技術の習得とします。 

〔獣医学科〕 

獣医学科は、獣医学に関する高度な知識と技術及び豊かな人間性を身につけ、適切な問題解決能力を備え、動物と

人類の健康と福祉の増進に貢献できる人材の養成を目的とします。そのための教育研究上の目的は、①動物生命科学、

②各種動物の疾病診断・治療・予防、③伴侶動物の高度先端医療、④人獣共通感染症、食の安全を始めとする公衆衛

生、⑤野生動物・環境保全など広範囲な領域における基礎・応用科学基盤を構築し、真理の深奥を究めることとしま

す。 

〔動物資源科学科〕 

動物資源科学科は、自然と共生・共栄する人間社会に貢献するための問題解決能力を備え、生命科学や医学と接点

を持つ動物資源科学に関する高い専門的能力を身に付けた人材の養成を目的とします。そのための教育研究上の目的

は、①動物資源・食料資源の開発・利用を発展させるための専門的能力の習得、②「農」と「医」の複眼的視点の獲

得と異分野へ転移可能な汎用的能力の習得、③知識、技能、行動から構成される総合的な実践力の習得とします。 

〔生物環境科学科〕 

生物環境科学科は、野生動物と人との共存環境の創出やビオトープなど環境の保全や修復について具体的な提言や

技術提供ができる人材の養成を目的とします。そのための教育研究上の目的は、①持続可能な食料生産環境の確保、

②環境保全の推進、③生物多様性の維持など、地球及び地域の環境に調和した生物生産活動と環境保全や環境修復に

関する知識・技術とともに環境倫理観の習得とします。 

医
学
部 

【医学部医学科】 

医学部は、広く体系的な知識と確実な技術を持ち、それを深化させるよう最先端の医学知識を意欲的に吸収できる

ような自己研鑽学習を継続する人材を育成するとともに、開学以来実践されてきた「チーム医療」の実践家となるた

め、他者に共感し、協働して物事に取り組むことができ、倫理観を持って広く社会に貢献できる人材の育成を目的と

しています。 

そのための教育研究上の目的として、①人間性豊かで優れた医師の養成 ②学際領域を含む医学研究の推進 ③国際

貢献の推進と地域医療への協力 ④予防医学の推進、の4項目をあげ、教育の基本理念としています。 

海
洋
生
命
科
学
部 

【海洋生命科学部海洋生命科学科】 

海洋生命科学部は、海洋生命科学一般の専門技術とその基盤となる学門領域を理解し、国際的な視野を持ち、さら

に自らの意見を持ち、それを伝える能力、判断力、実践力を持つ人材の育成を目的とします。 

そのための教育研究上の目的は、①多面的思考能力②自然科学の基礎知識・理論③専門分野の知識・技術④問題解

決能力⑤実務遂行能力⑥コミュニケーション能力⑦技術者倫理⑧継続的学習能力の獲得、達成とします。 
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看
護
学
部 

【看護学部看護学科】 

看護学部は、生命科学系総合大学のなかで他学部との連携のもとに、高度医療、医療安全の確保、予防医療、介護

予防など、多様化した保健医療に対する社会の要請に応えうる幅広い知識と技能を備え、看護専門職者としてリーダ

ーシップを発揮できる人材の育成を目的とします。そのための教育研究上の目的は、看護職者の具体的能力として、

①人間性、②思考力、③表現能力、④看護実践能力、⑤改革能力の５つを強化することとしています。 

理
学
部 

【理学部】 

理学部は、物理学・化学・生物科学の分野における高水準の知識と実験技術を身に付け、幅広い視野と柔軟な思考

力を兼ね備えた研究者・専門技術者・教育者となる人材を育成することを目的とします。そのための教育研究上の目

的は、①講義、実験、演習を通して、専門分野の高度な研究を遂行するための基礎として必要な知識と実験技術を教

授する、②科学的思考力を育成し、研究遂行における課題の設定能力、問題解決能力を身に付けさせることとします。 

〔物理学科〕 

物理学科は、自然現象に潜む原理や法則を用いて、多彩な自然現象や物質の性質を解明するための方法論を身に付

け、宇宙論から生命現象まで、さまざまな分野で未知の領域に切り込んでいく力を備えた人材を育成することを目的

とします。そのための教育研究上の目的は、①多様な物理領域の研究を展開するために必要な基礎知識と技術を教授

する、②身に付けた知識と技術を基礎研究、応用研究の場で活用できる能力を育成することとします。 

〔化学科〕 

化学科は、実社会における多様な製品の生産基盤である物質の性質とその変化に関する基礎知識（構造、反応、機

能、合成）を教授し、実践を通して生命科学や環境科学から医療、教育にわたる幅広い分野での研究・開発で活躍で

きる人材を育成することを目的とします。そのための教育研究上の目的は、基礎知識の教授（講義）と実践（実習と

演習）による①科学的判断力、②多元的な視点から物質を評価する能力、③能動的な立案、実行力を養成することと

します。 

〔生物科学科〕 

生物科学科は、生命科学についての高度な知識と研究技能を有するとともに、普遍的な生命現象のしくみを理解し、

生物学や基礎医学などの多岐にわたる分野で活躍できる科学的思考能力を備えた人材を育成することを目的としま

す。そのための教育研究上の目的は、①最先端の専門的研究を開始するために必要な基礎知識、実験能力、思考力、

②生命科学の知識や技術に基づいて複雑な生命活動を分子レベルで解明する能力を養うこととします。 

医
療
衛
生
学
部 

【医療衛生学部】 

医療衛生学部は、高度医療現場においては、チーム医療を支えるメディカルスタッフとして、医療現場の外におい

ては、予防医学と健康科学を主とした人の健康を支えるスタッフとして、幅広い教養と豊かな創造性に富む高度な専

門知識と技術の実践力を兼ね備えた人材の養成を目的としています。そのための教育研究上の目的は、①高度な知識、

技術を有する医療従事者の養成、②学際的スペシャリストの養成、③国際的視野を持ち国際社会に通用する人材の養

成です。 

〔保健衛生学科〕 

保健衛生学科は、健康な人を対象に、健康の保持・増進のための健康科学や予防医学の観点から、環境・食・労働・

こころと健康の関係についての知識を身に付け、衛生的で安全な環境づくりに向けたマネジメント力を備えた人材の

養成を目的としています。そのための教育研究上の目的は、①労働環境その他日常の社会生活の中で起こる種々の健

康影響因子のリスク解析やその改善に向けた知識と技術の習得、②職場及び地域社会における安全衛生管理から地球

環境の保全までをマネジメントするための幅広い知識と技術の修得です。 

〔医療検査学科〕 

医療検査学科は、人の健康や医療に関わる専門知識と高度な技術を習得し、医療現場においてはチーム医療を理解

し実践でき、検体検査や画像診断によって得られた検査データを正確に医師に提供する臨床検査技師の養成を目的と

しています。そのための教育研究上の目的は、①幅広い教養と豊かな人間性、確固たる倫理観の習得、②臨床検査の

基礎となるバイオサイエンス関連知識と研究技術の習得、③病気の診断に不可欠な臨床検査の理論から実際までの習

得、④医療現場におけるチーム医療の一員としての重要性の理解と実践力、⑤問題解決能力の習得です。 

〔医療工学科・臨床工学専攻〕 

医療工学科臨床工学専攻は、生命維持管理装置を中心とした最先端医療機器の操作及び保守点検を的確に行え、医

療及び医療技術の変化に対応し、チーム医療の一員として医療に貢献できる臨床工学技士の養成、及び大学、企業、

公共機関等で、研究開発、後進の指導的役割を担える人材の養成を目的としています。そのための教育研究上の目的

は、①基礎工学、基礎医学、臨床医学、医療機器学等の学習、②専門知識と技術の習得、③チーム医療の一員として

必要な知識と技術の修得、④臨床工学の未来に貢献できる研究能力の涵養です。 
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〔医療工学科・診療放射線技術科学専攻〕 

医療工学科診療放射線技術科学専攻は、人間の生命や生活の質を理解できる豊かな人間性とともに、専門的職業人

としての高度で専門的な画像検査・放射線治療の知識と技術を備え、医療の質を高めるチーム医療、研究開発、教育

指導、地域医療に貢献できる診療放射線技師及び医療従事者の養成を目的としています。そのための教育研究上の目

的は、①豊かな人間性の涵養、②放射線の性質や人体への影響等の放射線技術の進歩に即応した放射線基礎科学の学

習、③地域社会のニーズに対応する画像検査と放射線治療の体系的学習、④臨床実習を通じた実践的な技術とチーム

医療等の専門的知識・技術の修得です。 

〔リハビリテーション学科・理学療法学専攻〕 

リハビリテーション学科理学療法学専攻は、医療と福祉の現場のみならず、地域住民の健康増進や疾病予防など高

度で多様化した社会的ニーズに対応できる人材の養成を目的としています。そのため教育研究上の目的は、①高い倫

理観を身につけ、自ら考え開拓する力、②年齢や障害の有無に関わらず、対象者の生活機能を客観的に評価する力、

③科学的根拠に基づいた理学療法を実践する力、を育てることとします。 

〔リハビリテーション学科・作業療法学専攻〕 

  リハビリテーション学科作業療法学専攻は、人々の健康と幸福を促進するために、心身機能や日常生活の回復を

はかる専門知識・技能・態度を習得し、医療・保健・福祉・教育・職業に貢献できる作業療法士の養成を目的として

います。そのための教育研究上の目的は、①全ての人の日常生活動作や心身機能の回復、暮らしやすい環境作り等、

ＱＯＬ（生活の質）向上を支える作業療法の学習、②臨床現場に参画する教育を通じた専門知識・技能・態度の習得

です。 

〔リハビリテーション学科・言語聴覚療法学専攻〕 

リハビリテーション学科言語聴覚療法学専攻は、言語、聴覚、コミュニケーション、摂食・嚥下などに障害を持つ

人たちが豊かで質の高い生活を送れるように、専門職として支援し、医療・保健福祉・教育に貢献できる言語聴覚士

の養成を目的としています。そのための教育研究上の目的は、①関連医学領域、言語学・心理学・音響学等の多彩な

専門基礎科目の学習 ②適切な評価・訓練及び指導を実施するための専門科目の知識・技術の修得です。 

〔リハビリテーション学科・視覚機能療法学専攻〕  

リハビリテーション学科視覚機能療法学専攻は、眼の構造から疾患までの幅広い知識と視機能評価法を習得し、医

師と共に適切な治療プログラムを組み、研究を遂行する力を備え、新しい分野の教育・研究ができる視能訓練士の養

成を目的としています。そのための教育研究上の目的は、①疾患から最新の研究まで眼の多面的な学習、②視能訓練

士に必要な視覚の基礎知識から検査・治療の実践までの段階的習得です。 

一

般

教

育

部 

【一般教育部】 

 一般教育部は、幅広い視野と豊かな人間性を涵養する教養教育と、学部教育へのスムーズな橋渡しを可能にする基

礎教育を両立させた教育機能を備え、全人的な教養を身につけた生命科学を志向する学生の育成を目的としていま

す。そのため①自然科学教育の充実、②人間形成の基礎科目の展開、③語学、数学および情報処理などの高度基礎教

育の実践、④コミュニケーション能力の涵養を目標の一つとする実験、演習系科目の提供を教育研究上の目的としま

す。 
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必修 選択 自由 必修 選択 計

15 103 3 15 16 31

文化の領域 24 8 8

社会の領域 40

総合領域 1 2 1 1

健康の領域 14 4 4

外国語系 4 4 4

数理・情報系 14 4 4

自然科学系 10 3 10 10

教養演習系 9

10 10 10

142 40 7 142 6 148

4

167 22 189

16 102 3 16 16 32

文化の領域 24 8 8

社会の領域 40

総合領域 2 1 2 2

健康の領域 14 4 4

外国語系 4 4 4

数理・情報系 14 4 4

自然科学系 10 3 10 10

教養演習系 9

10 10 10

71 56 71 17 88

1

97 33 130

卒業要件189単位以上

文化、社会の領域と総合領域科目
の選択科目より８単位選択必修

卒業要件130単位以上
※薬学４群科目は本大学の他学部他学科他専攻の授業科目及び単位互換協定に基づく単位互換科目・共同授業科目を表す。

生
命
創
薬
科
学
科

薬
学
科

167計

健康の領域、教養演習系及び数
理・情報系（情報科学A、B、C）
の選択科目より４単位選択必修

数学または発展数学(A＋B)のいず
れか4単位選択必修

計 158

健康の領域、教養演習系及び数
理・情報系（情報科学A、B、C）の
選択科目より４単位選択必修

数学または発展数学(A＋B)のいず
れか4単位選択必修

薬学１群科目

授 業 科 目

薬学３群科目

薬学４群科目※

薬学２群科目

薬学３群科目

別表２

学
科

薬
学
部

薬学４群科目※

薬学１群科目

学
部

薬学２群科目

文化、社会の領域と総合領域科目
の選択科目より８単位選択必修

14143

単 位 数 卒業要件単位
履 修 方 法

97 4
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必修 選択 自由 必修 選択 計

14 115 5 14 22 36

文化の領域 24 選択科目より６単位選択必修 6 6

社会の領域 40 選択科目より６単位選択必修 6 6

健康の領域 14 選択科目より２単位選択必修 2 2

総合領域 3

外国語系 4 4 8 12

数理・情報系 18 2

自然科学系 10 5 3 10 10

教養演習系 11

11 7 選択科目より４単位選択必修 11 4 15

126 12 126 6 132

生体機構系 41 41 41

予防衛生系 31 31 31

臨床系 38 6

エキゾチックアニマル又はプロダク
ションメディスンより１単位、小動物
参加型臨床実習Ⅰ、Ⅱ及び大動物参加
型臨床実習Ⅰ、Ⅱより２単位選択必修

38 3 41

共通 16 6 選択科目より３単位選択必修 16 3 19

151 134 5 151 32 183

14 111 12 14 20 34

文化の領域 24 12 12

社会の領域 40

健康の領域 14 選択科目より２単位選択必修 2 2

総合領域 3

外国語系 4 4 4

数理・情報系 20 6 6

自然科学系 10 5 8 10 10

教養演習系 5 4

18 7 18 18

45 42 45 45

27 27

77 47 124

23 86 23 23 12 35

文化の領域 24 選択科目より４単位選択必修 4 4

社会の領域 40 選択科目より４単位選択必修 4 4

健康の領域 14 選択科目より２単位選択必修 2 2

総合領域 3 選択科目より１単位選択必修 1 1

外国語系 4 4 4

数理・情報系 4 16 4 4

自然科学系 15 3 15 15

教養演習系 5 4 選択科目より１単位選択必修 1 1

19 3 2 19 19

43 43 43 43

27 27

85 132 25 85 39 124

授 業 科 目

計

学
科

計

獣医学３群科目

学
部

総合領域、数理・情報系、自然科学
系、教養演習系の選択科目より８単位
選択必修

獣医学１群科目

獣医学２群科目

獣医学４群科目※

獣医学１群科目

獣医学２群科目

計
卒業要件124単位以上

獣
医
学
部

生
物
環
境
科
学
科

獣医学１群科目

獣医学４群科目※

獣医学３群科目

動
物
資
源
科
学
科

卒業要件単位単 位 数
履 修 方 法

獣医学４群科目※

卒業要件183単位以上

卒業要件124単位以上

数理・情報系、自然科学系及び教養演
習系の選択科目より６単位選択必修

獣医学２群科目

※獣医学４群科目は本大学の他学部他学科他専攻の授業科目及び単位互換協定に基づく単位互換科目・共同授業科目を表す。

獣医学３群科目

２群、３群の選択科目より27単位選択
必修

２群、３群の選択科目より27単位選択
必修

12

文化の領域、社会の領域、総合領域か
ら12単位選択必修

獣
医
学
科

77 160
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必修 選択 自由 必修 選択 計

26単位 75単位 5単位 26単位 10単位 36単位

文化の領域 24単位 8単位 8単位

社会の領域 40単位

健康の領域 2単位 6単位 2単位 2単位

総合領域 3単位

外国語系 4単位 4単位 4単位

数理・情報系 8単位 8単位 8単位

自然科学系 12単位 12単位 12単位

教養演習系 2単位 5単位 2単位 2単位

210時間 210時間 210時間

4,020時間 3,838時間 選択科目より6科目606時間選択必修 4,020時間 606時間 4,626時間

4,230時間 3,838時間 4,230時間 606時間 4,836時間

14 107 16 14 18 32

文化の領域 24

社会の領域 40

健康の領域 14 11 11

総合領域 3 総合領域の選択科目より1単位選択必修 1 1

外国語系 4 4 4

数理・情報系 16 4 6 6

自然科学系 10 5 8 10 10

教養演習系 5 4

41 3 41 41

34 32 1 34 34

18 18

89 142 17 89 36 125

4 117 8 4 22 26

文化の領域 24 選択科目より４単位選択必修 4 4

社会の領域 40 選択科目より４単位選択必修 4 4

健康の領域 14 選択科目より４単位選択必修 4 4

外国語系 4 4 4

数理・情報系 20 選択科目より４単位選択必修 4 4

自然科学系 12 3 選択科目より４単位選択必修 4 4

総合領域 3

教養演習系 4 5 2 2

22 13 22 22

70 19 33 70 70

10 10

96 149 41 96 32 128

卒業要件125単位以上

海洋生命科学３群科目

海
洋
生
命
科
学
部

海
洋
生
命
科
学
科

看
護
学
部

看護学３群科目

２群、３群の選択科目より18単位選択
必修

海洋生命科学２群科目

数学または発展数学Ａ、Ｂより４単位、
情報科学Ａ、Ｂ、Ｃより２単位選択必修

選択科目より２単位選択必修

文化、社会、健康の領域、数理・情報系
（数学の基礎）、自然科学系（物理学、
物理学実験）、教養演習系（言語と文化
Ａ、Ｂを除く）より11単位選択必修

海洋生命科学１群科目

計

備考

看
護
学
科

看護学１群科目

看護学４群科目※

海洋生命科学４群科目※

看護学２群科目
３群の選択科目より４単位選択必修、
その他２群、３群それぞれの選択科目
より６単位選択必修

卒業要件128単位以上

計

医
学
部

医
学
科

医学１群科目

医学３群科目

２群・３群　時間数計

履 修 方 法

１群科目は単位数で、２群・３群科目は時間数で表す。

卒業要件単位

文化、社会、健康(健康の科学A、B、
C)、総合領域の選択科目より8単位選
択必修

授 業 科 目
単 位 数学

部
学
科

医学２群科目

※海洋生命科学４群科目、看護学４群科目は本大学の他学部他学科他専攻の授業科目及び単位互換協定に基づく単位互換科目・共同授業科目を表す。

教養演習系科目の言語と文化Ａでは、
ドイツ語、フランス語のうち、いずれ
か一方を選択必修
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必修 選択 自由 必修 選択 計

4 96 4 12 16

文化の領域 24 12 12

社会の領域 40

健康の領域 14

総合領域 3

外国語系 4 4 4

数理・情報系 6

教養演習系 9

14 5 14 14

59 72 2 59 59

35 35

1

77 47 124

4 96 4 12 16

文化の領域 24 12 12

社会の領域 40

健康の領域 14

総合領域 3

外国語系 4 4 4

数理・情報系 6

教養演習系 9

18 7 18 18

68 46 2 68 68

22 22

1

90 34 124

4 96 4 12 16

文化の領域 24 12 12

社会の領域 40

健康の領域 14

総合領域 3

外国語系 4 4 4

数理・情報系 6

教養演習系 9

16 11 16 16

66 56 2 66 66

26 26

1

86 38 124

理
学
部

理学２群科目

計

２群、３群の選択科目より22単位選択
必修

履 修 方 法

１群の選択科目より12単位選択必修

12単位のうち、４単位以上は文化、社
会、健康、総合領域科目から選択必修

２群、３群の選択科目より35単位選択
必修

１群の選択科目より12単位選択必修

12単位のうち、４単位以上は文化、社
会、健康、総合領域科目から選択必修

理学１群科目

理学３群科目

生
物
科
学
科

理学１群科目

計

物
理
学
科

理学３群科目

理学１群科目

単 位 数
授 業 科 目

学
科

卒業要件単位学
部

理学２群科目

２群、３群の選択科目より26単位選択
必修

卒業要件124単位以上
3

3

86

卒業要件124単位以上

１群の選択科目より12単位選択必修

12単位のうち、４単位以上は文化、社
会、健康、総合領域科目から選択必修

理学４群科目※

149

173

化
学
科

理学４群科目※

計 90

理学２群科目

77

理学３群科目

理学４群科目※

163 3

※理学４群科目は本大学の他学部他学科他専攻の授業科目、単位互換協定に基づく単位互換科目・共同授業科目及び総合的な能力を形成する科目を表す。

卒業要件124単位以上
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必修 選択 自由 必修 選択 計

18 98 15 18 15 33
文化の領域 24 文化の領域、総合領域科目、教養演習

系の選択科目より４単位選択必修
4 4

社会の領域 2 38 選択科目より２単位選択必修 2 2 4

健康の領域 8 6 選択科目より２単位選択必修 2 2

総合領域 3 文化の領域、総合領域科目、教養演習
系の選択科目より４単位選択必修

外国語系 4   4 　 4

数理・情報系 7 6 6 選択科目より２単位選択必修 7 2 9

自然科学系 5 10 3 選択科目より５単位選択必修 5 5 10

教養演習系 9 文化の領域、総合領域科目、教養演習
系の選択科目より４単位選択必修

15 73 15 15

11 70 3 11 11
２群、３群の選択科目より６９単位を選択必
修、そのうち３群の特論科目より４単位以
上選択必修

69 69

10

44 84 128

12 108 11 12 21 33
文化の領域 24 選択科目より４単位選択必修 4 4

社会の領域 40 選択科目より２単位選択必修 2 2

健康の領域 8 6 選択科目より２単位選択必修 2 2

総合領域 3
総合領域科目、教養演習系科目の選択科目よ
り２単位選択必修 2 2

外国語系 4   4 　 4

数理・情報系 3 14 2 選択科目より６単位選択必修 3 6 9

自然科学系 5 10 3 選択科目より５単位選択必修 5 5 10

教養演習系 9
総合領域科目、教養演習系科目の選択科目よ
り２単位選択必修

32   32 32

70 7 70 70

10

114 21 135

医療衛生学１群科目

医療衛生学１群科目

医療衛生学２群科目

医
療
検
査
学
科

医療衛生学３群科目

計

医療衛生学４群科目※

卒業要件135単位以上

医
療
衛
生
学
部

学
部

医療衛生学２群科目

保
健
衛
生
学
科

医療衛生学３群科目

授 業 科 目

医療衛生学４群科目※

※医療衛生学４群科目は本大学の他学部他学科他専攻の授業科目及び単位互換協定に基づく単位互換科目・共同授業科目等を表す。

卒業要件128単位以上

履 修 方 法
学
科

計 114

44 241 28

単 位 数

108 28

卒業要件単位
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学部

学科 必修 選択 自由 必修 選択 計

22 83 28 22 10 32

文化の領域 24
文化の領域、総合領域科目の選択科目
より２単位選択必修

2 2

社会の領域 　 40 選択科目より２単位選択必修 　 2 2

健康の領域 8 6 選択科目より２単位選択必修 2 2

総合領域 3
文化の領域、総合領域科目の選択科目
より２単位選択必修

外国語系 4 　 4 4

数理・情報系 3 8 10 選択科目より４単位選択必修 3 4 7

自然科学系 15 3 15 15

教養演習系 9

40 4 40 40

62 62 62

10

124 10 134

7 104 22 7 26 33

文化の領域 24
文化の領域、総合領域科目の選択科目
より４単位選択必修

4 4

社会の領域 40 選択科目より４単位選択必修 4 4

健康の領域 8 6 選択科目より２単位選択必修 2 2

総合領域 3
文化の領域、総合領域科目の選択科目
より４単位選択必修

外国語系 4 4 4

数理・情報系 3 14 4 選択科目より６単位選択必修 3 6 9

自然科学系 15 3 選択科目より10単位選択必修 10 10

教養演習系 9

21 5 　 21 21

79 9 1 79 79

6 6

10

107 32 139

医療衛生学４群科目※

臨
床
工
学
専
攻

医療衛生学１群科目

計

卒業要件単位

卒業要件134単位以上

卒業要件139単位以上

２群、３群の選択科目より
６単位選択必修

医療衛生学３群科目

医療衛生学４群科目※

※医療衛生学４群科目は本大学の他学部他学科他専攻の授業科目及び単位互換協定に基づく単位互換科目・共同授業科目等を表す。

医療衛生学１群科目

医療衛生学２群科目

単 位 数専
攻

授 業 科 目

医療衛生学２群科目

診
療
放
射
線
技
術
科
学
専
攻

医療衛生学３群科目

118

履 修 方 法

107

42124

33

83

医
療
衛
生
学
部
医
療
工
学
科

計
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学部

学科 必修 選択 自由 必修 選択 計

16 86 31 16 15 31

文化の領域 24 4 4

社会の領域 40 選択科目より４単位選択必修 4 4

健康の領域 2 12 2 2

総合領域 3

外国語系 4 　 4 4

数理・情報系 5 8 8 選択科目より２単位選択必修 5 2 7

自然科学系 5 10 3 選択科目より５単位選択必修 5 5 10

教養演習系 1 8

38 10 　 選択科目より２単位選択必修 38 2 40

64 7 1 選択科目より３単位選択必修 64 3 67

10

118 20 138

18 100 15 18 14 32

文化の領域 24
文化の領域、総合領域科目の選択科目
より２単位選択必修

2 2

社会の領域 4 36 選択科目より２単位選択必修 4 2 6

健康の領域 8 6 選択科目より２単位選択必修 2 2

総合領域 3
文化の領域、総合領域科目の選択科目
より２単位選択必修

外国語系 4 4 4

数理・情報系 9 6 6 選択科目より２単位選択必修 9 2 11

自然科学系 15 3 選択科目より５単位選択必修 5 5

教養演習系 1 8 選択科目より１単位選択必修 1 1 2

32 15 　 選択科目より３単位選択必修 32 3 35

64 4 1 選択科目より２単位選択必修 64 2 66

10

114 19 133

医療衛生学２群科目

医療衛生学３群科目

医療衛生学２群科目

医療衛生学３群科目

医療衛生学４群科目※

計
卒業要件138単位以上

医
療
衛
生
学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科

卒業要件133単位以上

医療衛生学１群科目

※医療衛生学４群科目は本大学の他学部他学科他専攻の授業科目及び単位互換協定に基づく単位互換科目・共同授業科目等を表す。

作
業
療
法
学
専
攻

理
学
療
法
学
専
攻

医療衛生学１群科目

専
攻

授 業 科 目
単 位 数 卒業要件単位

履 修 方 法

118 103 42

計 114 119 26

医療衛生学４群科目※

文化の領域、総合領域科目、教養演習
系科目の選択科目より４単位選択必修

文化の領域、総合領域科目、教養演習
系科目の選択科目より４単位選択必修

文化の領域、総合領域科目、教養演習
系科目の選択科目より４単位選択必修
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学部

学科 必修 選択 自由 必修 選択 計

9 97 27 9 16 25

文化の領域 24 文化の領域、総合領域科目、教養演習
系科目の選択科目より４単位選択必修 4 4

社会の領域 40 選択科目より４単位選択必修 4 4

健康の領域 8 6 選択科目より２単位選択必修 2 2

総合領域 3 文化の領域、総合領域科目、教養演習
系科目の選択科目より４単位選択必修

外国語系 4 　 4 4

数理・情報系 5 6 10 選択科目より２単位選択必修 5 2 7

自然科学系 15 3 選択科目より４単位選択必修 4 4

教養演習系 1 8 文化の領域、総合領域科目、教養演習
系科目の選択科目より４単位選択必修

45 4 　 選択科目より２単位選択必修 45 2 47

59 59 59

10

113 18 131

14 91 28 14 14 28

文化の領域 24
文化の領域、総合領域科目の選択科目
より２単位選択必修

2 2

社会の領域 40 選択科目より２単位選択必修 2 2

健康の領域 8 6 選択科目より２単位選択必修 2 2

総合領域 3
文化の領域、総合領域科目の選択科目
より２単位選択必修

外国語系 4 4 4

数理・情報系 5 8 8 選択科目より４単位選択必修 5 4 9

自然科学系 5 8 5 選択科目より４単位選択必修 5 4 9

教養演習系 9

45 3 45 45

44 20 44 10 54

10

103 24 127

卒業要件単位

医療衛生学１群科目

医療衛生学２群科目

医療衛生学３群科目

医療衛生学４群科目※

卒業要件127単位以上

医療衛生学１群科目

視
覚
機
能
療
法
学
専
攻

医
療
衛
生
学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科

言
語
聴
覚
療
法
学
専
攻

計

専
攻

授 業 科 目

※医療衛生学４群科目は本大学の他学部他学科他専攻の授業科目及び単位互換協定に基づく単位互換科目・共同授業科目等を表す。

医療衛生学２群科目

医療衛生学３群科目

医療衛生学４群科目※

卒業要件131単位以上

履 修 方 法
単 位 数

37

計 103 111 41

113 101
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別表３

薬学１群科目（薬学科）

人間形成の基礎科目 日本と国際社会Ａ 2 数理・情報系

文化の領域 日本と国際社会Ｂ 2 数学 4

哲学の楽しみＡ 2 環境を考えるＡ 2 発展数学Ａ 2

哲学の楽しみＢ 2 環境を考えるＢ 2 発展数学Ｂ 2

科学を考えるＡ 2 歴史と人間Ａ 2 情報科学Ａ 2

科学を考えるＢ 2 歴史と人間Ｂ 2 情報科学Ｂ 2

芸術の楽しみＡ 2 心理学Ａ 2 情報科学Ｃ 2

芸術の楽しみＢ 2 心理学Ｂ 2 自然科学系

倫理学Ａ 2 健康の領域 ◎ 物理学 4

倫理学Ｂ 2 健康の科学Ａ 2 ◎ 物理学実験 1

文学の楽しみＡ 2 健康の科学Ｂ 2 ◎ 生物学 4

文学の楽しみＢ 2 健康の科学Ｃ 2 ◎ 生物学実験 1

信仰と救いＡ 2 健康とスポーツ演習 2 ※ 物理学要習 1

信仰と救いＢ 2 ライフスポーツ演習Ａ 2 ※ 化学要習 1

社会の領域 ライフスポーツ演習Ｂ 2 ※ 生物学要習 1

日本国憲法Ａ 2 ライフスポーツ演習Ｃ 2 教養演習系科目

日本国憲法Ｂ 2 総合領域科目 教養演習系

法律の役割Ａ 2 総合領域 教養演習Ａ 2

法律の役割Ｂ 2 ◎ 北里の世界 1 教養演習Ｂ 1

経済のしくみＡ 2 仕事と人生 1 教養演習Ｃ 1

経済のしくみＢ 2 農医連携論 1 大学基礎演習 1

個人と社会Ａ 2 基礎教育科目 言語と文化Ａ 2

個人と社会Ｂ 2 外国語系 言語と文化Ｂ 2

政治のしくみＡ 2 ◎ 英語ＡⅠ 1

政治のしくみＢ 2 ◎ 英語ＡⅡ 1

文化人類学Ａ 2 ◎ 英語ＢⅠ 1

文化人類学Ｂ 2 ◎ 英語ＢⅡ 1

◎印は必修科目、無印は選択科目、※印は自由科目を表す。　(1)

　(2)

　(3)

数字は単位数を表す。（医学３群科目においては時間数を表す。）

自由科目は卒業単位に含まない。

※印は自由科目であり、卒業要件
単位に含まない。

　(4) 履修方法は各学部規則の定めるところによる。
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薬学１群科目（生命創薬科学科）

人間形成の基礎科目 日本と国際社会Ａ 2 数理・情報系

文化の領域 日本と国際社会Ｂ 2 数学 4

哲学の楽しみＡ 2 環境を考えるＡ 2 発展数学Ａ 2

哲学の楽しみＢ 2 環境を考えるＢ 2 発展数学Ｂ 2

科学を考えるＡ 2 歴史と人間Ａ 2 情報科学Ａ 2

科学を考えるＢ 2 歴史と人間Ｂ 2 情報科学Ｂ 2

芸術の楽しみＡ 2 心理学Ａ 2 情報科学Ｃ 2

芸術の楽しみＢ 2 心理学Ｂ 2 自然科学系

倫理学Ａ 2 健康の領域 ◎ 物理学 4

倫理学Ｂ 2 健康の科学Ａ 2 ◎ 物理学実験 1

文学の楽しみＡ 2 健康の科学Ｂ 2 ◎ 生物学 4

文学の楽しみＢ 2 健康の科学Ｃ 2 ◎ 生物学実験 1

信仰と救いＡ 2 健康とスポーツ演習 2 ※ 物理学要習 1

信仰と救いＢ 2 ライフスポーツ演習Ａ 2 ※ 化学要習 1

社会の領域 ライフスポーツ演習Ｂ 2 ※ 生物学要習 1

日本国憲法Ａ 2 ライフスポーツ演習Ｃ 2 教養演習系科目

日本国憲法Ｂ 2 総合領域科目 教養演習系

法律の役割Ａ 2 総合領域 教養演習Ａ 2

法律の役割Ｂ 2 ◎ 北里の世界 1 教養演習Ｂ 1

経済のしくみＡ 2 ◎ 仕事と人生 1 教養演習Ｃ 1

経済のしくみＢ 2 農医連携論 1 大学基礎演習 1

個人と社会Ａ 2 基礎教育科目 言語と文化Ａ 2

個人と社会Ｂ 2 外国語系 言語と文化Ｂ 2

政治のしくみＡ 2 ◎ 英語ＡⅠ 1

政治のしくみＢ 2 ◎ 英語ＡⅡ 1

文化人類学Ａ 2 ◎ 英語ＢⅠ 1

文化人類学Ｂ 2 ◎ 英語ＢⅡ 1

薬学２群科目（薬学科・生命創薬科学科共通）

◎ 化学 1 ◎ 有機化学Ⅰ 1 ◎ 英語CⅡ 1

◎ 基礎有機化学 1 ◎ 情報リテラシーⅠ 1 ◎ 医薬品構造学Ⅰ 1

◎ 代数学 1 ◎ 情報リテラシーⅡ 1

◎ 統計学 1 ◎ 英語CⅠ 1

※印は自由科目であり、卒業要件
単位に含まない。
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薬学３群科目（薬学科）

◎ 薬学概論 1 ◎ 薬物治療学Ⅰ 1 文献講読ゼミＣ 1

◎ 薬用植物学 1 ◎ 医療心理学 1 医療ボランティア実習Ｃ 1

◎ 薬と仕事Ⅰ 1 ◎ 臨床検査学Ⅰ 1 ◎ 医薬品安全性学Ⅱ 1

◎ 解剖学 1 ◎ 公衆衛生学Ⅰ 1 ◎ 医薬関連制度 1

◎ 生化学Ⅰ 1 ◎ 微生物学実習Ⅰ 1 ◎ 臨床薬物動態学 1

◎ 生理学Ⅰ 1 ◎ 微生物学実習Ⅱ 1 ◎ 薬物治療学Ⅳ 1

◎ チーム医療論 1 ◎ 物理薬剤学実習 1 ◎ 地域医療薬学Ⅲ 1

◎ 有機化学Ⅱ 1 薬学英語Ⅰ 1 ◎ 医療倫理学 1

◎ 分析科学Ⅰ 1 細胞生物学 1 ◎ 病院・薬局実習事前実習 4

◎ 生薬学Ⅰ 1 構造生命科学 1 薬品製造化学 1

◎ 生命物理化学Ⅰ 1 放射薬品学実習 1 臨床試験総論 1

◎ 生化学Ⅱ 1 文献講読ゼミＡ 1 臨床栄養学 1

◎ 微生物学Ⅰ 1 医療ボランティア実習Ａ 1 救急治療・臨床中毒学 1

◎ 生理学Ⅱ 1 ◎ 製剤学 1 創薬化学 1

◎ 薬理学Ⅰ 1 ◎ 合成化学Ⅱ 1 リハビリテーション論 1

◎ 病理学 1 ◎ 東洋医学概論 1 文献講読ゼミＤ 1

◎ 薬学統計学 1 ◎ 生物薬剤学 1 医療ボランティア実習Ｄ 1

◎ 薬と仕事Ⅱ 1 ◎ 衛生化学Ⅱ 1 ◎ 病院・薬局実習 20

健康科学 1 ◎ 臨床医学概論Ⅱ 1 ◎ 薬事行政 1

◎ 医薬品化学実習 1 ◎ 疾病解析学 1 臨床統計学 1

◎ 有機分析実習 1 ◎ 薬物治療学Ⅱ 1     ケミカルバイオロジー論 1

◎ 定量分析実習 1 ◎ 調剤学 1     香粧品学 1

◎ 社会薬学実習 1 ◎ 地域医療薬学Ⅰ 1 医薬品マーケティング論 1

◎ 有機化学Ⅲ 1 ◎ 衛生化学実習 1 医療薬学英語 1

◎ 分析科学Ⅱ 1 ◎ 公衆衛生学実習 1     終末期・緩和医療論 1

◎ 生薬学Ⅱ 1 ◎ 薬理学実習Ⅰ 1     生薬・東洋医学精説 1

◎ 生命物理化学Ⅱ 1 ◎ 薬理学実習Ⅱ 1     感染制御学 1

◎ 生化学Ⅲ 1 薬学英語Ⅱ 1 ◎ 薬物治療学演習Ⅰ 1

◎ 微生物学Ⅱ 1 医薬品構造学Ⅱ 1 ◎ 薬物治療学演習Ⅱ 1

◎ 化学療法学Ⅰ 1 臨床生理学Ⅰ 1 ◎ チーム医療演習 1

◎ 薬理学Ⅱ 1 臨床生化学 1 医療コミュニケーション演習 1

◎ 病態評価学 1 文献講読ゼミＢ 1 薬局管理学 1

◎ 医療コミュニケーション論 1 医療ボランティア実習Ｂ 1 臨床検査学Ⅱ 1

◎ ゲノム医学 1 ◎ 医薬品化学 1 臨床病理学 1

◎ 生命物理化学実習 1 ◎ 薬物速度論 1 ◎ 薬学卒業特別実習 10

◎ 生薬学実習 1 ◎ 公衆衛生学Ⅱ 1 ◎ 薬学総合演習 20

◎ 生化学実習 1 ◎ 臨床医学概論Ⅲ 1 ※ 初級太極拳演習（養生法演習） 1

◎ 有機合成実習 1 ◎ 医薬品安全性学Ⅰ 1 ※ 漢方調剤薬局実務演習 1

◎ 分析科学Ⅲ 1 ◎ 医薬品情報学 1 ※ 臨床生理学実習 1

◎ 合成化学Ⅰ 1 ◎ 薬事関係法規 1 ※ 臨床検査学実習 1

◎ 衛生化学Ⅰ 1 ◎ 薬物治療学Ⅲ 1 ※ 臨床化学実習 1

◎ 放射薬品学 1 ◎ 地域医療薬学Ⅱ 1 ※ 医用工学概論実習 1

◎ 免疫学 1 ◎ 医療薬学 1 ※ 臨床検査総論実習 1

◎ 化学療法学Ⅱ 1 ◎ プレゼンテーション実習 1

◎ 薬理学Ⅲ 1 看護学 1

◎ 臨床医学概論Ⅰ 1 物理薬剤学Ⅱ 1

◎ 物理薬剤学Ⅰ 1 健康食品論 1

臨床心理学入門 1 臨床生理学Ⅱ 1

※印は自由科目（臨床検査技師課
程に関する科目を含む）であり、
卒業要件単位に含まない。
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薬学４群科目（薬学科）

実践医療薬学Ａ 1 実践医療薬学Ｂ 1 実践医療薬学Ｃ 1

基礎有機化学演習 1

本大学の他学部他学科他専攻の授業科目及び単位互換協定に基づく単位互換科目・共同授業科目
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薬学３群科目（生命創薬科学科）

◎ 薬学概論 1 ◎ 衛生化学Ⅰ 1 医薬品化学 1

◎ 薬用植物学 1 ◎ 放射薬品学 1 　　 公衆衛生学Ⅱ 1

◎ 創薬科学への招待 1 ◎ 免疫学 1 　　 医薬品安全性学Ⅰ 1

◎ 解剖学 1 ◎ 化学療法学Ⅱ 1 　　 医薬品情報学 1

◎ 生化学Ⅰ 1 ◎ 薬理学Ⅲ 1 薬物速度論 1

◎ 生理学Ⅰ 1 ◎ 細胞生物学 1 臨床医学概論Ⅲ 1

◎ 生命創薬科学研究概説 1 ◎ 構造生命科学 1 看護学 1

チーム医療論 1 ◎ 創薬情報科学 1 物理薬剤学Ⅱ 1

◎ 有機化学Ⅱ 1 ◎ 公衆衛生学Ⅰ 1 健康食品論 1

◎ 分析科学Ⅰ 1 ◎ 文献講読ゼミＡ 1 臨床病理学 1

◎ 生薬学Ⅰ 1 ◎ 微生物学実習Ⅰ 1 臨床統計学 1

◎ 生命物理化学Ⅰ 1 ◎ 微生物学実習Ⅱ 1 ケミカルバイオロジー論 1

◎ 生化学Ⅱ 1 ◎ 物理薬剤学実習 1 香粧品学 1

◎ 微生物学Ⅰ 1 物理薬剤学Ⅰ 1 医薬品マーケティング論 1

◎ 生理学Ⅱ 1 薬物治療学Ⅰ 1 生薬・東洋医学精説 1

◎ 薬理学Ⅰ 1 医療心理学 1 感染制御学 1

◎ 薬学統計学 1 臨床医学概論Ⅰ 1 薬物治療学Ⅲ 1

◎ 生命創薬科学Ⅰ 1 薬学英語Ⅰ 1 地域医療薬学Ⅱ 1

　　 病理学 1 放射薬品学実習 1 医療薬学 1

健康科学 1 ◎ 合成化学Ⅱ 1 　　 臨床生理学Ⅱ 1

◎ 医薬品化学実習 1 ◎ 衛生化学Ⅱ 1 ◎ 医薬関連制度 1

◎ 有機分析実習 1 ◎ 衛生化学実習 1 医薬品安全性学Ⅱ 1

◎ 定量分析実習 1 ◎ 公衆衛生学実習 1 薬品製造化学 1

　　 社会薬学実習 1 ◎ 薬理学実習Ⅰ 1 臨床薬物動態学 1

◎ 有機化学Ⅲ 1 ◎ 薬理学実習Ⅱ 1 臨床試験総論 1

◎ 分析科学Ⅱ 1 ◎ 文献講読ゼミＢ 1 臨床栄養学 1

◎ 生薬学Ⅱ 1 製剤学 1 救急治療・臨床中毒学 1

◎ 生命物理化学Ⅱ 1 　　 東洋医学概論 1 リハビリテーション論 1

◎ 生化学Ⅲ 1 　　 生物薬剤学 1 薬物治療学Ⅳ 1

◎ 微生物学Ⅱ 1 臨床医学概論Ⅱ 1 地域医療薬学Ⅲ 1

◎ 化学療法学Ⅰ 1 疾病解析学 1 医療倫理学 1

◎ 薬理学Ⅱ 1 薬学英語Ⅱ 1 ◎ 生命創薬科学特別演習 2

◎ ゲノム医学 1 医薬品構造学Ⅱ 1 ◎ 生命創薬科学卒業特別実習 10

◎ 生命創薬科学Ⅱ 1 臨床生理学Ⅰ 1

◎ 生命物理化学実習 1 臨床生化学 1

◎ 生薬学実習 1 理論分子設計学 1

◎ 生化学実習 1 創薬化学 1

◎ 有機合成実習 1 　　 薬物治療学Ⅱ 1

　　 病態評価学 1 　　 調剤学 1

　　 医療コミュニケーション論 1 地域医療薬学Ⅰ 1

◎ 分析科学Ⅲ 1 ◎ 薬事行政 1

◎ 合成化学Ⅰ 1 ◎ 薬事関係法規 1

　　

薬学４群科目（生命創薬科学科）

基礎有機化学演習 1

本大学の他学部他学科他専攻の授業科目及び単位互換協定に基づく単位互換科目・共同授業科目
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獣医学１群科目（獣医学科）

人間形成の基礎科目 歴史と人間Ａ 2 情報科学Ｃ 2

文化の領域 歴史と人間Ｂ 2 自然科学系

哲学の楽しみＡ 2 心理学Ａ 2 物理学 4

哲学の楽しみＢ 2 心理学Ｂ 2 物理学実験 1

科学を考えるＡ 2 健康の領域 ◎ 化学 4

科学を考えるＢ 2 健康の科学Ａ 2 ◎ 化学実験 1

芸術の楽しみＡ 2 健康の科学Ｂ 2 ◎ 生物学 4

芸術の楽しみＢ 2 健康の科学Ｃ 2 ◎ 生物学実験 1

倫理学Ａ 2 健康とスポーツ演習 2 ※ 物理学要習 1

倫理学Ｂ 2 ライフスポーツ演習Ａ 2 ※ 化学要習 1

文学の楽しみＡ 2 ライフスポーツ演習Ｂ 2 ※ 生物学要習 1

文学の楽しみＢ 2 ライフスポーツ演習Ｃ 2 教養演習系科目

信仰と救いＡ 2 総合領域科目 教養演習系

信仰と救いＢ 2 総合領域 教養演習Ａ 2

社会の領域 北里の世界 1 教養演習Ｂ 1

日本国憲法Ａ 2 仕事と人生 1 教養演習Ｃ 1

日本国憲法Ｂ 2 農医連携論 1 大学基礎演習 1

法律の役割Ａ 2 基礎教育科目 言語と文化Ａ 2

法律の役割Ｂ 2 外国語系 言語と文化Ｂ 2

経済のしくみＡ 2 ◎ 英語ＡⅠ 1

経済のしくみＢ 2 ◎ 英語ＡⅡ 1

個人と社会Ａ 2 ◎ 英語ＢⅠ 1

個人と社会Ｂ 2 ◎ 英語ＢⅡ 1

政治のしくみＡ 2 数理・情報系

政治のしくみＢ 2 数学 4

文化人類学Ａ 2 統計学Ａ 4

文化人類学Ｂ 2 ※ 数学の基礎 2

日本と国際社会Ａ 2 発展数学Ａ 2

日本と国際社会Ｂ 2 発展数学Ｂ 2

環境を考えるＡ 2 情報科学Ａ 2

環境を考えるＢ 2 情報科学Ｂ 2

獣医学２群科目（獣医学科）

◎ 獣医学入門 1 ◎ 獣医専門英語Ⅱ 1 病院経営学 1

◎ 獣医学入門実習 1 ◎ 獣医専門英語Ⅲ 1 検定英語 1

◎ 動物分類学 1 ◎ 獣医専門英語Ⅳ 1

◎ 生物統計学 1 動物品種論 1

◎ 畜産学概論 1 動物育種学 1

◎ 動物栄養学 1 家畜飼育学 1

◎ 生命工学 1 畜産物利用学 1

◎ 獣医専門英語Ⅰ 1 海棲哺乳動物学 1

※印は自由科目であり、卒業要件
単位に含まない。
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獣医学３群科目（獣医学科）

生体機構系科目 ◎ 獣医ウィルス学実習 1 ◎ 獣医臨床放射線学実習 1

◎ 動物遺伝学 1 ◎ 獣医免疫学Ⅰ 1 ◎ 画像診断学 1

◎ 動物行動学 1 ◎ 獣医免疫学Ⅱ 1 ◎ 画像診断学実習 0.5

◎ 獣医解剖学Ⅰ 1 ◎ 獣医寄生虫病学Ⅰ 1 ◎ 小動物総合臨床学Ⅰ 2

◎ 獣医解剖学Ⅱ 2 ◎ 獣医寄生虫病学Ⅱ 2 ◎ 小動物総合臨床学Ⅱ 2

◎ 獣医解剖学Ⅲ 2 ◎ 獣医寄生虫病学実習 1 ◎ 小動物総合臨床学Ⅲ 2

◎ 獣医解剖学実習Ⅰ 1 ◎ 獣医感染症学Ⅰ 1 ◎ 小動物総合臨床学実習Ⅰ 1

◎ 獣医解剖学実習Ⅱ 1 ◎ 獣医感染症学Ⅱ 1 ◎ 小動物総合臨床学実習Ⅱ 1

◎ 獣医解剖学実習Ⅲ 1 ◎ 獣医感染症学Ⅲ 1 ◎ 小動物総合臨床学実習Ⅲ 1

◎ 獣医生理学Ⅰ 1 ◎ 獣医感染症学実習 1 ◎ 小動物病院実習 2

◎ 獣医生理学Ⅱ 2 ◎ 鳥類疾病学 2 ◎ 大動物総合臨床学Ⅰ 2

◎ 獣医生理学Ⅲ 2 ◎ 鳥類疾病学実習 1 ◎ 大動物総合臨床学Ⅱ 2

◎ 獣医生理学実習Ⅰ 1 ◎ 獣医公衆衛生学総論 1 ◎ 大動物総合臨床学Ⅲ 2

◎ 獣医生理学実習Ⅱ 1 ◎ 食品衛生学 1 ◎ 大動物総合臨床学実習Ⅰ 1

◎ 獣医生化学Ⅰ 1 ◎ 環境衛生学 1 ◎ 大動物総合臨床学実習Ⅱ 1

◎ 獣医生化学Ⅱ 2 ◎ 獣医公衆衛生学実習Ⅰ 1 ◎ 大動物総合臨床学実習Ⅲ 1

◎ 獣医生化学実習 1 ◎ 獣医公衆衛生学実習Ⅱ 1 ◎ 大動物病院実習 1

◎ 分子生物学 1 ◎ 獣医衛生学Ⅰ 1 エキゾチックアニマル 1

◎ 獣医基礎放射線学 1 ◎ 獣医衛生学Ⅱ 1 プロダクションメディスン 1

◎ 獣医薬理学Ⅰ 1 ◎ 獣医衛生学実習 1 小動物参加型臨床実習Ⅰ 1

◎ 獣医薬理学Ⅱ 2 ◎ 人獣共通感染症学 1 小動物参加型臨床実習Ⅱ 1

◎ 獣医薬理学実習Ⅰ 1 ◎ 獣医疫学 1 大動物参加型臨床実習Ⅰ 1

◎ 獣医薬理学実習Ⅱ 1 ◎ 魚病学 1 大動物参加型臨床実習Ⅱ 1

◎ 獣医病理学Ⅰ 2 ◎ 野生動物学 1 共通科目

◎ 獣医病理学Ⅱ 2 臨床系科目 ◎ 獣医学概論 1

◎ 獣医病理学実習Ⅰ 2 ◎ 臨床栄養学 1 ◎ 獣医倫理・動物福祉学 1

◎ 獣医病理学実習Ⅱ 1 ◎ 獣医内科学 2 ◎ 獣医畜産関係法規 1

◎ 実験動物学 2 ◎ 獣医内科学実習 1 ◎ 総合獣医学 5

◎ 実験動物学実習 1 ◎ 獣医外科学 2 ◎ 卒業論文 8

◎ 毒性学 2 ◎ 獣医外科学実習 1 特定講義Ⅰ 1

◎ 毒性学実習 1 ◎ 麻酔学・救急医療学 1 特定講義Ⅱ 1

予防衛生系科目 ◎ 麻酔学・救急医療学実習 0.5 特定講義Ⅲ 1

◎ 獣医微生物学総論Ⅰ 1 ◎ 獣医臨床繁殖学 2 特定講義Ⅳ 1

◎ 獣医微生物学総論Ⅱ 1 ◎ 獣医臨床繁殖学実習 1 学外実習Ⅰ 1

◎ 獣医細菌学 1 ◎ 獣医臨床病理学 1 学外実習Ⅱ 1

◎ 獣医細菌学実習 1 ◎ 獣医臨床病理学実習 1

◎ 獣医ウィルス学 1 ◎ 獣医臨床放射線学 1

獣医学４群科目（獣医学科）

本大学の他学部他学科他専攻の授業科目及び単位互換協定に基づく単位互換科目・共同授業科目
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獣医学１群科目（動物資源科学科）

人間形成の基礎科目 心理学Ａ 2 ◎ 化学 4

文化の領域 心理学Ｂ 2 ◎ 化学実験 1

哲学の楽しみＡ 2 健康の領域 ◎ 生物学 4

哲学の楽しみＢ 2 健康の科学Ａ 2 ◎ 生物学実験 1

科学を考えるＡ 2 健康の科学Ｂ 2 ※ 物理学要習 1

科学を考えるＢ 2 健康の科学Ｃ 2 ※ 化学要習 1

芸術の楽しみＡ 2 健康とスポーツ演習 2 ※ 生物学要習 1

芸術の楽しみＢ 2 ライフスポーツ演習Ａ 2 ※ 地学 4

倫理学Ａ 2 ライフスポーツ演習Ｂ 2 ※ 地学実験 1

倫理学Ｂ 2 ライフスポーツ演習Ｃ 2 教養演習系科目

文学の楽しみＡ 2 総合領域科目 教養演習系

文学の楽しみＢ 2 総合領域 教養演習Ａ 2

信仰と救いＡ 2 北里の世界 1 教養演習Ｂ 1

信仰と救いＢ 2 仕事と人生 1 教養演習Ｃ 1

社会の領域 農医連携論 1 大学基礎演習 1

日本国憲法Ａ 2 基礎教育科目 ※ 言語と文化Ａ 2

日本国憲法Ｂ 2 外国語系 ※ 言語と文化Ｂ 2

法律の役割Ａ 2 ◎ 英語ＡⅠ 1

法律の役割Ｂ 2 ◎ 英語ＡⅡ 1

経済のしくみＡ 2 ◎ 英語ＢⅠ 1

経済のしくみＢ 2 ◎ 英語ＢⅡ 1

個人と社会Ａ 2 数理・情報系

個人と社会Ｂ 2 数学 4

政治のしくみＡ 2 統計学Ａ 4

政治のしくみＢ 2 数学の基礎 2

文化人類学Ａ 2 発展数学Ａ 2

文化人類学Ｂ 2 発展数学Ｂ 2

日本と国際社会Ａ 2 情報科学Ａ 2

日本と国際社会Ｂ 2 情報科学Ｂ 2

環境を考えるＡ 2 情報科学Ｃ 2

環境を考えるＢ 2 自然科学系

歴史と人間Ａ 2 物理学 4

歴史と人間Ｂ 2 物理学実験 1

獣医学２群科目（動物資源科学科）

◎ 動物資源科学概論１ 2 ◎ 分子生物学 2 人と動物関係学 1

◎ 動物資源科学概論２ 2 ◎ 分子生物学実習 1 動物福祉論 2

◎ 生物有機化学 2 ◎ 生物統計学 2 検定英語 1

◎ 家畜品種論 2 ◎ 専門英語 2

◎ 牧場実習 1 野生動物学 2

◎ 免疫学 2 食と健康関係学 1

※印は自由科目（教職課程の教科
に関する科目を含む）であり、卒
業要件単位に含まない。
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獣医学３群科目（動物資源科学科）

◎ 動物生理学 2 ◎ 動物健康情報学実習 1 農医連携特定講義１ 1

◎ 動物解剖学 2 ◎ 卒業論文 8 農医連携特定講義２ 1

◎ 動物解剖学実習 1 草地学 2 生命倫理学 2

◎ 動物飼育管理学 2 飼料学 2 農医連携特定実習１ 1

◎ 動物飼育管理学実習 1 家畜飼育管理学各論 2 農医連携特定実習２ 1

◎ 食品科学 2 伴侶動物行動学 1 農医連携特定実習３ 1

◎ 食品科学実習 1 人工授精・胚移植論 1 農医連携特定実習４ 1

◎ 食品機能安全学 2 家畜審査論 1

◎ 食品機能安全学実習 1 動物検査学 1

◎ 動物栄養学 2 畜産食品化学 2

◎ 動物栄養学実習 1 動物微生物学 2

◎ 分析化学 2 代謝機能学 2

◎ 動物生殖学 2 家畜病理学 2

◎ 動物生殖学実習 1 生体情報学 2

◎ 動物生化学 2 実験動物学 2

◎ 動物生化学実習 1 発生工学 2

◎ 動物感染予防学 2 食品衛生学 2

◎ 動物感染予防学実習 1 応用微生物学 2

◎ 応用動物行動学 2 生体分子機能学 1

◎ 応用動物行動学実習 1 食品製造保蔵学 2

◎ 動物育種学 2 動物資源科学特定講義１ 1

◎ 細胞工学 2 動物資源科学特定講義２ 1

◎ 細胞工学実習 1 インターンシップ 1

獣医学４群科目（動物資源科学科）

本大学の他学部他学科他専攻の授業科目及び単位互換協定に基づく単位互換科目・共同授業科目
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獣医学１群科目（生物環境科学科）

人間形成の基礎科目 心理学Ａ 2 ◎ 化学 4

文化の領域 心理学Ｂ 2 ◎ 化学実験 1

哲学の楽しみＡ 2 健康の領域 ◎ 生物学 4

哲学の楽しみＢ 2 健康の科学Ａ 2 ◎ 生物学実験 1

科学を考えるＡ 2 健康の科学Ｂ 2 ※ 物理学要習 1

科学を考えるＢ 2 健康の科学Ｃ 2 ※ 化学要習 1

芸術の楽しみＡ 2 健康とスポーツ演習 2 ※ 生物学要習 1

芸術の楽しみＢ 2 ライフスポーツ演習Ａ 2 教養演習系科目

倫理学Ａ 2 ライフスポーツ演習Ｂ 2 教養演習系

倫理学Ｂ 2 ライフスポーツ演習Ｃ 2 教養演習Ａ 2

文学の楽しみＡ 2 総合領域科目 教養演習Ｂ 1

文学の楽しみＢ 2 総合領域 教養演習Ｃ 1

信仰と救いＡ 2 北里の世界 1 大学基礎演習 1

信仰と救いＢ 2 仕事と人生 1 ※ 言語と文化Ａ 2

社会の領域 農医連携論 1 ※ 言語と文化Ｂ 2

日本国憲法Ａ 2 基礎教育科目

日本国憲法Ｂ 2 外国語系

法律の役割Ａ 2 ◎ 英語ＡⅠ 1

法律の役割Ｂ 2 ◎ 英語ＡⅡ 1

経済のしくみＡ 2 ◎ 英語ＢⅠ 1

経済のしくみＢ 2 ◎ 英語ＢⅡ 1

個人と社会Ａ 2 数理・情報系

個人と社会Ｂ 2 ◎ 数学 4

政治のしくみＡ 2 ※ 統計学Ａ 4

政治のしくみＢ 2 ※ 数学の基礎 2

文化人類学Ａ 2 ※ 発展数学Ａ 2

文化人類学Ｂ 2 ※ 発展数学Ｂ 2

日本と国際社会Ａ 2 ※ 情報科学Ａ 2

日本と国際社会Ｂ 2 ※ 情報科学Ｂ 2

環境を考えるＡ 2 ※ 情報科学Ｃ 2

環境を考えるＢ 2 自然科学系

歴史と人間Ａ 2 ◎ 物理学 4

歴史と人間Ｂ 2 ◎ 物理学実験 1

獣医学２群科目（生物環境科学科）

◎ 生物環境科学概論Ⅰ 2 ＊ ◇ 応用力学演習 1

◎ 生物環境科学概論Ⅱ 2 ＊ ◎ 応用統計学 2

◎ 環境倫理学 2 ◎ 情報科学 2

◎ 生物環境科学実習 1 ◎ 情報科学実習 1

◎ 基礎生態学 2 ◎ 動物科学概論 2

◎ 植物科学概論 2 ◎ 専門英語 1

＊ ◇ 応用力学 2 ※ 職業指導 2

※印は自由科目であり、卒業要件単
位に含まない。

＊印は測量士補の資格を得る為に必
要な測量専修の科目である。

◇印は修習技術者の資格を得る為に
必要な科目である。

※印は教職課程の教科に関する科目
であり、卒業要件単位に含まない。
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獣医学３群科目（生物環境科学科）

＊ ◎ 水環境学 2 ＊ ◇ 応用数学演習 1 応用動物行動学 2

＊ ◎ 水環境学実験 1 水棲動物学 1 動物環境衛生学 2

◎ 緑地保全学 2 ◎ 環境分析学 2 ◇ 環境ﾏﾃﾘｱﾙ・施工学 2

◎ 緑地保全学実験 1 環境分析学実験 1 ＊ ◇ 生態ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞ 2

＊ ◇ 測量学Ⅰ 2 ＊ ◇ 測量学Ⅱ 2 気象環境学 2

＊ ◇ 測量学実習Ⅰ 1 ＊ ◇ 測量学実習Ⅱ 1 環境経済学 1

＊ ◇ 水理学 2 ◇ ＣＡＤ演習 1 ◇ 生物環境科学特定講義Ⅰ 1

＊ ◎ 土壌環境学 2 ＊ 生態計測学 2 ◇ 生物環境科学特定講義Ⅱ 1

＊ ◎ 土壌環境学実験 1 ◎ ビオトープ論 2

◎ 野生動物学 2 ◎ 分子生物学 2

◎ 野生動物学実習 1 ＊ ◇ 土地利用計画学 2

＊ ◎ 環境情報学 2 ＊ ◇ 環境情報解析学演習 1

＊ ◎ 環境計画学 2 ◇ インターンシップ 1

＊ ◇ 土壌物理学 2 ◇ 災害復興学 1

＊ ◎ 環境情報学実験 1 ◎ 卒業論文 8

＊ ◎ 陸水学 2 動物生体機構学 2

◎ 植物生態環境学 2 ◇ 環境放射線学 1

環境微生物学 2 ＊ ◇ 水理学演習 1

＊ ◎ 水文学 2 ◎ 狩猟学 2

＊ ◇ 土質工学 2 ◎ 動物生態学 2

◇ 環境関連法規 1 ◎ 里山生態学 2

獣医学４群科目（生物環境科学科）

本大学の他学部他学科他専攻の授業科目及び単位互換協定に基づく単位互換科目・共同授業科目

＊印は測量士補の資格を得る為に
必要な測量専修の科目である。

◇印は修習技術者の資格を得る為
に必要な科目である。
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医学１群科目（医学科）

人間形成の基礎科目 歴史と人間Ａ 2 教養演習系科目

文化の領域 歴史と人間Ｂ 2 教養演習系

哲学の楽しみＡ 2 心理学Ａ 2 ※ 教養演習Ａ 2

哲学の楽しみＢ 2 心理学Ｂ 2 ※ 教養演習Ｂ 1

科学を考えるＡ 2 健康の領域 ※ 教養演習Ｃ 1

科学を考えるＢ 2 健康の科学Ａ 2 ※ 大学基礎演習 1

芸術の楽しみＡ 2 健康の科学Ｂ 2 言語と文化Ａ 2

芸術の楽しみＢ 2 健康の科学Ｃ 2

倫理学Ａ 2 健康とスポーツ演習 2

倫理学Ｂ 2 総合領域科目 　　　　　　　

文学の楽しみＡ 2 総合領域 　　　　　　　

文学の楽しみＢ 2 北里の世界 1

信仰と救いＡ 2 仕事と人生 1 　　　　　　　

信仰と救いＢ 2 農医連携論 1 　　　　　　　

社会の領域 基礎教育科目

日本国憲法Ａ 2 外国語系

日本国憲法Ｂ 2 ◎ 英語ＡⅠ 1

法律の役割Ａ 2 ◎ 英語ＡⅡ 1

法律の役割Ｂ 2 ◎ 英語ＢⅠ 1

経済のしくみＡ 2 ◎ 英語ＢⅡ 1

経済のしくみＢ 2 数理・情報系

個人と社会Ａ 2 ◎ 数学 4

個人と社会Ｂ 2 ◎ 統計学Ａ 4 　　　　　　　

政治のしくみＡ 2 自然科学系 　　　　　　　

政治のしくみＢ 2 ◎ 物理学 3

文化人類学Ａ 2 ◎ 物理学実験 1 　　　　　　　

文化人類学Ｂ 2 ◎ 化学 3 　　　　　　　

日本と国際社会Ａ 2 ◎ 化学実験 1

日本と国際社会Ｂ 2 ◎ 生物学 3

環境を考えるＡ 2 ◎ 生物学実験 1

環境を考えるＢ 2

医学２群科目（医学科）　（数字は授業時間数）

◎ 医学原論・医学原論演習 47 ◎ タンパク質化学 23 ◎ 医学英語Ⅱ 39

◎ 生化学序説 18 ◎ 放射線健康リスク科学 12

◎ 細胞生物学 30 ◎ 医学英語Ⅰ 41

※印は自由科目であり、卒業要件
単位に含まない。
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医学３群科目（医学科）　（数字は授業時間数）

（解剖学） （生理学） （生化学）

◎ 組織学 36 ◎ 生理学 78 ◎ 代謝学 42

◎ 組織学実習 57 ◎ 生理学実習 33 ◎ 医化学・栄養学 36

◎ 解剖・発生学Ⅰ 30 ◎ 分子医化学実習 24

◎ 解剖・発生学Ⅱ 15

◎ 解剖・発生学Ⅲ 15

◎ 解剖学実習 138

◎ 神経解剖学・実習 26

（微生物学） （寄生虫学） （病理学）

◎ 微生物学総論・実習 56 ◎ 寄生虫学・熱帯医学 24 ◎ 病理学総論 24

◎ 病理学総論実習 24

（薬理学） （分子遺伝学） （免疫学）

◎ 薬理学総論 30 ◎ 臨床遺伝学 15 ◎ 免疫学総論・実習 39

◎ 薬理学実習 33 ◎ 遺伝子学 30

（実験動物学） （東洋医学）

◎ 実験動物学・実習 15 ◎ 東洋医学 12

◎ 神経系 36 ◎ 老年医学 12 ◎ 運動器系診断･治療学 17

◎ 循環器系 35 ◎ 感染症・免疫系診断・治療学 39 ◎ 腎尿路系診断･治療学 27

◎ 呼吸器系 36 ◎ 神経系診断･治療学 48 ◎ 画像・臨床検査診断学 24

◎ 消化器系 32 ◎ 循環器系診断･治療学 60 ◎ 精神系診断･治療学 36

◎ 血液造血器系 24 ◎ 呼吸器系診断･治療学 38 ◎ 皮膚系診断･治療学 18

◎ 内分泌・代謝系 29 ◎ 消化器系診断･治療学 74 ◎ 視覚系診断･治療学 24

◎ 生殖機能妊娠分娩系 24 ◎ 血液造血器系診断･治療学 23 ◎ 耳鼻咽喉・頭頸部系診断･治療学 27

◎ 運動器系 14 ◎ 内分泌・代謝系診断･治療学 35 ◎ 救急侵襲医療系診断･治療学 32

◎ 腎尿路系 26 ◎ 生殖機能妊娠分娩系診断･治療学 51

◎ 基礎腫瘍系 12 ◎ 成長発達系診断･治療学 59

◎ 臨床腫瘍系 23

（衛生学・公衆衛生学） （法医学） （医療安全学・医療管理学）

◎ 予防医学系 48 ◎ 法医学系 38 ◎ 医療安全・管理学 12

◎ 衛生・公衆衛生実習 31 法医学実習（選択実習） 101

公衆衛生実習（選択実習） 101

基　礎　医　学

器　官　系　別　総　合

社　会　医　学
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（内科学） （外科学） （小児科学）

◎ 内科学総論(臨床実習入門含) 102 ◎ 外科学総論 21 ◎ 小児科実習 101

◎ 消化器内科実習 66 ◎ 外科実習 136 小児科実習（選択実習） 101

◎ 内分泌・代謝内科実習 66 外科実習（選択実習） 101

◎ 循環器内科実習 66

◎ 脳神経内科実習 66

◎ 血液内科実習 66

◎ 腎臓内科実習 66

◎ 呼吸器内科実習 66

◎ 膠原病・感染内科実習 66

消化器内科実習(選択実習) 101

内分泌・代謝内科実習(選択実習) 101

循環器内科実習(選択実習) 101

脳神経内科実習(選択実習) 101

血液内科実習(選択実習) 101

腎臓内科実習(選択実習) 101

呼吸器内科実習(選択実習) 101

膠原病・感染内科実習(選択実習) 101

（産婦人科学） （臨床検査診断学） （形成外科・美容外科学）

◎ 産婦人科実習 101 ◎ 臨床検査診断学実習 31 ◎ 形成外科・美容外科実習 31

産婦人科実習（選択実習） 101 臨床検査診断学実習（選択実習） 101 形成外科・美容外科実習（選択実習） 101

（救命救急医学） （心臓血管外科学） （呼吸器外科学）

◎ 救命救急医学実習 31 ◎ 心臓血管外科実習 31 ◎ 呼吸器外科実習 31

救命救急医学実習（選択実習） 101 心臓血管外科実習（選択実習） 101 呼吸器外科実習（選択実習） 101

（脳神経外科学） （放射線科学） （耳鼻咽喉科・頭頸部外科学）

◎ 脳神経外科実習 31 ◎ 放射線科実習 31 ◎ 耳鼻咽喉科・頭頸部外科実習 31

脳神経外科実習（選択実習） 101 画像診断学実習（選択実習） 101 耳鼻咽喉科・頭頸部外科実習（選択実習） 101

放射線腫瘍学実習（選択実習） 101

（眼科学） （整形外科学） （泌尿器科学）

◎ 眼科実習 31 ◎ 整形外科実習 31 ◎ 泌尿器科実習 31

眼科実習（選択実習） 101 整形外科実習（選択実習） 101 泌尿器科実習（選択実習） 101

（皮膚科学） （精神科学） （麻酔科学）

◎ 皮膚科実習 31 ◎ 精神科実習 101 ◎ 麻酔科実習 31

皮膚科実習（選択実習） 101 精神科実習（選択実習） 101 麻酔科実習（選択実習） 101

（病理学） （総合診療医学） （東洋医学）

◎ 病理学臨床実習 31 ◎ 総合診療医学実習 101 東洋医学実習(選択実習) 101

病理実習（選択実習） 101 総合診療医学実習（選択実習） 101

学外実習Ⅰ（選択実習） 101 学外実習Ⅳ（選択実習） 101 臨床実習（KMC・北研病院）（選択実習） 101

学外実習Ⅱ（選択実習） 101 学外実習Ⅴ（選択実習） 101 ◎ 総合講義 195

学外実習Ⅲ（選択実習） 101 学外実習Ⅵ（選択実習） 101

◎ テュートリアル教育Ⅰ 18 ◎ 医学研究入門Ⅱ 120 ◎ 行動科学・医療面接

◎ テュートリアル教育Ⅱ 21 ◎ 早期体験学習Ⅰ 15 ◎ 医用情報学 15

◎ 医学研究入門Ⅰ 15 ◎ 早期体験学習Ⅱ 62 ◎ チーム医療論 23

15

関　連　科　目

臨　床　医　学
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海洋生命科学１群科目（海洋生命科学科）

人間形成の基礎科目 心理学Ａ 2 ◎ 化学 4

文化の領域 心理学Ｂ 2 ◎ 化学実験 1

哲学の楽しみＡ 2 健康の領域 ◎ 生物学 4

哲学の楽しみＢ 2 健康の科学Ａ 2 ◎ 生物学実験 1

科学を考えるＡ 2 健康の科学Ｂ 2 ※ 物理学要習 1

科学を考えるＢ 2 健康の科学Ｃ 2 ※ 化学要習 1

芸術の楽しみＡ 2 健康とスポーツ演習 2 ※ 生物学要習 1

芸術の楽しみＢ 2 ライフスポーツ演習Ａ 2 ※ 地学 4

倫理学Ａ 2 ライフスポーツ演習Ｂ 2 ※ 地学実験 1

倫理学Ｂ 2 ライフスポーツ演習Ｃ 2 教養演習系科目

文学の楽しみＡ 2 総合領域科目 教養演習系

文学の楽しみＢ 2 総合領域 教養演習Ａ 2

信仰と救いＡ 2 北里の世界 1 教養演習Ｂ 1

信仰と救いＢ 2 仕事と人生 1 教養演習Ｃ 1

社会の領域 農医連携論 1 大学基礎演習 1

日本国憲法Ａ 2 基礎教育科目 ※ 言語と文化Ａ 2

日本国憲法Ｂ 2 外国語系 ※ 言語と文化Ｂ 2

法律の役割Ａ 2 ◎ 英語ＡⅠ 1

法律の役割Ｂ 2 ◎ 英語ＡⅡ 1

経済のしくみＡ 2 ◎ 英語ＢⅠ 1

経済のしくみＢ 2 ◎ 英語ＢⅡ 1

個人と社会Ａ 2 数理・情報系

個人と社会Ｂ 2 数学 4

政治のしくみＡ 2 ※ 統計学Ａ 4

政治のしくみＢ 2 数学の基礎 2

文化人類学Ａ 2 発展数学Ａ 2

文化人類学Ｂ 2 発展数学Ｂ 2

日本と国際社会Ａ 2 情報科学Ａ 2

日本と国際社会Ｂ 2 情報科学Ｂ 2

環境を考えるＡ 2 情報科学Ｃ 2

環境を考えるＢ 2 自然科学系

歴史と人間Ａ 2 物理学 4

歴史と人間Ｂ 2 物理学実験 1

※印は自由科目（教職課程の教科に関
する科目を含む）であり、卒業要件単
位に含まない。
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海洋生命科学２群科目（海洋生命科学科）

◎ 海洋生命科学概論 2 ◎ 発生生物学 2 ◎ 海洋生命科学実験Ⅲ 3

◎ ラーニング・スキル 1 ◎ 遺伝学 1 海洋実習 1

◎ 生物海洋学 2 ◎ 免疫学 1 インターンシップ 1

◎ 微生物学 2 ◎ 生物統計学 2 ＰＣ演習 1

◎ 有機化学 2 ◎ プレゼンテーション 1

◎ 分子生物学 2 ◎ 科学英語ⅠＡ 1

◎ 無脊椎動物学 2 ◎ 科学英語ⅠＢ 1

◎ 魚類学 2 ◎ 科学英語ⅡＡ 1

◎ 分析化学 2 ◎ 科学英語ⅡＢ 1

◎ 解剖生理学 2 ◎ 海洋生命科学実験Ⅰ 3

◎ 生化学 2 ◎ 海洋生命科学実験Ⅱ 3

海洋生命科学３群科目（海洋生命科学科）

◎ 水族生理学 2 海洋分子内分泌学 1 特別講義Ⅱ 1

◎ 環境科学 2 水族育種学 1 体験実習 1

◎ 水圏植物学 2 食品安全学 1 ※ 水産学特論 1

◎ 浮遊生物学 2 食品微生物学 1

◎ 海洋生物利用学 2 海洋生物資源化学 1

◎ 水圏生態学 2 食品機能成分論 1

◎ 栄養科学 1 魚病学 1

◎ 食品衛生学 2 資源解析学 2

◎ 水族増殖学 2 海洋生命工学 2

◎ 海洋生物化学 2 魚類栄養学 1

◎ 技術者倫理 1 有毒有害生物論 1

◎ 海洋生命科学演習 4 持続的資源利用論 2

◎ 卒業論文 10 深海生物学 1

漁業学 2 水産物流通論 1

水生動物行動学 1 水産経済学 1

海産哺乳動物学 1 水産法規 1

海洋化学生態学 1 国際海洋政策 1

病原微生物学 2 環境修復論 1

魚類行動生理学 1 特別講義Ⅰ 1

海洋生命科学４群科目（海洋生命科学科）

本大学の他学部他学科他専攻の授業科目及び単位互換協定に基づく単位互換科目・共同授業科目

※印は自由科目であり、卒業要件
単位に含まない。
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看護学１群科目（看護学科）

人間形成の基礎科目 環境を考えるＢ 2 情報科学Ａ 2

文化の領域 歴史と人間Ａ 2 情報科学Ｂ 2

哲学の楽しみＡ 2 歴史と人間Ｂ 2 情報科学Ｃ 2

哲学の楽しみＢ 2 心理学Ａ 2 自然科学系

科学を考えるＡ 2 心理学Ｂ 2 物理学 4

科学を考えるＢ 2 健康の領域 化学 4

芸術の楽しみＡ 2 健康の科学Ａ 2 生物学 4

芸術の楽しみＢ 2 健康の科学Ｂ 2 ※ 物理学要習 1

倫理学Ａ 2 健康の科学Ｃ 2 ※ 化学要習 1

倫理学Ｂ 2 健康とスポーツ演習 2 ※ 生物学要習 1

文学の楽しみＡ 2 ライフスポーツ演習Ａ 2 教養演習系科目

文学の楽しみＢ 2 ライフスポーツ演習Ｂ 2 教養演習系

信仰と救いＡ 2 ライフスポーツ演習Ｃ 2 教養演習Ａ 2

信仰と救いＢ 2 総合領域科目 教養演習Ｂ 1

社会の領域 総合領域 教養演習Ｃ 1

日本国憲法Ａ 2 北里の世界 1 ※ 大学基礎演習 1

日本国憲法Ｂ 2 仕事と人生 1 ※ 言語と文化Ａ 2

法律の役割Ａ 2 農医連携論 1 ※ 言語と文化Ｂ 2

法律の役割Ｂ 2 基礎教育科目

経済のしくみＡ 2 外国語系

経済のしくみＢ 2 ◎ 英語ＡⅠ 1

個人と社会Ａ 2 ◎ 英語ＡⅡ 1

個人と社会Ｂ 2 ◎ 英語ＢⅠ 1

政治のしくみＡ 2 ◎ 英語ＢⅡ 1

政治のしくみＢ 2 数理・情報系

文化人類学Ａ 2 数学 4

文化人類学Ｂ 2 統計学Ａ 4

日本と国際社会Ａ 2 数学の基礎 2

日本と国際社会Ｂ 2 発展数学Ａ 2

環境を考えるＡ 2 発展数学Ｂ 2

看護学２群科目（看護学科）

◎ 看護機能形態学Ⅰ 2 ◎ 健康情報分析学 1 教育心理学 2

◎ 看護機能形態学Ⅱ 2 ◎ 臨床薬理学 2 教育原論 2

◎ 看護機能形態学Ⅲ 2 ◎ 症候・病態疾病論Ⅱ 2 疫学 2

◎ 看護機能形態学Ⅳ 2 ◎ 症候・病態疾病論Ⅲ 2 教育相談論 2

◎ 看護機能形態学実験 1 ◎ 環境保健科学 2 保健医療福祉行政論 1

◎ 症候・病態疾病論Ⅰ 2 臨床心理学 2 先端医療論 1

◎ 看護福祉政策論 2 専門英語演習 1

※印は自由科目であり、卒業要件単
位に含まない。
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看護学３群科目（看護学科）

◎ 看護学原論 2 ◎ 国際看護論 1     公衆衛生看護学Ⅰ 2

◎ 基礎看護技術Ⅰ 1 ◎ 健康教育学 1 看護キャリア開発論 1

◎ 基礎看護技術Ⅱ 1 ◎ 看護倫理 1 助産学概論 1

◎ 基礎看護技術Ⅲ 1 ◎ 看護マネジメント論 1     学校保健学 1

◎ 看護過程演習 1 ◎ チーム医療論演習Ⅱ 1 女性の健康援助論 1

◎ 感染看護学 2 ◎ 災害看護学 1 基礎助産学 1

◎ 生涯発達看護学 1 ◎ 課題研究 2 国際看護論演習 2

◎ 看護課題解決技法演習 1 ◎ 看護基礎実習Ⅰ 1 感染管理論 1

◎ 地域ケアシステム論 1 ◎ 看護基礎実習Ⅱ 2 地域アセスメント論Ⅰ 1

◎ フィジカルアセスメント演習 1 ◎ 感染看護学実習 1 創造的看護論 1

◎ 慢性期看護学 2 ◎ 慢性期看護学実習 3 臨床看護総習 2

◎ 精神保健学 2 ◎ 急性期看護学実習 3 ※ 公衆衛生看護学Ⅱ 2

◎ 健康相談論 1 ◎ 生涯発達看護学実習 1 ※ 地域アセスメント論Ⅱ 1

◎ 緩和ケア看護論 2 ◎ 小児生涯発達看護学演習 1 ※ 公衆衛生看護学実習 4

◎ 家族看護論 1 ◎ 小児生涯発達看護学実習 2 ※ 助産診断・技術学Ⅰ 2

◎ 看護研究論 1 ◎ 母性生涯発達看護学演習 1 ※ 助産診断・技術学Ⅱ 2

◎ 臨床看護技術演習Ⅰ 1 ◎ 母性生涯発達看護学実習 2 ※ 助産診断・技術学演習 1

◎ 臨床看護技術演習Ⅱ 1 ◎ 老年生涯発達看護学実習 3 ※ 助産管理学 1

◎ 急性期看護学 2 ◎ 精神看護学実習 3 ※ 助産学実習Ⅰ 1

◎ 小児生涯発達看護学 2 ◎ 在宅看護学実習 2 ※ 助産学実習Ⅱ 10

◎ 母性生涯発達看護学 2 ◎ 統合実習 2 ※ 養護概説 2

◎ 老年生涯発達看護学 2 チーム医療論演習Ⅰ 1 ※ 養護実習 5

◎ 精神看護学 2 看護コミュニケーション論 2 教職実践演習（養護） 2

◎ 在宅看護学 2 女性の健康科学 2

看護学４群科目（看護学科）

※印は自由科目（教職課程の教科
に関する科目を含む）であり、卒
業要件単位に含まない。

※

本大学の他学部他学科他専攻の授業科目及び単位互換協定に基づく単位互換科目・共同授業科目
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理学１群科目（物理学科）

人間形成の基礎科目 日本と国際社会Ａ 2 数理・情報系

文化の領域 日本と国際社会Ｂ 2 情報科学Ａ 2

哲学の楽しみＡ 2 環境を考えるＡ 2 情報科学Ｂ 2

哲学の楽しみＢ 2 環境を考えるＢ 2 情報科学Ｃ 2

科学を考えるＡ 2 歴史と人間Ａ 2 教養演習系科目

科学を考えるＢ 2 歴史と人間Ｂ 2 教養演習系

芸術の楽しみＡ 2 心理学Ａ 2 教養演習Ａ 2

芸術の楽しみＢ 2 心理学Ｂ 2 教養演習Ｂ 1

倫理学Ａ 2 健康の領域 教養演習Ｃ 1

倫理学Ｂ 2 健康の科学Ａ 2 大学基礎演習 1

文学の楽しみＡ 2 健康の科学Ｂ 2 言語と文化Ａ 2

文学の楽しみＢ 2 健康の科学Ｃ 2 言語と文化Ｂ 2

信仰と救いＡ 2 健康とスポーツ演習 2

信仰と救いＢ 2 ライフスポーツ演習Ａ 2

社会の領域 ライフスポーツ演習Ｂ 2

日本国憲法Ａ 2 ライフスポーツ演習Ｃ 2

日本国憲法Ｂ 2 総合領域科目

法律の役割Ａ 2 総合領域

法律の役割Ｂ 2 北里の世界 1

経済のしくみＡ 2 仕事と人生 1

経済のしくみＢ 2 農医連携論 1

個人と社会Ａ 2 基礎教育科目

個人と社会Ｂ 2 外国語系

政治のしくみＡ 2 ◎ 英語ＡⅠ 1

政治のしくみＢ 2 ◎ 英語ＡⅡ 1

文化人類学Ａ 2 ◎ 英語ＢⅠ 1

文化人類学Ｂ 2 ◎ 英語ＢⅡ 1

理学２群科目（物理学科）

◎ 基礎化学Ⅰ 2 ◎ 英語ＣⅠ 1 地学 2

◎ 基礎化学Ⅱ 2 ◎ 英語ＣⅡ 1 地学実験 1

◎ 基礎化学実験 1 ◎ 基礎生物学実験 1 統計学 2

◎ 基礎生物学Ⅰ 2 ◎ 科学英語Ⅰ 1

◎ 基礎生物学Ⅱ 2 ◎ 科学英語Ⅱ 1
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理学３群科目（物理学科）

◎ 線形代数Ⅰ 2 ◎ 理学特別講義 2 反応機構学Ⅰ 2

◎ 線形代数Ⅱ 2 ◎ ゼミナール 4 量子化学Ⅰ 2

◎ 力学Ⅰ 2 ◎ 卒業研究 8 生物化学Ⅰ 2

◎ 力学Ⅱ 2 生物物理学序論 2 生物化学Ⅱ 2

◎ 情報科学 2 電磁気学Ⅱ 2 量子化学Ⅱ 2

◎ 微分積分Ⅰ 2 電磁気学演習Ⅱ 2 物理化学Ⅱ 2

◎ 微分積分Ⅱ 2 物理数学Ⅱ 2 分子構造学 2

◎ 力学演習Ⅰ 2 解析力学 2 物理化学Ⅲ 2

◎ 力学演習Ⅱ 1 熱統計力学演習 2 錯体化学 2

◎ 物理学概論 1 熱統計力学Ⅱ 2 放射化学 2

◎ 物理計測入門 1 量子力学Ⅱ 2 地球化学 2

◎ 電磁気学Ⅰ 2 量子エレクトロニクス 2 進化系統学 2

◎ 熱統計力学Ⅰ 2 物質科学Ⅱ 2 分子生物学 2

◎ 物理数学Ⅰ 2 相対性理論 2 細胞生物学Ⅰ 2

◎ 物質科学Ⅰ 2 固体物理学 2 生体防御学 2

◎ 現代物理学 2 生物物理化学 2 生体機能学 2

◎ 電磁気学演習Ⅰ 2 生物物理学Ⅱ 2 代謝学Ⅰ 2

◎ プログラミング演習Ⅰ 2 量子力学演習Ⅰ 2 ※ 知的財産論 2

◎ 物理実験学 2 量子力学演習Ⅱ 2

◎ 物理学実験Ａ 2 生物システム学演習Ⅰ 2

◎ 量子力学Ⅰ 2 生物システム学演習Ⅱ 2

◎ 生物物理学Ⅰ 2 プログラミング演習Ⅱ-A 1

◎ 物理学実験Ｂ 2 プログラミング演習Ⅱ-B 1

◎ 物理学実験演習 2 物理化学Ⅰ 2

理学４群科目（物理学科）

※ 海外短期留学プログラム 1

本大学の他学部他学科他専攻の授業科目、単位互換協定に基づく単位互換科目・共同授業科目及び総合的な能力を形成する科目

※印は自由科目であり、卒業要件単位に含めない。

※印は自由科目であり、卒業要件
単位に含めない。
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理学１群科目（化学科）

人間形成の基礎科目 日本と国際社会Ａ 2 数理・情報系

文化の領域 日本と国際社会Ｂ 2 情報科学Ａ 2

哲学の楽しみＡ 2 環境を考えるＡ 2 情報科学Ｂ 2

哲学の楽しみＢ 2 環境を考えるＢ 2 情報科学Ｃ 2

科学を考えるＡ 2 歴史と人間Ａ 2 教養演習系科目

科学を考えるＢ 2 歴史と人間Ｂ 2 教養演習系

芸術の楽しみＡ 2 心理学Ａ 2 教養演習Ａ 2

芸術の楽しみＢ 2 心理学Ｂ 2 教養演習Ｂ 1

倫理学Ａ 2 健康の領域 教養演習Ｃ 1

倫理学Ｂ 2 健康の科学Ａ 2 大学基礎演習 1

文学の楽しみＡ 2 健康の科学Ｂ 2 言語と文化Ａ 2

文学の楽しみＢ 2 健康の科学Ｃ 2 言語と文化Ｂ 2

信仰と救いＡ 2 健康とスポーツ演習 2

信仰と救いＢ 2 ライフスポーツ演習Ａ 2

社会の領域 ライフスポーツ演習Ｂ 2

日本国憲法Ａ 2 ライフスポーツ演習Ｃ 2

日本国憲法Ｂ 2 総合領域科目

法律の役割Ａ 2 総合領域

法律の役割Ｂ 2 北里の世界 1

経済のしくみＡ 2 仕事と人生 1

経済のしくみＢ 2 農医連携論 1

個人と社会Ａ 2 基礎教育科目

個人と社会Ｂ 2 外国語系

政治のしくみＡ 2 ◎ 英語ＡⅠ 1

政治のしくみＢ 2 ◎ 英語ＡⅡ 1

文化人類学Ａ 2 ◎ 英語ＢⅠ 1

文化人類学Ｂ 2 ◎ 英語ＢⅡ 1

理学２群科目（化学科）

◎ 基礎数学Ⅰ 2 ◎ 基礎物理学実験 1 地学 2

◎ 基礎数学Ⅱ 2 ◎ 基礎生物学実験 1 地学実験 1

◎ 基礎物理学Ⅰ 2 ◎ 英語ＣⅠ 1 基礎物理学Ⅲ 2

◎ 基礎物理学Ⅱ 2 ◎ 英語ＣⅡ 1 統計学 2

◎ 基礎生物学Ⅰ 2 ◎ 科学英語Ⅰ 1

◎ 基礎生物学Ⅱ 2 ◎ 科学英語Ⅱ 1
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理学３群科目（化学科）

◎ 物理化学概論 2 ◎ 分子機能化学 2 天然物化学 2

◎ 物質化学概論 2 ◎ 分子構造学 2 量子力学Ⅰ 2

◎ 基礎化学演習 2 ◎ 機器分析学演習 1 熱統計力学Ⅰ 2

◎ 物理化学Ⅰ 2 ◎ 物理化学演習 2 熱統計力学Ⅱ 2

◎ 有機化学Ⅰ 2 ◎ 無機化学演習 2 生物物理学序論 2

◎ 無機化学Ⅰ 2 ◎ 物理化学実験 2 生物物理学Ⅱ 2

◎ 化学実験 1 ◎ 機器分析実践演習 2 量子エレクトロニクス 2

◎ 物理化学Ⅱ 2 ◎ 理学特別講義 2 分子生物学 2

◎ 量子化学Ⅰ 2 ◎ ゼミナール 4 遺伝子工学 2

◎ 反応機構学Ⅰ 2 ◎ 卒業研究 8 分子発生学Ⅰ 2

◎ 機器分析学 2 放射化学 2 生体防御学 2

◎ 有機化学Ⅱ 2 地球化学 2 生体機能学 2

◎ 無機化学Ⅱ 2 基礎情報科学演習 2 ※ 知的財産論 2

◎ 分子構築学 2 有機光化学 2

◎ 生物化学Ⅰ 2 構造有機化学 2

◎ 有機化学演習 2 錯体化学 2

◎ 無機化学実験 2 界面化学 2

◎ 有機化学実験 2 高分子化学 2

◎ 合成有機化学 2 微生物化学 2

◎ 生物化学Ⅱ 2 量子化学Ⅱ 2

◎ 反応機構学Ⅱ 2 物理化学Ⅲ 2

理学４群科目（化学科）

※ 海外短期留学プログラム 1

本大学の他学部他学科他専攻の授業科目、単位互換協定に基づく単位互換科目・共同授業科目及び総合的な能力を形成する科目

※印は自由科目であり、卒業要件単位に含めない。

※印は自由科目であり、卒業要件
単位に含めない。
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理学１群科目（生物科学科）

人間形成の基礎科目 日本と国際社会Ａ 2 数理・情報系

文化の領域 日本と国際社会Ｂ 2 情報科学Ａ 2

哲学の楽しみＡ 2 環境を考えるＡ 2 情報科学Ｂ 2

哲学の楽しみＢ 2 環境を考えるＢ 2 情報科学Ｃ 2

科学を考えるＡ 2 歴史と人間Ａ 2 教養演習系科目

科学を考えるＢ 2 歴史と人間Ｂ 2 教養演習系

芸術の楽しみＡ 2 心理学Ａ 2 教養演習Ａ 2

芸術の楽しみＢ 2 心理学Ｂ 2 教養演習Ｂ 1

倫理学Ａ 2 健康の領域 教養演習Ｃ 1

倫理学Ｂ 2 健康の科学Ａ 2 大学基礎演習 1

文学の楽しみＡ 2 健康の科学Ｂ 2 言語と文化Ａ 2

文学の楽しみＢ 2 健康の科学Ｃ 2 言語と文化Ｂ 2

信仰と救いＡ 2 健康とスポーツ演習 2

信仰と救いＢ 2 ライフスポーツ演習Ａ 2

社会の領域 ライフスポーツ演習Ｂ 2

日本国憲法Ａ 2 ライフスポーツ演習Ｃ 2

日本国憲法Ｂ 2 総合領域科目

法律の役割Ａ 2 総合領域

法律の役割Ｂ 2 北里の世界 1

経済のしくみＡ 2 仕事と人生 1

経済のしくみＢ 2 農医連携論 1

個人と社会Ａ 2 基礎教育科目

個人と社会Ｂ 2 外国語系

政治のしくみＡ 2 ◎ 英語ＡⅠ 1

政治のしくみＢ 2 ◎ 英語ＡⅡ 1

文化人類学Ａ 2 ◎ 英語ＢⅠ 1

文化人類学Ｂ 2 ◎ 英語ＢⅡ 1

理学２群科目（生物科学科）

◎ 基礎数学Ⅰ 2 ◎ 基礎物理学実験 1 基礎物理学Ⅲ 2

◎ 基礎数学Ⅱ 2 ◎ 基礎化学実験 1 現代化学Ⅰ 2

◎ 基礎物理学Ⅰ 2 ◎ 英語ＣⅠ 1 現代化学Ⅱ 2

◎ 基礎物理学Ⅱ 2 ◎ 英語ＣⅡ 1 統計学 2

◎ 基礎化学Ⅰ 2 地学 2

◎ 基礎化学Ⅱ 2 地学実験 1
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理学３群科目（生物科学科）

◎ 生物科学入門Ⅰ 2 ◎ 生体機能学 2 生物物理学Ⅱ 2

◎ 生物科学入門Ⅱ 2 ◎ 免疫学Ⅰ 2 化学熱力学 2

◎ 生物化学 2 ◎ 免疫学Ⅱ 2 反応機構学Ⅰ 2

◎ 微生物学 2 ◎ 遺伝子工学実験 1 有機化学Ⅰ 2

◎ 生物科学原著講読Ⅰ 2 ◎ 分子発生学実験Ⅱ 1 有機化学Ⅱ 2

◎ 生物科学原著講読Ⅱ 2 ◎ 生体防御学実験Ⅱ 1 分子構築学 2

◎ 分子発生学Ⅰ 2 ◎ 細胞生物学実験 1 構造有機化学 2

◎ 分子発生学Ⅱ 2 ◎ 理学特別講義 2 機器分析学 2

◎ 細胞生物学Ⅰ 2 ◎ ゼミナール 4 放射化学 2

◎ 分子生物学 2 ◎ 卒業研究 8 地球化学 2

◎ 遺伝子工学 2 遺伝学 2 分子構造学 2

◎ 生体防御学 2 進化系統学 2 高分子化学 2

◎ 生物化学実験 1 生理学 2 錯体化学 2

◎ 分子生物学実験 1 基礎情報科学演習 2 界面化学 2

◎ 分子発生学実験Ⅰ 1 生物科学特別講義Ⅰ 2 微生物化学 2

◎ 生体防御学実験Ⅰ 1 生物科学特別講義Ⅱ 2 ※ 知的財産論 2

◎ 生物科学原著講読Ⅲ 2 生物科学特別講義Ⅲ 2

◎ 生物科学原著講読Ⅳ 2 生物科学特別講義Ⅳ 2

◎ 転写制御学 2 代謝学Ⅰ 2

◎ ゲノム進化学 2 代謝学Ⅱ 2

◎ 細胞生物学Ⅱ 2 神経生物学 2

◎ 発生工学 2 生物物理学序論 2

◎ ゲノム発生学 2 生物物理学Ⅰ 2

理学４群科目（生物科学科）

※ 海外短期留学プログラム 1

本大学の他学部他学科他専攻の授業科目、単位互換協定に基づく単位互換科目・共同授業科目及び総合的な能力を形成する科目

※印は自由科目であり、卒業要件単
位に含めない。

※印は自由科目であり、卒業要件単位に含めない。
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医療衛生学１群科目（保健衛生学科）

人間形成の基礎科目 経済のしくみＡ 2 ※ 数学の基礎 2

文化の領域 経済のしくみＢ 2 ◎ 統計学ＢⅠ 2

哲学の楽しみＡ 2 個人と社会Ａ 2 情報科学Ａ 2

哲学の楽しみＢ 2 個人と社会Ｂ 2 情報科学Ｂ 2

科学を考えるＡ 2 政治のしくみＡ 2 情報科学Ｃ 2

科学を考えるＢ 2 政治のしくみＢ 2 ◎ 情報演習 1

芸術の楽しみＡ 2 健康の領域 自然科学系

芸術の楽しみＢ 2 健康の科学Ａ 2 物理学 4

文学の楽しみＡ 2 健康の科学Ｂ 2 物理学実験 1

文学の楽しみＢ 2 健康の科学Ｃ 2 ◎ 化学 4

信仰と救いＡ 2 健康とスポーツ演習 2 ◎ 化学実験 1

信仰と救いＢ 2 ※ ライフスポーツ演習Ａ 2 生物学 4

倫理学Ａ 2 ※ ライフスポーツ演習Ｂ 2 生物学実験 1

倫理学Ｂ 2 ※ ライフスポーツ演習Ｃ 2 ※ 物理学要習 1

社会の領域 総合領域科目 ※ 化学要習 1

◎ 心理学Ａ（心理学概論） 2 総合領域 ※ 生物学要習 1

心理学Ｂ 2 北里の世界 1 教養演習系科目

歴史と人間Ａ 2 仕事と人生 1 教養演習系

歴史と人間Ｂ 2 農医連携論 1 教養演習Ａ 2

文化人類学Ａ 2 基礎教育科目 教養演習Ｂ 1

文化人類学Ｂ 2 外国語系 教養演習Ｃ 1

日本と国際社会Ａ 2 ◎ 英語ＡⅠ 1 大学基礎演習 1

日本と国際社会Ｂ 2 ◎ 英語ＡⅡ 1 言語と文化Ａ 2

環境を考えるＡ 2 ◎ 英語ＢⅠ 1 言語と文化Ｂ 2

環境を考えるＢ 2 ◎ 英語ＢⅡ 1

日本国憲法Ａ 2 数理・情報系

日本国憲法Ｂ 2 ◎ 数学 4

法律の役割Ａ 2 ※ 発展数学Ａ 2

法律の役割Ｂ 2 ※ 発展数学Ｂ 2

医療衛生学２群科目（保健衛生学科）

解剖学Ⅰ 2 有機化学 2       発達心理学 2

解剖学Ⅱ 2 微生物学 2 感情・人格心理学 2

解剖学実習 1 微生物学実習 1 神経・生理心理学 2

◎ 生理学Ⅰ 2 血液・免疫学 2 社会・集団・家族心理学 2

◎ 生理学Ⅱ 2 食品衛生学 2 公認心理師の職責 2

生理学実習 1 検査学総論 2 心理学実験 2

病理学 2 労働生理学 2 知覚・認知心理学 2

生化学 2 リスク管理学 2 学習・言語心理学 2

生化学実習 1 放射線科学 2 関係行政論 2

◎ 公衆衛生学Ⅰ 2 健康科学演習 1 人体の構造と機能及び疾病Ⅰ 2

◎ 公衆衛生学Ⅱ 2 保健栄養学 2 人体の構造と機能及び疾病Ⅱ 2

公衆衛生学実習 1 医療統計学 2 心理学研究法 2

◎ 労働衛生学Ⅰ 2 心理学統計法 2 精神保健学 1

◎ 労働衛生学Ⅱ 2 食品衛生法規 2 精神疾患とその治療 2

分析化学Ⅰ 2 作業環境評価・労働衛生工学 2

機器分析化学(分析化学Ⅱ含) 2 サスティナビリティ学入門 2

機器分析化学実習(分析化学実習含) 1 医療学概論 2

※印は自由科目であり、卒業要件
単位に含まない。

◎

◎
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医療衛生学３群科目（保健衛生学科）

疫学 2 作業環境管理学Ⅱ 2 ※ インターンシップ 1

衛生行政 2 作業環境管理学Ⅱ演習 2 ※ 分子予防環境医学 2

◎ 労働行政 2 作業環境管理学Ⅱ実習 1 心理実習Ⅱ 1

◎ 作業環境管理学Ⅰ 2 心理実習Ⅰ 1 心理的アセスメント 2

◎ 作業環境管理学Ⅰ演習 2 環境工学Ⅱ 2 心理学的支援法 2

◎ 作業環境管理学Ⅰ実習 1 生物・生態環境工学 2 心理演習 2

◎ 産業衛生管理学 2 生物・生態環境工学実習 1 健康・医療心理学 2

◎ 産業衛生管理学実習 1 環境衛生学・工学実習 1 福祉心理学 2

環境衛生学Ⅰ 2 公衆衛生学特論 6 教育・学校心理学 2

環境衛生学Ⅱ 2 衛生管理学特論 6 司法・犯罪心理学 2

環境工学Ⅰ 2 精神保健学特論 4

◎ チーム医療論(演習含) 1 環境衛生学特論 6

薬理・毒性学 2 障害者・障害児心理学 2

健康食品学 2 臨床心理学概論 2

健康食品学実習 1 産業・組織心理学 2

医療衛生学４群科目（保健衛生学科）

※ 医療レーザー入門Ⅰ 1 ※ 医療に利用される最新科学 1 ※ 医用治療機器学特論 1

※ 医療レーザー入門Ⅱ 1 ※ 生体信号計測概論 1 ※ 臨床検査技師国家試験基礎講座 1

※ 生体医用光学概論 1 ※ 生命科学 1 ※ 初学者のための生体防御のしくみ 1

※ ボランティア社会学 1

※印は自由科目であり、卒業要件
単位に含まない。

本大学の他学部他学科他専攻の授業科目及び単位互換協定に基づく単位互換科目・共同授業科目
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医療衛生学１群科目（医療検査学科）

人間形成の基礎科目 経済のしくみＡ 2 ※ 数学の基礎 2

文化の領域 経済のしくみＢ 2 ◎ 統計学ＢⅠ 2

哲学の楽しみＡ 2 個人と社会Ａ 2 情報科学Ａ 2

哲学の楽しみＢ 2 個人と社会Ｂ 2 情報科学Ｂ 2

科学を考えるＡ 2 政治のしくみＡ 2 情報科学Ｃ 2

科学を考えるＢ 2 政治のしくみＢ 2 ◎ 情報演習 1

芸術の楽しみＡ 2 健康の領域 自然科学系

芸術の楽しみＢ 2 健康の科学Ａ 2 物理学 4

文学の楽しみＡ 2 健康の科学Ｂ 2 物理学実験 1

文学の楽しみＢ 2 健康の科学Ｃ 2 化学 4

信仰と救いＡ 2 健康とスポーツ演習 2 化学実験 1

信仰と救いＢ 2 ※ ライフスポーツ演習Ａ 2 ◎ 生物学 4

倫理学Ａ 2 ※ ライフスポーツ演習Ｂ 2 ◎ 生物学実験 1

倫理学Ｂ 2 ※ ライフスポーツ演習Ｃ 2 ※ 物理学要習 1

社会の領域 総合領域科目 ※ 化学要習 1

心理学Ａ 2 総合領域 ※ 生物学要習 1

心理学Ｂ 2 北里の世界 1 教養演習系科目

歴史と人間Ａ 2 仕事と人生 1 教養演習系

歴史と人間Ｂ 2 農医連携論 1 教養演習Ａ 2

文化人類学Ａ 2 基礎教育科目 教養演習Ｂ 1

文化人類学Ｂ 2 外国語系 教養演習Ｃ 1

日本と国際社会Ａ 2 ◎ 英語ＡⅠ 1 大学基礎演習 1

日本と国際社会Ｂ 2 ◎ 英語ＡⅡ 1 言語と文化Ａ 2

環境を考えるＡ 2 ◎ 英語ＢⅠ 1 言語と文化Ｂ 2

環境を考えるＢ 2 ◎ 英語ＢⅡ 1

日本国憲法Ａ 2 数理・情報系

日本国憲法Ｂ 2 数学 4

法律の役割Ａ 2 発展数学Ａ 2

法律の役割Ｂ 2 発展数学Ｂ 2

医療衛生学２群科目（医療検査学科）

◎ 英語Ｃ 2 ◎ 生化学 4 ◎ 保健医療福祉総論 2

◎ 医療学概論 2 ◎ 生化学実習 1 ◎ 臨床検査学概論 1

◎ 解剖学 2 ◎ 組織細胞学 2

◎ 解剖学実習 1 ◎ 組織細胞学実習 1

◎ 生理学Ⅰ 2 ◎ 公衆衛生学 3

◎ 生理学Ⅱ 2 ◎ 公衆衛生学実習 1

◎ 生理学実習 1 ◎ 医用工学概論 2

◎ 病理学 2 ◎ 医用工学実習 1

※印は自由科目であり、卒業要件
単位に含まない。
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医療衛生学３群科目（医療検査学科）

◎ 病理検査学 2 ◎ 臨床化学Ⅱ 2 ◎ テュートリアル教育 1

◎ 病理検査学実習 1 ◎ 臨床化学実習 1 ◎ 卒業研究 5

◎ 寄生虫検査学（実習含） 2 ◎ 免疫検査学Ⅰ 2 ◎ チーム医療論(演習含) 1

◎ 臨床検査総論Ⅰ 2 ◎ 免疫検査学Ⅱ 2 ※ 細胞検査士コース 5

◎ 臨床検査総論Ⅱ 8 ◎ 免疫検査学実習 1 ※ 学術国際交流プログラムＡ 2

◎ 臨床検査総論Ⅰ実習 1 ◎ 臨床生理学ⅠＡ 2

◎ 遺伝子検査学 2 ◎ 臨床生理学ⅠＢ 2

◎ 微生物検査学 4 ◎ 臨床生理学Ⅱ（画像検査学含） 2

◎ 微生物検査学実習 1 ◎ 臨床生理学実習 1

◎ 放射線科学（実習含） 1 ◎ 検査機器学 1

◎ 臨床病態学 4 ◎ 検査管理学 1

◎ 血液学Ⅰ 2 ◎ 臨床細胞学 2

◎ 血液学Ⅱ 2 ◎ 臨床細胞学実習 1

◎ 血液学実習 1 ◎ 医療安全管理学（実習含） 1

◎ 臨床化学Ⅰ 2 ◎ 臨床実習 7

医療衛生学４群科目（医療検査学科）

※ 医療レーザー入門Ⅰ 1 ※ 医療に利用される最新科学 1 ※ 医用治療機器学特論 1

※ 医療レーザー入門Ⅱ 1 ※ 生体信号計測概論 1 ※ 臨床検査技師国家試験基礎講座 1

※ 生体医用光学概論 1 ※ 生命科学 1 ※ 初学者のための生体防御のしくみ 1

※ ボランティア社会学 1

本大学の他学部他学科他専攻の授業科目及び単位互換協定に基づく単位互換科目・共同授業科目

※印は自由科目であり、卒業要件
単位に含まない。
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医療衛生学１群科目（医療工学科　臨床工学専攻）

人間形成の基礎科目 経済のしくみＡ 2 ※ 数学の基礎 2

文化の領域 経済のしくみＢ 2 ◎ 統計学ＢⅠ 2

哲学の楽しみＡ 2 個人と社会Ａ 2 ※ 統計学ＢⅡ 2

哲学の楽しみＢ 2 個人と社会Ｂ 2 ※ 情報科学Ａ 2

科学を考えるＡ 2 政治のしくみＡ 2 ※ 情報科学Ｂ 2

科学を考えるＢ 2 政治のしくみＢ 2 ※ 情報科学Ｃ 2

芸術の楽しみＡ 2 健康の領域 ◎ 情報演習 1

芸術の楽しみＢ 2 健康の科学Ａ 2 自然科学系

文学の楽しみＡ 2 健康の科学Ｂ 2 ◎ 物理学 4

文学の楽しみＢ 2 健康の科学Ｃ 2 ◎ 物理学実験 1

信仰と救いＡ 2 健康とスポーツ演習 2 ◎ 化学 4

信仰と救いＢ 2 ※ ライフスポーツ演習Ａ 2 ◎ 化学実験 1

倫理学Ａ 2 ※ ライフスポーツ演習Ｂ 2 ◎ 生物学 4

倫理学Ｂ 2 ※ ライフスポーツ演習Ｃ 2 ◎ 生物学実験 1

社会の領域 総合領域科目 ※ 物理学要習 1

心理学Ａ 2 総合領域 ※ 化学要習 1

心理学Ｂ 2 北里の世界 1 ※ 生物学要習 1

歴史と人間Ａ 2 仕事と人生 1 教養演習系科目

歴史と人間Ｂ 2 農医連携論 1 教養演習系

文化人類学Ａ 2 基礎教育科目 ※ 教養演習Ａ 2

文化人類学Ｂ 2 外国語系 ※ 教養演習Ｂ 1

日本と国際社会Ａ 2 ◎ 英語ＡⅠ 1 ※ 教養演習Ｃ 1

日本と国際社会Ｂ 2 ◎ 英語ＡⅡ 1 ※ 大学基礎演習 1

環境を考えるＡ 2 ◎ 英語ＢⅠ 1 ※ 言語と文化Ａ 2

環境を考えるＢ 2 ◎ 英語ＢⅡ 1 ※ 言語と文化Ｂ 2

日本国憲法Ａ 2 数理・情報系

日本国憲法Ｂ 2 数学 4

法律の役割Ａ 2 発展数学Ａ 2

法律の役割Ｂ 2 発展数学Ｂ 2

医療衛生学２群科目（医療工学科　臨床工学専攻）

◎ 解剖学Ⅰ 2 ◎ 応用数学Ⅰ 2 ◎ 情報処理工学Ⅱ（演習含） 2

◎ 解剖学Ⅱ 2 ◎ 応用数学Ⅱ（演習含） 1 ◎ システム工学 2

◎ 生理学Ⅰ 2 ◎ 電気工学Ⅰ 2 ◎ システム工学実習 1

◎ 生理学Ⅱ(演習含) 1 ◎ 電気工学Ⅱ 2 ※ 医療情報学 4

◎ 解剖学実習 1 ◎ 電気工学実習 1

◎ 生理学実習 1 ◎ 電子工学Ⅰ 2

◎ 公衆衛生学 2 ◎ 電子工学Ⅱ 2

◎ 病理学 2 ◎ 電子工学実習 1

◎ 生化学 2 ◎ 医用機械工学 3

◎ 薬理学 2 ◎ 情報処理工学Ⅰ 2

※印は自由科目であり、卒業要件
単位に含まない。

※印は自由科目であり、卒業要件単
位に含まない。
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医療衛生学３群科目（医療工学科　臨床工学専攻）

◎ 英語Ｃ 2 ◎ 医用治療機器学 3 ◎ 機器安全管理学実習 1

◎ 英語Ｄ 1 ◎ 医用治療機器学実習 1 ◎ 医療ケア安全管理学 2

◎ 医用工学総論 2 ◎ 生体機能代行装置学Ⅰ 4 ◎ 臨床医療学Ⅰ 4

◎ 計測工学 2 ◎ 生体機能代行装置学Ⅱ 4 ◎ 臨床医療学特論 2

◎ 物性・材料工学 4 ◎ 生体機能代行装置学Ⅲ 4 ◎ 臨床工学総合演習 1

◎ 医用機器学Ⅰ（演習含） 1 ◎ 生体機能代行装置学実習Ⅰ 1 ◎ 臨床実習 6

◎ 医用機器学Ⅱ（演習含） 1 ◎ 生体機能代行装置学実習Ⅱ 1 ◎ 卒業研究 6

◎ 生体計測装置学（演習含） 2 ◎ 生体機能代行装置学実習Ⅲ 1 ◎ チーム医療論(演習含) 1

◎ 生体計測装置学実習 1 ◎ 機器安全管理学 4

医療衛生学４群科目（医療工学科　臨床工学専攻）

※ 医療レーザー入門Ⅰ 1 ※ 医療に利用される最新科学 1 ※ 医用治療機器学特論 1

※ 医療レーザー入門Ⅱ 1 ※ 生体信号計測概論 1 ※ 臨床検査技師国家試験基礎講座 1

※ 生体医用光学概論 1 ※ 生命科学 1 ※ 初学者のための生体防御のしくみ 1

※ ボランティア社会学 1

本大学の他学部他学科他専攻の授業科目及び単位互換協定に基づく単位互換科目・共同授業科目

- 学則 -66-



医療衛生学１群科目（医療工学科　診療放射線技術科学専攻）

人間形成の基礎科目 経済のしくみＡ 2 ※ 数学の基礎 2

文化の領域 経済のしくみＢ 2 ◎ 統計学ＢⅠ 2

哲学の楽しみＡ 2 個人と社会Ａ 2 ※ 統計学ＢⅡ 2

哲学の楽しみＢ 2 個人と社会Ｂ 2 情報科学Ａ 2

科学を考えるＡ 2 政治のしくみＡ 2 情報科学Ｂ 2

科学を考えるＢ 2 政治のしくみＢ 2 情報科学Ｃ 2

芸術の楽しみＡ 2 健康の領域 ◎ 情報演習 1

芸術の楽しみＢ 2 健康の科学Ａ 2 自然科学系

文学の楽しみＡ 2 健康の科学Ｂ 2 物理学 4

文学の楽しみＢ 2 健康の科学Ｃ 2 物理学実験 1

信仰と救いＡ 2 健康とスポーツ演習 2 化学 4

信仰と救いＢ 2 ※ ライフスポーツ演習Ａ 2 化学実験 1

倫理学Ａ 2 ※ ライフスポーツ演習Ｂ 2 生物学 4

倫理学Ｂ 2 ※ ライフスポーツ演習Ｃ 2 生物学実験 1

社会の領域 総合領域科目 ※ 物理学要習 1

心理学Ａ 2 総合領域 ※ 化学要習 1

心理学Ｂ 2 北里の世界 1 ※ 生物学要習 1

歴史と人間Ａ 2 仕事と人生 1 教養演習系科目

歴史と人間Ｂ 2 農医連携論 1 教養演習系

文化人類学Ａ 2 基礎教育科目 ※ 教養演習Ａ 2

文化人類学Ｂ 2 外国語系 ※ 教養演習Ｂ 1

日本と国際社会Ａ 2 ◎ 英語ＡⅠ 1 ※ 教養演習Ｃ 1

日本と国際社会Ｂ 2 ◎ 英語ＡⅡ 1 ※ 大学基礎演習 1

環境を考えるＡ 2 ◎ 英語ＢⅠ 1 ※ 言語と文化Ａ 2

環境を考えるＢ 2 ◎ 英語ＢⅡ 1 ※ 言語と文化Ｂ 2

日本国憲法Ａ 2 数理・情報系

日本国憲法Ｂ 2 数学 4

法律の役割Ａ 2 発展数学Ａ 2

法律の役割Ｂ 2 発展数学Ｂ 2

医療衛生学２群科目（医療工学科　診療放射線技術科学専攻）

◎ 英語Ｃ 1 ◎ 応用数学Ⅰ 2 臨床医療学Ⅲ 1

◎ 解剖学Ⅰ 2 ◎ 医用工学 2 情報処理工学 1

◎ 解剖学Ⅱ 1 ◎ 医用工学実習 1

◎ 生理学Ⅰ 2 ◎ 臨床医療学Ⅰ 4

◎ 生理学Ⅱ（演習含） 1 ◎ 放射線臨床病態薬理学 1

◎ 病理学 2 医療学概論 2

◎ 生化学 2 臨床医療学Ⅱ 1

※印は自由科目であり、卒業要件
単位に含まない。

- 学則 -67-



医療衛生学３群科目（医療工学科　診療放射線技術科学専攻）

◎ 診療技術英語 1 ◎ 核医学技術学・放射化学実習 1 放射化学演習 1

◎ 放射線物理学 4 ◎ 放射線腫瘍学 2 診療画像科学 1

◎ 医用物理学 1 ◎ 放射線治療技術学Ⅰ 2 放射線治療物理学 1

◎ 放射線生物学Ⅰ 2 ◎ 放射線治療技術学Ⅱ 2 医用画像処理Ⅰ 1

◎ 放射線生物学Ⅱ 1 ◎ 放射線治療技術学実習 1 放射線管理学演習 1

◎ 放射線計測学 2 ◎ 画像工学 2 放射線科学特論 1

◎ 医用放射線計測学 1 ◎ 医療情報工学 2 臨床画像技術学特論 1

◎ 放射化学 2 ◎ 医用画像処理Ⅱ 1 診療画像技術学特論 1

◎ 画像解剖学 2 ◎ 画像情報学 1 医用画像情報学特論 1

◎ 核医学・画像診断学 4 ◎ 放射線管理学 2 学術国際交流プログラムＢ 1

◎ 診療画像技術学Ⅰ 2 ◎ 放射線管理学・計測学実習 1

◎ 診療画像技術学Ⅱ 2 ◎ 放射線関係法規 1

◎ 診療画像技術学Ⅲ 2 ◎ 臨床実習Ⅰ 1

◎ 診療画像技術学Ⅳ 2 ◎ 臨床実習Ⅱ 1

◎ 画像診断機器工学Ⅰ 2 ◎ 臨床実習Ⅲ 8

◎ 画像診断機器工学Ⅱ 1 ◎ 医療安全管理学 1

◎ 画像診断機器工学実習 1 ◎ 診療放射線技術科学総合演習 7

◎ 核医学技術学Ⅰ 2 ◎ 卒業研究 6

◎ 核医学技術学Ⅱ 2 ◎ チーム医療論(演習含) 1

医療衛生学４群科目（医療工学科　診療放射線技術科学専攻）

※ 医療レーザー入門Ⅰ 1 ※ 医療に利用される最新科学 1 ※ 医用治療機器学特論 1

※ 医療レーザー入門Ⅱ 1 ※ 生体信号計測概論 1 ※ 臨床検査技師国家試験基礎講座 1

※ 生体医用光学概論 1 ※ 生命科学 1 ※ 初学者のための生体防御のしくみ 1

※ ボランティア社会学 1

※

本大学の他学部他学科他専攻の授業科目及び単位互換協定に基づく単位互換科目・共同授業科目

- 学則 -68-



医療衛生学１群科目（リハビリテーション学科　理学療法学専攻）

人間形成の基礎科目 経済のしくみＡ 2 ※ 数学の基礎 2

文化の領域 経済のしくみＢ 2 ◎ 統計学Ａ 4

哲学の楽しみＡ 2 個人と社会Ａ 2 ※ 情報科学Ａ 2

哲学の楽しみＢ 2 個人と社会Ｂ 2 ※ 情報科学Ｂ 2

科学を考えるＡ 2 政治のしくみＡ 2 ※ 情報科学Ｃ 2

科学を考えるＢ 2 政治のしくみＢ 2 ◎ 情報演習 1

芸術の楽しみＡ 2 健康の領域 自然科学系

芸術の楽しみＢ 2 ※ 健康の科学Ａ 2 ◎ 物理学 4

文学の楽しみＡ 2 ※ 健康の科学Ｂ 2 ◎ 物理学実験 1

文学の楽しみＢ 2 ◎ 健康の科学Ｃ 2 化学 4

信仰と救いＡ 2 ※ 健康とスポーツ演習 2 化学実験 1

信仰と救いＢ 2 ※ ライフスポーツ演習Ａ 2 生物学 4

倫理学Ａ 2 ※ ライフスポーツ演習Ｂ 2 生物学実験 1

倫理学Ｂ 2 ※ ライフスポーツ演習Ｃ 2 ※ 物理学要習 1

社会の領域 総合領域科目 ※ 化学要習 1

心理学Ａ 2 総合領域 ※ 生物学要習 1

心理学Ｂ 2 北里の世界 1 教養演習系科目

歴史と人間Ａ 2 仕事と人生 1 教養演習系

歴史と人間Ｂ 2 農医連携論 1 ※ 教養演習Ａ 2

文化人類学Ａ 2 基礎教育科目 ※ 教養演習Ｂ 1

文化人類学Ｂ 2 外国語系 ※ 教養演習Ｃ 1

日本と国際社会Ａ 2 ◎ 英語ＡⅠ 1 大学基礎演習 1

日本と国際社会Ｂ 2 ◎ 英語ＡⅡ 1 ※ 言語と文化Ａ 2

環境を考えるＡ 2 ◎ 英語ＢⅠ 1 ※ 言語と文化Ｂ 2

環境を考えるＢ 2 ◎ 英語ＢⅡ 1

日本国憲法Ａ 2 数理・情報系

日本国憲法Ｂ 2 数学 4

法律の役割Ａ 2 発展数学Ａ 2

法律の役割Ｂ 2 発展数学Ｂ 2

医療衛生学２群科目（リハビリテーション学科　理学療法学専攻）

◎ 解剖学Ⅰ 2 ◎ 医療学概論 2 ◎ 医療統計学 2

◎ 解剖学Ⅱ 2 ◎ 臨床医療学Ⅰ 4 ◎ 薬理学 2

◎ 解剖学実習Ⅰ 1 ◎ 臨床医療学Ⅱ 1 ◎ 社会系医療学 1

◎ 解剖学実習Ⅱ 1 ◎ 臨床医療学Ⅲ 1 臨床心理学Ⅰ 2

◎ 生理学Ⅰ 2 ◎ 整形外科学 1 医療情報学 2

◎ 生理学Ⅱ 2 ◎ 臨床心理学Ⅱ 2 公衆衛生学 2

◎ 生理学実習 1 ◎ 発達心理学 2 心理学測定法 2

◎ 病理学 2 ◎ 生体運動分析学 1 学習・認知心理学 2

◎ リハビリテーション概論 1 ◎ 生体運動分析学実習 2

◎ リハビリテーション医学 2 ◎ 臨床運動学(実習含) 1

※印は自由科目であり、卒業要件
単位に含まない。
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医療衛生学３群科目（リハビリテーション学科　理学療法学専攻）

◎ 理学療法学概論 2 ◎ 日常生活活動学 1 ◎ 臨床実習Ⅰ 1

◎ 基礎理学療法学(実習含) 2 ◎ 日常生活活動学実習 1 ◎ 臨床実習Ⅱ 1

◎ 理学療法研究法 2 ◎ 物理療法学（実習含） 2 ◎ 臨床実習Ⅲ 1

◎ 理学療法評価学 1 ◎ 整形外科系理学療法学 2 ◎ 臨床実習Ⅳ 17

◎ 理学療法評価学実習 2 ◎ 整形外科系理学療法学実習 1 ◎ 卒業研究 5

◎ 高次脳機能学 1 ◎ 内部障害系理学療法学 2 ◎ チーム医療論(演習含) 1

◎ 高次脳機能障害理学療法学(実習含) 1 ◎ 内部障害系理学療法学実習 1 生体運動学特論 1

◎ 臨床理学療法学Ⅰ(実習含) 1 ◎ 中枢神経系理学療法学 1 小児理学療法学特論(実習含) 1

◎ 臨床理学療法学Ⅱ 2 ◎ 中枢神経系理学療法学実習 1 整形外科系理学療法学特論(実習含) 1

◎ 臨床理学療法学Ⅱ実習 2 ◎ 理学療法管理学 1 内部障害系理学療法学特論 1

◎ 小児理学療法学 2 ◎ 理学療法学特論(実習含) 1 中枢神経系理学療法学特論 1

◎ 小児理学療法学実習 1 ◎ 老年理学療法学 1 老年理学療法学特論(実習含) 1

◎ 義肢装具学 1 ◎ 老年理学療法学実習 1 地域理学療法学特論(実習含) 1

◎ 義肢装具学実習 1 ◎ 地域理学療法学 1 ※ 学術国際交流プログラムＢ 1

医療衛生学４群科目（リハビリテーション学科　理学療法学専攻）

※ 医療レーザー入門Ⅰ 1 ※ 医療に利用される最新科学 1 ※ 医用治療機器学特論 1

※ 医療レーザー入門Ⅱ 1 ※ 生体信号計測概論 1 ※ 臨床検査技師国家試験基礎講座 1

※ 生体医用光学概論 1 ※ 生命科学 1 ※ 初学者のための生体防御のしくみ 1

※ ボランティア社会学 1

本大学の他学部他学科他専攻の授業科目及び単位互換協定に基づく単位互換科目・共同授業科目
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医療衛生学１群科目（リハビリテーション学科　作業療法学専攻）

人間形成の基礎科目 経済のしくみＡ 2 ※ 数学の基礎 2

文化の領域 経済のしくみＢ 2 ◎ 統計学Ａ 4

哲学の楽しみＡ 2 個人と社会Ａ 2 情報科学Ａ 2

哲学の楽しみＢ 2 個人と社会Ｂ 2 情報科学Ｂ 2

科学を考えるＡ 2 政治のしくみＡ 2 情報科学Ｃ 2

科学を考えるＢ 2 政治のしくみＢ 2 ◎ 情報演習 1

芸術の楽しみＡ 2 健康の領域 自然科学系

芸術の楽しみＢ 2 健康の科学Ａ 2 物理学 4

文学の楽しみＡ 2 健康の科学Ｂ 2 物理学実験 1

文学の楽しみＢ 2 健康の科学Ｃ 2 化学 4

信仰と救いＡ 2 健康とスポーツ演習 2 化学実験 1

信仰と救いＢ 2 ※ ライフスポーツ演習Ａ 2 生物学 4

倫理学Ａ 2 ※ ライフスポーツ演習Ｂ 2 生物学実験 1

倫理学Ｂ 2 ※ ライフスポーツ演習Ｃ 2 ※ 物理学要習 1

社会の領域 総合領域科目 ※ 化学要習 1

◎ 心理学Ａ 2 総合領域 ※ 生物学要習 1

◎ 心理学Ｂ 2 北里の世界 1 教養演習系科目

歴史と人間Ａ 2 仕事と人生 1 教養演習系

歴史と人間Ｂ 2 農医連携論 1 教養演習Ａ 2

文化人類学Ａ 2 基礎教育科目 教養演習Ｂ 1

文化人類学Ｂ 2 外国語系 教養演習Ｃ 1

日本と国際社会Ａ 2 ◎ 英語ＡⅠ 1 ◎ 大学基礎演習 1

日本と国際社会Ｂ 2 ◎ 英語ＡⅡ 1 言語と文化Ａ 2

環境を考えるＡ 2 ◎ 英語ＢⅠ 1 言語と文化Ｂ 2

環境を考えるＢ 2 ◎ 英語ＢⅡ 1

日本国憲法Ａ 2 数理・情報系

日本国憲法Ｂ 2 ◎ 数学 4

法律の役割Ａ 2 ※ 発展数学Ａ 2

法律の役割Ｂ 2 ※ 発展数学Ｂ 2

医療衛生学２群科目（リハビリテーション学科　作業療法学専攻）

◎ 解剖学Ⅰ 2 ◎ リハビリテーション概論 1 　　 公衆衛生学 2

◎ 解剖学Ⅱ 2 ◎ リハビリテーション医学 2 　　 社会系医療学 1

◎ 解剖学実習Ⅰ 1 ◎ 作業療法概論 2 発達心理学 2

◎ 解剖学実習Ⅱ 1 ◎ 医療学概論 2 心理学測定法 2

◎ 生理学Ⅰ 2 ◎ 臨床医療学Ⅰ 4 学習・認知心理学 2

◎ 生理学Ⅱ 2 ◎ 臨床医療学Ⅱ 1 医療情報学 2

◎ 生理学実習 1 ◎ 臨床医療学Ⅲ 1 医療統計学 2

◎ 病理学 2 ◎ 整形外科学 1

◎ 臨床心理学Ⅰ 2 ◎ 精神医学 1

◎ 臨床心理学Ⅱ 2 　　 薬理学 2

※印は自由科目であり、卒業要件
単位に含まない。
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医療衛生学３群科目（リハビリテーション学科　作業療法学専攻）

◎ 基礎作業学 1 ◎ 老年期作業療法学実習 1 ◎ 作業療法管理学Ⅰ 1

◎ 基礎作業学実習 1 ◎ 生活活動学 1 ◎ 作業療法管理学Ⅱ 1

◎ 作業療法評価学 2 ◎ 生活活動学実習 1 ◎ 臨床実習Ⅰ 1

◎ 作業療法評価学実習 1 ◎ 生活環境調整学 1 ◎ 臨床実習Ⅱ 2

◎ 運動学 2 ◎ 生活環境調整学実習 1 ◎ 臨床実習Ⅲ 4

◎ 運動学実習 1 ◎ 高次脳機能学 1 ◎ 臨床実習Ⅳ 16

◎ 身体障害作業療法学 2 ◎ 高次脳機能作業療法学 1 ◎ 卒業研究 6

◎ 身体障害作業療法学実習 1 ◎ 地域作業療法学 1 ◎ チーム医療論(演習含) 1

◎ 精神保健作業療法学 2 ◎ 地域作業療法学実習 1 作業療法技術論Ⅰ 1

◎ 精神保健作業療法学実習 1 ◎ 職業活動学 1 作業療法技術論Ⅱ 1

◎ 発達障害作業療法学 2 ◎ 職業活動学実習 1 作業療法技術論Ⅲ 1

◎ 発達障害作業療法学実習 1 ◎ 作業療法研究法 1 作業療法技術論Ⅳ 1

◎ 老年期作業療法学 1 ◎ 作業療法学総合 2 ※ 学術国際交流プログラムＢ 1

医療衛生学４群科目（リハビリテーション学科　作業療法学専攻）

※ 医療レーザー入門Ⅰ 1 ※ 医療に利用される最新科学 1 ※ 医用治療機器学特論 1

※ 医療レーザー入門Ⅱ 1 ※ 生体信号計測概論 1 ※ 臨床検査技師国家試験基礎講座 1

※ 生体医用光学概論 1 ※ 生命科学 1 ※ 初学者のための生体防御のしくみ 1

※ ボランティア社会学 1

本大学の他学部他学科他専攻の授業科目及び単位互換協定に基づく単位互換科目・共同授業科目
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医療衛生学１群科目（リハビリテーション学科　言語聴覚療法学専攻）

人間形成の基礎科目 経済のしくみＡ 2 数学の基礎 2

文化の領域 経済のしくみＢ 2 ◎ 統計学Ａ 4

哲学の楽しみＡ 2 個人と社会Ａ 2 ※ 情報科学Ａ 2

哲学の楽しみＢ 2 個人と社会Ｂ 2 ※ 情報科学Ｂ 2

科学を考えるＡ 2 政治のしくみＡ 2 ※ 情報科学Ｃ 2

科学を考えるＢ 2 政治のしくみＢ 2 ◎ 情報演習 1

芸術の楽しみＡ 2 健康の領域 自然科学系

芸術の楽しみＢ 2 健康の科学Ａ 2 物理学 4

文学の楽しみＡ 2 健康の科学Ｂ 2 物理学実験 1

文学の楽しみＢ 2 健康の科学Ｃ 2 化学 4

信仰と救いＡ 2 健康とスポーツ演習 2 化学実験 1

信仰と救いＢ 2 ※ ライフスポーツ演習Ａ 2 生物学 4

倫理学Ａ 2 ※ ライフスポーツ演習Ｂ 2 生物学実験 1

倫理学Ｂ 2 ※ ライフスポーツ演習Ｃ 2 ※ 物理学要習 1

社会の領域 総合領域科目 ※ 化学要習 1

◎ 心理学Ａ 2 総合領域 ※ 生物学要習 1

◎ 心理学Ｂ 2 北里の世界 1 教養演習系科目

歴史と人間Ａ 2 仕事と人生 1 教養演習系

歴史と人間Ｂ 2 農医連携論 1 ※ 教養演習Ａ 2

文化人類学Ａ 2 基礎教育科目 ※ 教養演習Ｂ 1

文化人類学Ｂ 2 外国語系 ※ 教養演習Ｃ 1

日本と国際社会Ａ 2 ◎ 英語ＡⅠ 1 大学基礎演習 1

日本と国際社会Ｂ 2 ◎ 英語ＡⅡ 1 ※ 言語と文化Ａ 2

環境を考えるＡ 2 ◎ 英語ＢⅠ 1 ※ 言語と文化Ｂ 2

環境を考えるＢ 2 ◎ 英語ＢⅡ 1

日本国憲法Ａ 2 数理・情報系

日本国憲法Ｂ 2 数学 4

法律の役割Ａ 2 ※ 発展数学Ａ 2

法律の役割Ｂ 2 ※ 発展数学Ｂ 2

医療衛生学２群科目（リハビリテーション学科　言語聴覚療法学専攻）

◎ 解剖学Ⅰ 2 ◎ 歯科・口腔外科学 1 ◎ 音響学演習 2

◎ 解剖学Ⅱ 2 ◎ 音声言語医学 1 ◎ 言語発達学 1

◎ 生理学Ⅰ 2 ◎ 聴覚医学 1 ◎ 社会系医療学 1

◎ 生理学Ⅱ 2 ◎ 高次脳機能学 1 薬理学 2

◎ 病理学 2 ◎ 臨床心理学Ⅰ 2 医療統計学 2

◎ 医療学概論 2 ◎ 臨床心理学Ⅱ 2

◎ リハビリテーション概論 1 ◎ 発達心理学 2

◎ リハビリテーション医学 2 ◎ 心理学測定法 2

◎ 臨床医療学Ⅰ 4 ◎ 学習・認知心理学 2

◎ 臨床医療学Ⅲ 1 ◎ 言語学 2

◎ 耳鼻咽喉科学 1 ◎ 音声学演習 2

◎ 形成外科学 1 ◎ 聴覚心理学 1

※印は自由科目であり、卒業要件
単位に含まない。
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医療衛生学３群科目（リハビリテーション学科　言語聴覚療法学専攻）

◎ 言語聴覚療法学概論(実習含) 3 ◎ 重複障害学 1 ◎ 聴覚障害学 2

◎ 基礎言語聴覚療法学（実習含) 1 ◎ 構音障害学Ⅰ(実習含) 3 ◎ 聴覚障害学実習 1

◎ 地域言語聴覚療法学 1 ◎ 構音障害学Ⅱ(実習含) 2 ◎ 補聴器・人工内耳(実習含) 2

◎ 言語聴覚療法学総合演習 3 ◎ 音声障害学（実習含） 2 ◎ 臨床実習Ⅰ 1

◎ 失語・高次脳機能障害学 3 ◎ 嚥下障害学（実習含） 2 ◎ 臨床言語聴覚療法学実習 2

◎ 失語・高次脳機能障害学実習 3 ◎ 吃音学(実習含） 2 ◎ 臨床実習Ⅱ 12

◎ 言語発達障害学 3 ◎ 聴覚検査学 1 ◎ 卒業研究 4

◎ 言語発達障害学実習 3 ◎ 聴覚検査学実習 1 ◎ チーム医療論(演習含) 1

医療衛生学４群科目（リハビリテーション学科　言語聴覚療法学専攻）

※ 医療レーザー入門Ⅰ 1 ※ 医療に利用される最新科学 1 ※ 医用治療機器学特論 1

※ 医療レーザー入門Ⅱ 1 ※ 生体信号計測概論 1 ※ 臨床検査技師国家試験基礎講座 1

※ 生体医用光学概論 1 ※ 生命科学 1 ※ 初学者のための生体防御のしくみ 1

※ ボランティア社会学 1

本大学の他学部他学科他専攻の授業科目及び単位互換協定に基づく単位互換科目・共同授業科目
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医療衛生学１群科目（リハビリテーション学科　視覚機能療法学専攻）

人間形成の基礎科目 経済のしくみＡ 2 ※ 数学の基礎 2

文化の領域 経済のしくみＢ 2 ◎ 統計学Ａ 4

哲学の楽しみＡ 2 個人と社会Ａ 2 ※ 情報科学Ａ 2

哲学の楽しみＢ 2 個人と社会Ｂ 2 ※ 情報科学Ｂ 2

科学を考えるＡ 2 政治のしくみＡ 2 ※ 情報科学Ｃ 2

科学を考えるＢ 2 政治のしくみＢ 2 ◎ 情報演習 1

芸術の楽しみＡ 2 健康の領域 自然科学系

芸術の楽しみＢ 2 健康の科学Ａ 2 ◎ 物理学 4

文学の楽しみＡ 2 健康の科学Ｂ 2 ◎ 物理学実験 1

文学の楽しみＢ 2 健康の科学Ｃ 2 化学 4

信仰と救いＡ 2 健康とスポーツ演習 2 ※ 化学実験 1

信仰と救いＢ 2 ※ ライフスポーツ演習Ａ 2 生物学 4

倫理学Ａ 2 ※ ライフスポーツ演習Ｂ 2 ※ 生物学実験 1

倫理学Ｂ 2 ※ ライフスポーツ演習Ｃ 2 ※ 物理学要習 1

社会の領域 総合領域科目 ※ 化学要習 1

◎ 心理学Ａ 2 総合領域 ※ 生物学要習 1

◎ 心理学Ｂ 2 北里の世界 1 教養演習系科目

歴史と人間Ａ 2 仕事と人生 1 教養演習系

歴史と人間Ｂ 2 農医連携論 1 ※ 教養演習Ａ 2

文化人類学Ａ 2 基礎教育科目 ※ 教養演習Ｂ 1

文化人類学Ｂ 2 外国語系 ※ 教養演習Ｃ 1

日本と国際社会Ａ 2 ◎ 英語ＡⅠ 1 ※ 大学基礎演習 1

日本と国際社会Ｂ 2 ◎ 英語ＡⅡ 1 ※ 言語と文化Ａ 2

環境を考えるＡ 2 ◎ 英語ＢⅠ 1 ※ 言語と文化Ｂ 2

環境を考えるＢ 2 ◎ 英語ＢⅡ 1

日本国憲法Ａ 2 数理・情報系

日本国憲法Ｂ 2 数学 4

法律の役割Ａ 2 発展数学Ａ 2

法律の役割Ｂ 2 発展数学Ｂ 2

医療衛生学２群科目（リハビリテーション学科　視覚機能療法学専攻）

◎ 英語ＣⅠ（TOEIC basic） 2 ◎ 臨床医療学Ⅰ 4 ◎ 視覚機能療法学概論Ⅰ 2

◎ 眼科英語 1 ◎ 臨床医療学Ⅲ 1 ◎ 視覚機能療法学概論Ⅱ 2

◎ 解剖学Ⅰ 2 ◎ 臨床心理学Ⅰ 2 ◎ 視覚機能療法学概論Ⅲ 2

◎ 解剖学Ⅱ 2 ◎ 発達心理学 2 ◎ 視覚矯正工学 2

◎ 生理学Ⅰ 2 ◎ 社会系医療学 1 ※ 英語ＣⅡ（TOEIC intermediate） 1

◎ 生理学Ⅱ 2 ◎ 医療統計学 2 ※ 学習・認知心理学 2

◎ 病理学 2 ◎ 基礎医療情報学 2

◎ リハビリテーション概論 1 ◎ 社会福祉実習 1

◎ 医療学概論 2 ◎ 保育 2

◎ 薬理学 2 ◎ 保育実習 2

※印は自由科目であり、卒業要件
単位に含まない。

※印は自由科目であり、卒業要件
単位に含まない。
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医療衛生学３群科目（リハビリテーション学科　視覚機能療法学専攻）

◎ 基礎生理光学 2 ◎ 生理光学 2 ◎ 視能矯正学特論実習Ⅱ 2

◎ 視器解剖・病理学 2 ◎ 生理光学実習 1 ◎ 臨床実習Ⅰ 1

◎ 視器解剖・病理学実習 1 ◎ 視能訓練学 2 ◎ 卒業研究 6

◎ 視覚臨床生理学 2 ◎ 視能矯正学総論Ⅰ 2 ◎ チーム医療論(演習含) 1

◎ 視覚臨床生理学実習 1 ◎ 視能矯正学総論Ⅱ 2 視覚科学（Visual science） 1

◎ 眼科学Ⅰ 1 ◎ 視能矯正学総論実習Ⅰ 1 視覚科学演習（Visual science） 1

◎ 眼科学Ⅱ 2 ◎ 視能矯正学総論実習Ⅱ 2 臨床実習Ⅱ（Orthoptics） 10

◎ 眼科薬理学 1 ◎ 視能矯正学各論Ⅰ 2 臨床実習Ⅱ（Visual science） 8

◎ 眼科臨床機器学 1 ◎ 視能矯正学各論Ⅱ 2

◎ 神経眼科学 2 ◎ 視能矯正学特論 2

◎ 神経眼科学実習 1 ◎ 視能矯正学特論実習Ⅰ 1

医療衛生学４群科目（リハビリテーション学科　視覚機能療法学専攻）

※ 医療レーザー入門Ⅰ 1 ※ 医療に利用される最新科学 1 ※ 医用治療機器学特論 1

※ 医療レーザー入門Ⅱ 1 ※ 生体信号計測概論 1 ※ 臨床検査技師国家試験基礎講座 1

※ 生体医用光学概論 1 ※ 生命科学 1 ※ 初学者のための生体防御のしくみ 1

※ ボランティア社会学 1

本大学の他学部他学科他専攻の授業科目及び単位互換協定に基づく単位互換科目・共同授業科目
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＊

＊

＊

＊

＊は、学部によって履修科目が異なる

教育実習講義 1

教育実習

(生物環境科学科を除く)

教職実践演習 2 教職実践演習（中・高） 2

教育実践に関する科目

中5
高3

4

教育実習
2

(生物環境科学科のみ)

教育実習

生徒指導の理論及び方法 生徒指導論 2

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識
を含む。）の理論及び方法 教育相談・進路指導論 2

進路指導及びキャリア教育の理論及び方法

＊1

特別活動の指導法
特別活動論
（獣医学部必修）

＊1

教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を
含む。）

教育方法論 2

10

教育原理Ⅰ

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 教育心理学 2

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対
する理解

特別支援教育概論 1

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・
マネジメントを含む。）

教育課程論 2

2

教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学
校運営への対応を含む。）

教職概論 2

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学
校と地域との連携及び学校安全への対応を含
む。）

教育原理Ⅱ 2

単位数

本大学の授業科目

別表４－①

教職課程（獣医学部動物資源科学科・生物環境科学科、海洋生命科学部、理学部）

教育の基礎的理解に関する科目等 単位数はすべて必修

教育職員免許法施行規則に定める科目区分等

道徳、総合的な学習の時
間等の指導法及び生徒指
導、教育相談等に関する
科目

道徳の理論及び指導法＜中学校教諭のみ＞

中10
高8

道徳教育論 2

総合的な学習の時間の指導法 特別活動及び総合的な学習の時間
指導論（※理学・海洋生命科学部
必修）

＊2

特別活動の指導法

総合的な学習の時間の指導法
総合的な学習の指導論
（獣医学部必修）

科目 各科目に含めることが必要な事項 単位数 授業科目

教育の基礎的理解に関す
る科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想
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教科及び教科の指導法に関する科目

・中学校教諭一種免許状（理科）

教科及び教科の指導法に関する科目

・高等学校教諭一種免許状（理科）

教科及び教科の指導法に関する科目

・高等学校教諭一種免許状（農業）

教科及び教
科の指導法
に関する科
目

教科及び教科の指導法に関する科目における複数の事項を合わせた内容に係る科目 -

各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 4単位

教科に関す
る専門的事
項

農業の関係科目

職業指導

それぞれ1単位以上
計20単位以上

教職課程（獣医学部生物環境科学科）

単位数はすべて必修

免許教科 授　業　科　目 単　位　数

教科及び教
科の指導法
に関する科
目

教科に関す
る専門的事
項

物理学

化学

生物学

地学

物理学実験（コンピュータ活用を含む。）、化学実験（コンピュータ活
用を含む。）、生物学実験（コンピュータ活用を含む。）、地学実験
（コンピュータ活用を含む。）

教科及び教科の指導法に関する科目における複数の事項を合わせた内容に係る科目 -

各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 8単位

それぞれ1単位以上
計20単位以上

教職課程（獣医学部動物資源科学科、海洋生命科学部、理学部）

単位数はすべて必修

免許教科 授　業　科　目 単　位　数

教科及び教
科の指導法
に関する科
目

教科に関す
る専門的事
項

物理学

それぞれ1単位以上
計20単位以上

物理学実験（コンピュータ活用を含む。）

化学

化学実験（コンピュータ活用を含む。）

生物学

生物学実験（コンピュータ活用を含む。）

地学

地学実験（コンピュータ活用を含む。）

教科及び教科の指導法に関する科目における複数の事項を合わせた内容に係る科目 -

各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 8単位

教職課程（獣医学部動物資源科学科、海洋生命科学部、理学部）

単位数はすべて必修

免許教科 授　業　科　目 単　位　数
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単位数はすべて必修

養護に関する科目 単位数はすべて必修

精神保健 2

看護学（臨床実習及び救急処置を含む。） 10

栄養学（食品学を含む。） 2

解剖学・生理学 2

「微生物学、免疫学、薬理概論」 2

学校保健 2

養護概説 2

健康相談活動の理論・健康相談活動の方法 2

教育職員免許法施行規則に定める科目 単位数

衛生学・公衆衛生学（予防医学を含む。） 4

2

教育実践に関する科目
5 養護実習 5

教職実践演習 2 教職実践演習（養護） 2

教育相談論

養護実習

*教育原論は、「教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想」と「教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校と地域と
の連携及び学校安全への対応を含む。）」を含む科目

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・
マネジメントを含む。）

カリキュラム論 1

道徳、総合的な学習の時
間等の内容及び生徒指
導、教育相談等に関する
科目

道徳、総合的な学習の時間及び特別活動に関する
内容

6

道徳の理論並びに特別活動及び総
合的な学習の時間の指導論

2

教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を
含む。）

教育方法論 1

生徒指導の理論及び方法 生徒指導論 1

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識
を含む。）の理論及び方法

教育の基礎的理解に関す
る科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

8

教育原論
2

（*）

教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学
校運営への対応を含む。）

教職概論 2

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学
校と地域との連携及び学校安全への対応を含
む。）

（教育原論） （*）

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 教育心理学 2

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対
する理解

特別支援教育概論

別表４－②

教職課程（看護学部）

教育職員免許法施行規則に定める科目区分等 本大学の授業科目
単位数

科目 各科目に含めることが必要な事項 単位数 授業科目

1

教育の基礎的理解に関する科目等
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博物館教育論 ２ 博物館教育論

２

博物館情報・メディア論 博物館情報・メディア論

博物館実習 ３
博物館実習Ⅰ

博物館実習Ⅱ

１

２ ２

博物館資料論 博物館資料論

博物館資料保存論 博物館資料保存論

博物館展示論 ２ 博物館展示論

２

２ ２

２

学芸員資格を付与する課程（海洋生命科学部海洋生命科学科）

生涯学習概論 生涯学習概論

博物館概論 博物館概論２

２

２ 博物館経営論

２

２

本大学の授業科目

２

別表５

博物館経営論

２

博物館法施行規則に定める博物館に関する科目・単位数

単位数はすべて必修

単位数 授 業 科 目 単位数

２

科　　　目
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別表６－①　入学検定料及び学費（※は初年度のみ納入を表す。）

270,000 円   施設設備費 530,000 円   270,000 円   

（２年次以降） ( 630,000 円)  

授　業　料

（２年次以降）

3,000,000 円   

( 3,500,000 円)  

1,500,000 円   

入学検定料

海 洋 生 命 科 学 部

250,000 円   

830,000 円   830,000 円   

医　学　部

60,000 円   

( 370,000 円)  

（２年次以降） ( 930,000円)  ( 930,000円)  

獣医学科 動物資源科学科 生物環境科学科

入学検定料

33,000 円   33,000 円   

( 370,000 円)  

（２年次以降）

授　業　料

35,000 円   

400,000 円   

1,100,000 円   

※入　学　金　

300,000 円   

※入　学　金　

（２年次以降） ( 370,000 円)  

施設設備費 850,000 円   820,000 円   

（２年次以降）

( 1,700,000 円)  

( 950,000 円)  

入学検定料 33,000 円   

授　業　料 1,500,000 円   

獣 医 学 部

※入　学　金　

33,000 円   

（２年次以降）

（４年次以降）

教育充実費 3,500,000 円   

( 1,000,000 円)  

250,000 円   

※入　学　金　

入学検定料

看　護　学　部

（２年次以降）

300,000 円   

900,000 円   

1,200,000 円   

300,000 円   

33,000 円   

授　業　料

200,000 円   

※入　学　金　

施設設備費

授　業　料

400,000 円   

（２年次以降） ( 1,400,000 円)  

( 1,200,000 円)  

助産師教育課程指定科目履修料
350,000 円   

薬　学　部

薬学科 生命創薬科学科

35,000 円   

400,000 円   

入学検定料

850,000 円   

保健師教育課程指定科目履修料
80,000 円   

（履修者のみ）

（履修者のみ）

施設設備費

( 1,080,000 円)  

1,000,000 円   

（１年次９月入学）

（１年次９月入学）

（１年次９月入学）

1,750,000 円   

580,000 円   

2,040,000 円   

施設設備費
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別表６－②　科目等履修生の審査料及び学費

別表６－③　教職課程及び学芸員養成課程履修料

50,000 円

獣医学部

動物資源科学科 生物環境科学科

50,000 円 30,000 円 100,000 円教職課程

33,000 円   

化学科 生物科学科

理　　学　　部

33,000 円   

物理学科

33,000 円   

授　業　料 1,012,500 円   1,062,500 円   

200,000 円   

1,012,500 円   

( 1,062,500 円)  （２年次以降）

※入　学　金　 200,000 円   

( 1,062,500 円)  ( 1,162,500 円)  

薬学部

450,000 円   

※入　学　金　

入学検定料 33,000 円   

医 療 衛 生 学 部

細胞検査士コース履修料
150,000 円   

（医療検査学科・履修者のみ）

300,000 円   

施設設備費 450,000 円   

医療衛生学部

入学検定料

450,000 円   

550,000 円   

医学部

１単位

50,000 円 25,000 円25,000 円 25,000 円

１単位

25,000 円25,000 円

200,000 円   

１単位 １単位

15,000 円50,000 円15,000 円 15,000 円

看護学部

15,000 円15,000 円

授　業　料

（２年次以降）

施設設備費

15,000 円

理学部獣医学部 海洋生命科学部

( 1,200,000 円)  

50,000 円

科目等履修料
１単位 １単位１単位

審査料

950,000 円   

登録料 25,000 円

25,000 円25,000 円

学芸員養成課程

本大学卒業生の科目等履修料は１単位あたり 20,000円とする。ただし、医学部を除く。

25,000 円 25,000 円 25,000 円50,000 円

学部等　
海洋生命科学部 看護学部 理学部

　課　程

25,000 円

50,000 円

履修料 40,000円

別表６－④　臨床検査技師課程履修料

薬学部薬学科
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学則の変更事項を記載した書類 

附則に以下の内容を規定する。 

１ 施行年月日（2022 年 4 月 1日）を規定する。 

２ 第８条（入学定員、編入学定員及び収容定員）の規定にかかわらず、2022 年度の医学部

の入学定員を 120 名、2023 年度の医学部の入学定員を 109 名とすることを規定する。 

３ 第８条（入学定員、編入学定員及び収容定員）に掲げる医学部の収容定員の学年進行に

ついて規定する。 

以上 
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（入学定員、編入学定員及び収容定員） （入学定員、編入学定員及び収容定員）
第８条　学生の入学定員、編入学定員及び収容定員は、次のとおりとする。 第８条　学生の入学定員、編入学定員及び収容定員は、次のとおりとする。

附則（北学総第2019-01219号、北学総第2019-03539号、北学総第2019-07123号、 附則（北学総第2019-01219号、北学総第2019-03539号、北学総第2019-07123号、

1 　この学則は、2020年4月1日から施行する。 1 　この学則は、2020年4月1日から施行する。
2 2

3 3

附則（北学総第2021-06352号）
1 　この学則は、2022年4月1日から施行する。
2

3

2025年度

学部計
＜略＞

2026年度 2027年度 2028年度 2029年度

　第８条（入学定員、編入学定員及び収容定員）の規定にかかわらず、2022年度の医学部の入
学定員を120名とする。また、2023年度の医学部の入学定員を109名とする。

　第８条（入学定員、編入学定員及び収容定員）に掲げる医学部の収容定員の学年進行につい
ては、次のとおりとする。

学部 学科 2022年度

学部 学科・専攻

医学部 医学科 713名 703名 694名 685名

＜略＞

３年次編入 ４年次編入 収容定員

677名 669名

＜略＞

＜略＞

2023年度 2024年度

収容定員
２年次編入 ３年次編入 ４年次編入 収容定員

入学定員
（編入学定員） 編入学

収容定員
２年次編入

医学科

学部 学科・専攻 入学定員
（編入学定員） 編入学

660名

659名 660名

110名660名 医学部
学部計

【略】

660名
110名

【略】

　北学総第2019-07444号、北学総第2019-13334号）

　第８条（入学定員、編入学定員及び収容定員）の規定にかかわらず、2020年度から2021年度ま
での医学部の入学定員を118名とする。また、2022年度から2023年度までの医学部の入学定員を
109名とする。

医学部 医学科 110名
110名

674名 666名 658名

　第８条（入学定員、編入学定員及び収容定員）に掲げる医学部の収容定員の学年進行につい
ては、次のとおりとする。

660名

2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度学部 学科 2020年度 2021年度 2022年度

医学科 713名 712名 702名 692名

2024年度2023年度

683名

2021年度

659名 660名
看護学部 看護学科 505名 500名 495名 500名
医学部

2027年度

【略】

【略】

【略】

　北学総第2019-07444号、北学総第2019-13334号）

　第８条（入学定員、編入学定員及び収容定員）の規定にかかわらず、2020年度から2021年度ま
での医学部の入学定員を118名とする。また、2022年度から2023年度までの医学部の入学定員を
109名とする。

　第８条（入学定員、編入学定員及び収容定員）に掲げる医学部の収容定員の学年進行につい
ては、次のとおりとする。

学部 学科 2020年度

674名

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

500名

2028年度 2029年度

医学部 医学科 713名 712名 702名 692名 683名 666名 658名 659名 660名
看護学部 看護学科 505名 500名 495名

【略】

北　里　大　学　学　則 北　里　大　学　学　則

2021年度（旧）2022年度（新）

北里大学学則　新旧対照表
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学則の変更の趣旨等を記載した書類 
 

目 次 

 

 

ア．学則変更（収容定員変更）の内容                    …p.2 

 

イ．学則変更（収容定員変更）の必要性                                       …p.2 

                           

ウ．学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容           

  （ア）教育課程の変更内容                          …p.2 

  （イ）教育方法及び履修指導方法の変更内容                  …p.2 

  （ウ）教員組織の変更内容                          …p.3 

  （エ）大学全体の施設・設備の変更内容                    …p.3 

 

 

（添付資料）「教育課程等の概要」（別記様式第 2号（その２の１））           …p.5 

 

（添付資料）「令和 4年度入学定員増員計画」の写し                 …p.10 
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学則の変更の趣旨等を記載した書類 

ア 学則変更（収容定員変更）の内容

北里大学学則第 8 条（入学定員、編入学定員及び収容定員）の規定（医学部入学定員 110

名）にかかわらず、2022 年度の医学部の入学定員を 120 名とする。 

※2020 年度から 2023 年度までの間は、臨時的に入学定員を 1 名減としているため、202

2 年度の入学定員は 120（110-1+11）名、2023 年度の入学定員は 109（110-1）名となる。

〇収容定員の学年進行
年度 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 

収容定員 713 703 694 685 677 669 659 660 

〇収容定員の年度・学年別内訳

年度 恒久定員 地域枠 入学定員 1年 2年 3年 4年 5年 6年 収容定員

2019 110 9 119 119 119 119 119 119 119 714

2020 109 9 118 118 119 119 119 119 119 713

2021 109 9 118 118 118 119 119 119 119 712

2022 109 11 120 120 118 118 119 119 119 713

2023 109 0 109 109 120 118 118 119 119 703

2024 110 0 110 110 109 120 118 118 119 694

2025 110 0 110 110 110 109 120 118 118 685

2026 110 0 110 110 110 110 109 120 118 677

2027 110 0 110 110 110 110 110 109 120 669

2028 110 0 110 110 110 110 110 110 109 659

2029 110 0 110 110 110 110 110 110 110 660

イ 学則変更（収容定員変更）の必要性

地域の医師確保等に早急に対応するために設定している地域枠 9 名について、2021 年

度で認可期限が満了となったが、文部科学省高等教育局医学教育課から、2022 年度に限

り 11 名（山梨県 2 名、茨城県 4 名※茨城県からの依頼により 2人増員、神奈川県 5 名）として、

学則変更の手続きを進めることを認める旨の通知があった。 

このことに基づき、医師不足解消に貢献することを目的とし、医学部の収容定員変更

に係る学則変更を行う。 

ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容

（ア）教育課程の変更内容

収容定員変更に伴う教育課程の変更は生じない。 

（イ）教育方法及び履修指導方法の変更内容

①教育方法

収容定員変更後も、大学設置基準上の必要教員数を満たしており、教育方法の

変更は予定していない。講義形式、実験・実習形式の授業いずれも、教室の収容

定員内であることから授業内容の変更を行わずに対応することが可能で、収容定

員変更前と同等の教育効果を担保できる。 
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教育方法の変更は行わないため、入学定員が 11人増加しても、そのままの体制

を維持することが可能である。 

②履修指導方法

前述のとおり教育方法の変更を予定しないことから、履修指導方法及び指導体

制の変更も行わない。履修指導方法についてはシラバスに明記する。学生便覧に

は、学部暦、試験・進級諸規程、クラス主任一覧、学生相談室の利用方法等を掲

載し、学生の指導体制及び学習サポートについて明記する。また、学年初めに実

施するオリエンテーション、ガイダンスにおいて、シラバス、学生便覧等の活用

を説明する。学生の進路、履修等、個人的相談にはクラス主任、学年主任及び全

学年の学生が横断的に所属する少人数制の一般懇和会が中心となって対応する。

また、第 1 学年から第 4 学年の学業不振者及び留年者を対象とした、特定懇和会

は、学習方法等に特化した相談及び指導による対応を行っている。 

履修指導方法の変更は行わないため、入学定員が 11 人増加しても、そのままの

体制を維持することが可能である。 

（ウ）教員組織の変更内容

収容定員変更に伴う教員組織の変更は行わない。医学部の専任教員は計 1,119 人

（教授 70 人、准教授 46人、講師 146 人、助教 857 人：2021 年 4月 1日時点）で構

成される。大学設置基準上の必要専任教員数（計 140 名、うち教授数 30名）と比較

して大幅に上回っており、引き続き教育の質は担保できる。このことから、教員組

織の変更は行わない。 

定員減に伴う教員組織の変更は行わないため、入学定員が 11 名増加しても、その

ままの体制を維持することが可能である。 

（エ）大学全体の施設・設備の変更内容

過去 10 年間の各学年の在学者数は下表のとおりである。留年生を含む平均在籍者

数は、全学年を通し 120 人前後で、最大在籍者数は、2021 年度の第 6 学年の 137 人

であった。これらの実績から、収容定員変更後も、授業・実習については、現状の

施設・設備で十分対応できる。 

 定員減に伴う施設・設備の変更は行わないため、入学定員が 11人増加しても、そ

のままの体制を維持することが可能である。 
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各学年の在籍者数（単位：人 当該年度 5月 1 日現在） 

第 1学年 第 2学年 第 3学年 第 4学年 第 5学年 第 6学年 

H24 122 115 112 135 105 115 

H25 125 123 110 122 121 107 

H26 126 133 113 112 120 129 

H27 123 136 120 115 109 125 

H28 123 126 126 125 115 112 

H29 124 125 120 135 118 123 

H30 125 123 124 122 126 130 

R1 129 124 115 131 119 129 

R2 125 127 122 117 124 128 

R3 121 128 118 128 115 137 

平均 124.3 126 118 124.2 117.2 123.5 
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

哲学の楽しみＡ 1前 2 ○ 兼1

哲学の楽しみＢ 1後 2 ○ 兼1

科学を考えるＡ 1前 2 ○ 兼1

科学を考えるＢ 1後 2 ○ 兼1

芸術の楽しみＡ 1前 2 ○ 兼2 複数クラス

芸術の楽しみＢ 1後 2 ○ 兼2 複数クラス

倫理学Ａ 1前 2 ○ 兼2 複数クラス

倫理学Ｂ 1後 2 ○ 兼1

文学の楽しみＡ 1前 2 ○ 兼1

文学の楽しみＢ 1後 2 ○ 兼1

信仰と救いＡ 1前 2 ○ 未開講

信仰と救いＢ 1後 2 ○ 未開講

日本国憲法Ａ 1前 2 ○ 兼1

日本国憲法Ｂ 1後 2 ○ 兼2 複数クラス

法律の役割Ａ 1前 2 ○ 兼1

法律の役割Ｂ 1後 2 ○ 兼1

経済のしくみＡ 1前 2 ○ 兼1

経済のしくみＢ 1後 2 ○ 兼1

個人と社会Ａ 1前 2 ○ 兼1

個人と社会Ｂ 1後 2 ○ 兼1

政治のしくみＡ 1前 2 ○ 未開講

政治のしくみＢ 1後 2 ○ 未開講

文化人類学Ａ 1前 2 ○ 兼1

文化人類学Ｂ 1後 2 ○ 未開講

日本と国際社会Ａ 1前 2 ○ 未開講

日本と国際社会Ｂ 1後 2 ○ 未開講

環境を考えるＡ 1前 2 ○ 未開講

環境を考えるＢ 1後 2 ○ 未開講

歴史と人間Ａ 1前 2 ○ 未開講

歴史と人間Ｂ 1後 2 ○ 兼1

心理学Ａ 1前 2 ○ 兼2 複数クラス

心理学Ｂ 1後 2 ○ 兼2 複数クラス

健康の科学Ａ 1前 2 ○ 兼1

健康の科学Ｂ 1後 2 ○ 兼1

健康の科学Ｃ 1前･後 2 ○ 兼9 複数クラス･オムニバス

健康とスポーツ演習 1通 2 ○ 兼3 複数クラス

北里の世界 1前･後 1 ○ 兼6 オムニバス

仕事と人生 1前 1 ○ 兼8 オムニバス

農医連携論 1後 1 ○ 1 1 兼7 オムニバス

英語ＡⅠ 1前 1 ○ 兼2 複数クラス

英語ＡⅡ 1後 1 ○ 兼2 複数クラス

英語ＢⅠ 1前 1 ○ 兼2 複数クラス

英語ＢⅡ 1後 1 ○ 兼2 複数クラス

１
群
科
目

人
間
形
成
の
基
礎
科
目

文
化
の
領
域

社
会
の
領
域

健
康
の
領
域

総
合
領
域
科
目

総
合
領
域

基
礎
教
育
科
目

外
国
語
系

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（医学部医学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

- 学則変更の趣旨 -5-



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
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習
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授

講

師

助

教

助

手

数学 1前 4 ○ 兼2 複数クラス

統計学Ａ 1通 4 ○ 兼1 複数クラス

物理学 1前 3 ○ 兼1

物理学実験 1前 1 ○ 兼7

化学 1前 3 ○ 兼1

化学実験 1前 1 ○ 兼7

生物学 1前 3 ○ 兼1

生物学実験 1後 1 ○ 兼13

教養演習Ａ 1通 2 ○ 兼2 複数クラス

教養演習Ｂ 1前 1 ○ 兼2 複数クラス

教養演習Ｃ 1後 1 ○ 兼1

大学基礎演習 1前 1 ○ 兼3 複数クラス

言語と文化Ａ 1通 2 ○ 兼4 複数クラス

－ 28 73 5 1 1 兼77

医学原論・医学原論演習 1通 3 ○ 2 2 2 兼10 複数クラス･オムニバス

生化学序説 1前 1 ○ 1 1 オムニバス

細胞生物学 1前 2 ○ 4 2 1 兼2 オムニバス

タンパク質化学 1後 1 ○ 2 1 2 オムニバス

放射線健康リスク科学 3前 1 ○ 2 オムニバス

医学英語Ⅰ 2前･後 2 ○ 兼4 複数クラス･オムニバス

医学英語Ⅱ 3前･後 2 ○ 2 1 1 兼4 オムニバス

－ 12 11 5 6 兼18

組織学 2前 2 ○ 1 1 オムニバス

組織学実習 2前 1 ○ 1 1 1 1 オムニバス

解剖・発生学Ⅰ 1後 2 ○ 2 1 2 兼1 オムニバス

解剖・発生学Ⅱ 1後 1 ○ 1 1 オムニバス

解剖・発生学Ⅲ 2前 1 ○ 1 1 2 オムニバス

解剖学実習 2前 4 ○ 1 1 2 兼1 オムニバス

神経解剖学・実習 2前 1 ○ 1 1 1 1 オムニバス

生理学 2前 5 ○ 2 1 2 1 兼5 オムニバス

生理学実習 2後 1 ○ 2 1 2 1 兼6 オムニバス

代謝学 1後 2 ○ 1 1 2 オムニバス

医化学・栄養学 2前 2 ○ 1 1 1 オムニバス

分子医化学実習 1後 1 ○ 3 2 7 オムニバス

微生物学総論・実習 2後 1 ○ 1 1 2 兼4 オムニバス

寄生虫学・熱帯医学 2後 1 ○ 1 1 1 兼1 オムニバス

病理学総論 2後 1 ○ 3 2 6 兼2 オムニバス

病理学総論実習 2後 1 ○ 3 2 6 兼2 オムニバス

薬理学総論 2前 2 ○ 2 1 1 1 オムニバス

薬理学実習 2後 1 ○ 2 1 1 1 兼6 オムニバス

臨床遺伝学 2後 1 ○ 3 兼7 オムニバス

遺伝子学 1後 2 ○ 3 兼1 オムニバス

免疫学総論・実習 2後 1 ○ 1 1 2 兼1 オムニバス

実験動物学・実習 1後 1 ○ 1 1 1 オムニバス

東洋医学 3後 1 ○ 1 2 1 兼8 オムニバス

神経系 2後 2 ○ 2 2 2 兼3 オムニバス

循環器系 2後 2 ○ 6 2 5 3 兼1 オムニバス

呼吸器系 2後 2 ○ 5 1 2 1 兼6 オムニバス

２
群
科
目

小計（7科目） －

３
群
科
目

備考

１
群
科
目

基
礎
教
育
科
目

数
理
・

情
報
系

自
然
科
学
系

教
養
演
習
系
科
目

教
養
演
習
系

小計（56科目） －

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

- 学則変更の趣旨 -6-
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義
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習
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授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

消化器系 3前 2 ○ 5 4 5 1 兼3 オムニバス

血液造血器系 3前 1 ○ 3 1 1 3 兼1 オムニバス

内分泌・代謝系 3前 1 ○ 2 4 2 オムニバス

生殖機能妊娠分娩系 2後 1 ○ 1 3 1 1 兼4 オムニバス

運動器系 3前 1 ○ 2 2 2 1 兼1 オムニバス

腎尿路系 3前 1 ○ 2 2 3 2 兼2 オムニバス

基礎腫瘍系 3前 1 ○ 4 兼3 オムニバス

臨床腫瘍系 3後 1 ○ 7 1 2 兼4 オムニバス

老年医学 4前 1 ○ 2 兼5 オムニバス

感染症・免疫系診断・治療学 3前 2 ○ 2 2 2 4 兼3 オムニバス

神経系診断・治療学 3後 3 ○ 2 2 9 1 オムニバス

循環器系診断・治療学 3前 4 ○ 5 4 5 5 兼2 オムニバス

呼吸器系診断・治療学 3前 2 ○ 4 1 4 兼6 オムニバス

消化器系診断・治療学 3後 4 ○ 8 4 10 1 兼8 オムニバス

血液造血器系診断・治療学 3後 1 ○ 2 1 5 オムニバス

内分泌・代謝系診断・治療学 3後 2 ○ 1 1 1 6 兼4 オムニバス

生殖機能妊娠分娩系診断・治療学 4前 3 ○ 2 2 4 3 兼3 オムニバス

成長発達系診断・治療学 3後 3 ○ 3 1 3 12 兼7 オムニバス

運動器系診断・治療学 3後 1 ○ 2 1 5 2 兼1 オムニバス

腎尿路系診断・治療学 3後 1 ○ 3 2 4 兼3 オムニバス

画像・臨床検査診断学 4前 1 ○ 4 2 4 オムニバス

精神系診断・治療学 3後 2 ○ 3 1 4 兼5 オムニバス

皮膚系診断・治療学 3後 1 ○ 1 3 6 オムニバス

視覚系診断・治療学 4前 1 ○ 1 6 2 兼4 オムニバス

耳鼻咽喉・頭頸部系診断・治療学 4前 1 ○ 2 2 3 2 兼2 オムニバス

救急侵襲医療系診断・治療学 4前 2 ○ 5 3 6 5 兼1 オムニバス

予防医学系 4前 3 ○ 2 5 2 兼12 オムニバス

衛生・公衆衛生実習 5通 1 ○ 2 5 1 兼4 複数クラス･オムニバス

公衆衛生実習（選択実習） 5後･6前 3 ○ 1 3 複数クラス･オムニバス

法医学系 4前 2 ○ 1 1 1 兼5 オムニバス

法医学実習（選択実習） 5後･6前 3 ○ 1 1 1 複数クラス･オムニバス

医療安全・管理学 1前･3前 1 ○ 1 兼6 オムニバス

内科学総論（臨床実習入門含） 3後･4後 3 ○ 3 2 5 兼1 オムニバス

消化器内科実習 4後･5通 2 ○ 3 1 7 12 複数クラス･オムニバス

内分泌・代謝内科実習 4後･5通 2 ○ 1 1 4 兼1 複数クラス･オムニバス

循環器内科実習 4後･5通 2 ○ 1 1 4 14 兼2 複数クラス･オムニバス

脳神経内科実習 4後･5通 2 ○ 1 2 4 7 複数クラス･オムニバス

血液内科実習 4後･5通 2 ○ 1 1 4 兼1 複数クラス･オムニバス

腎臓内科実習 4後･5通 2 ○ 1 2 3 2 複数クラス･オムニバス

呼吸器内科実習 4後･5通 2 ○ 2 1 2 5 兼5 複数クラス･オムニバス

膠原病・感染内科実習 4後･5通 2 ○ 1 1 1 5 兼1 複数クラス･オムニバス

消化器内科実習（選択実習） 5後･6前 3 ○ 3 1 7 12 複数クラス･オムニバス

内分泌・代謝内科実習（選択実習） 5後･6前 3 ○ 1 1 4 兼1 複数クラス･オムニバス

循環器内科実習（選択実習） 5後･6前 3 ○ 1 1 4 14 兼2 複数クラス･オムニバス

脳神経内科実習（選択実習） 5後･6前 3 ○ 1 2 4 7 複数クラス･オムニバス

血液内科実習（選択実習） 5後･6前 3 ○ 1 1 4 兼1 複数クラス･オムニバス

腎臓内科実習（選択実習） 5後･6前 3 ○ 1 2 3 2 複数クラス･オムニバス

呼吸器内科実習（選択実習） 5後･6前 3 ○ 2 1 2 5 兼5 複数クラス･オムニバス

専任教員等の配置

備考

３
群
科
目

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態
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手

膠原病・感染内科実習（選択実習） 5後･6前 3 ○ 1 1 1 5 兼1 複数クラス･オムニバス

外科学総論 3後 1 ○ 6 3 1 兼1 オムニバス

外科実習 4後･5通 4 ○ 7 3 3 14 複数クラス･オムニバス

外科実習（選択実習） 5後･6前 3 ○ 7 3 3 14 複数クラス･オムニバス

小児科実習 4後･5通 3 ○ 2 1 2 9 複数クラス･オムニバス

小児科実習（選択実習） 5後･6前 3 ○ 2 1 2 9 複数クラス･オムニバス

産婦人科実習 4後･5通 3 ○ 1 2 2 14 複数クラス･オムニバス

産婦人科実習（選択実習） 5後･6前 3 ○ 1 2 2 14 複数クラス･オムニバス

臨床検査診断学実習 5通 1 ○ 1 1 1 3 兼1
複数クラス･オムニバス

･総合診療医学実習

臨床検査診断学実習（選択実習） 5後･6前 3 ○ 1 1 2 複数クラス･オムニバス

形成外科・美容外科実習 5通 1 ○ 1 1 3 3 複数クラス･オムニバス

形成外科・美容外科実習（選択実習） 5後･6前 3 ○ 1 1 3 3 複数クラス･オムニバス

救命救急医学実習 5通 1 ○ 1 1 2 7 複数クラス･オムニバス

救命救急医学実習（選択実習） 5後･6前 3 ○ 1 1 2 7 複数クラス･オムニバス

心臓血管外科実習 5通 1 ○ 2 1 1 1 兼1 複数クラス･オムニバス

心臓血管外科実習（選択実習） 5後･6前 3 ○ 2 1 1 1 兼1 複数クラス･オムニバス

呼吸器外科実習 5通 1 ○ 1 2 1 複数クラス･オムニバス

呼吸器外科実習（選択実習） 5後･6前 3 ○ 1 2 1 複数クラス･オムニバス

脳神経外科実習 5通 1 ○ 1 1 3 1 兼1 複数クラス･オムニバス

脳神経外科実習（選択実習） 5後･6前 3 ○ 1 1 3 1 兼1 複数クラス･オムニバス

放射線科実習 5通 1 ○ 3 1 2 3 兼2 複数クラス･オムニバス

画像診断学実習（選択実習） 5後･6前 3 ○ 1 2 複数クラス･オムニバス

放射線腫瘍学実習（選択実習） 5後･6前 3 ○ 2 1 2 1 複数クラス･オムニバス

耳鼻咽喉科・頭頸部外科実習 5通 1 ○ 2 1 5 8 兼1 複数クラス･オムニバス

耳鼻咽喉科・頭頸部外科実習（選択実習） 5後･6前 3 ○ 2 1 4 8 複数クラス･オムニバス

眼科実習 5通 1 ○ 1 3 6 兼2 複数クラス･オムニバス

眼科実習（選択実習） 5後･6前 3 ○ 1 3 6 兼2 複数クラス･オムニバス

整形外科実習 5通 1 ○ 2 1 8 7 複数クラス･オムニバス

整形外科実習（選択実習） 5後･6前 3 ○ 2 1 8 7 複数クラス･オムニバス

泌尿器科実習 5通 1 ○ 2 1 4 4 複数クラス･オムニバス

泌尿器科実習（選択実習） 5後･6前 3 ○ 3 1 4 5 複数クラス･オムニバス

皮膚科実習 5通 1 ○ 1 3 3 兼1 複数クラス･オムニバス

皮膚科実習（選択実習） 5後･6前 3 ○ 1 3 3 兼1 複数クラス･オムニバス

精神科実習 4後･5通 3 ○ 2 1 11 複数クラス･オムニバス

精神科実習（選択実習） 5後･6前 3 ○ 2 1 11 複数クラス･オムニバス

麻酔科実習 5通 1 ○ 3 1 3 11 兼1 複数クラス･オムニバス

麻酔科実習（選択実習） 5後･6前 3 ○ 3 1 3 11 兼1 複数クラス･オムニバス

病理学臨床実習 5通 1 ○ 3 2 5 兼1 複数クラス･オムニバス

病理実習（選択実習） 5後･6前 3 ○ 3 2 5 兼1 複数クラス･オムニバス

総合診療医学実習 4後･5通 3 ○ 1 4 兼1
複数クラス･オムニバス

･臨床検査診断学実習

総合診療医学実習（選択実習） 5後･6前 3 ○ 1 4 兼1 複数クラス･オムニバス

東洋医学実習（選択実習） 5後･6前 3 ○ 1 2 兼9 複数クラス･オムニバス

学外実習Ⅰ（選択実習） 5後･6前 3 ○ 1 複数クラス･オムニバス

学外実習Ⅱ（選択実習） 5後･6前 3 ○ 1 複数クラス･オムニバス

学外実習Ⅲ（選択実習） 5後･6前 3 ○ 1 複数クラス･オムニバス

学外実習Ⅳ（選択実習） 5後･6前 3 ○ 1 複数クラス･オムニバス

学外実習Ⅴ（選択実習） 5後･6前 3 ○ 1 複数クラス･オムニバス

学外実習Ⅵ（選択実習） 5後･6前 3 ○ 1 複数クラス･オムニバス

臨床実習（KMC・北研病院）（選択実習） 5後･6前 3 ○ 4 1 6 15 兼15 複数クラス･オムニバス

３
群
科
目

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
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総合講義 6通 13 ○ 2 オムニバス

テュートリアル教育Ⅰ 1後 1 ○ 4 1 3 1 複数クラス･オムニバス

テュートリアル教育Ⅱ 3後 1 ○ 4 1 3 1 複数クラス･オムニバス

医学研究入門Ⅰ 2後 1 ○ 3 3 2 オムニバス

医学研究入門Ⅱ 3後 1 ○ 1 複数クラス･オムニバス

早期体験学習Ⅰ 1通 1 ○ 1 1 兼4 複数クラス･オムニバス

早期体験学習Ⅱ 2後 4 ○ 1 2 1 兼3 複数クラス･オムニバス

行動科学・医療面接 2後･3後･4前 1 ○ 1 1 2 兼5 複数クラス･オムニバス

医用情報学 1後 1 ○ 1 兼2 複数クラス･オムニバス

チーム医療論 1後 1 ○ 3 1 1 兼11 オムニバス

－ 168 114 72 43 118 205 兼169

－ 208 187 5 84 49 124 205 兼264

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

　合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

５　「授業形態」の欄は，各授業科目について，該当する授業形態の欄に「○」を記入すること。ただし，専門職大学等又は専門職

　学科を設ける大学若しくは短期大学の授業科目のうち，臨地実務実習については「実験・実習」の欄に「臨」の文字を，連携実務

　演習等については「演習」又は「実験・実習」の欄に「連」の文字を記入すること。

６　課程を前期課程及び後期課程に区分する専門職大学若しくは専門職大学の学部等を設置する場合又は前期課程及び後期課程に区

　分する専門職大学の課程を設置し，若しくは変更する場合は，次により記入すること。

（１）各科目区分における「小計」の欄及び「合計」の欄には，当該専門職大学の全課程に係る科目数，「単位数」及び「専任教

員等の配置」に加え，前期課程に係る科目数，「単位数」及び「専任教員等の配置」を併記すること。

（２）「学位又は称号」の欄には，当該専門職大学を卒業した者に授与する学位に加え，当該専門職大学の前期課程を修了した者

に授与する学位を併記すること。

（３）「卒業・修了要件及び履修方法」の欄には，当該専門職大学の卒業要件及び履修方法に加え，前期課程の修了要件及び履修

方法を併記すること。

○卒業要件
本学部に6年以上在学し、所定の単位を修得し、総合試験、共用試験医学系臨床実習後

OSCEに合格した者は卒業とし、学士（医学）の学位を授与する。（合計234単位）
○履修方法

１．第1学年は、人間形成の基礎科目を除く当該学年の開講科目の全てに合格し、人間形成
　　の基礎科目から4科目8単位以上修得する。
　２．第2学年及び第3学年は、配当科目の全てに合格する。
　３．第4学年は、当該学年の臨床実習科目を除く配当科目の全てに合格し、共用試験医学系
　　CBT及び共用試験医学系臨床実習前OSCEに合格し、臨床実習科目の不合格科目が3科目以
　　下であること。なお、臨床実習科目の不合格科目を有して進級した場合は、第5学年で当
　　該科目を再履修しなければならない。
　４．第5学年は、配当科目及び前号に定める第4学年の再履修科目のうち、不合格科目が1
　　科目以下であり、かつ総合試験に合格する。なお、臨床実習科目の不合格科目を有して
　　進級した場合は、第6学年で当該科目を再履修しなければならない。
　５．第6学年は、当該学年の開講科目（必修科目及び選択必修科目6科目）を修得する他、
　　共用試験医学系臨床実習後OSCE及び総合試験に合格する。なお、第5学年次の不合格科目
　　を有する者については、当該科目を再履修、合格する。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間
前期：1～19週

後期：22～50週

１時限の授業時間
1群科目：90分

2･3群科目：80分

学位又は称号 学士（医学） 学位又は学科の分野 医学関係

卒業・修了要件及び履修方法 授業期間等

専任教員等の配置

備考

３
群
科
目

小計（133科目） －

合計（196科目） －

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態
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国公私立

私立

１．現在（令和３年度）の入学定員（編入学定員）及び収容定員
入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員

118 0 0 712

（収容定員計算用）
H28 H29 H30 R1 R2 R3 計
119 119 119 119 118 118 712

0 0 0 0 0 0 0
（ウ）3年次編入学定員 0 0 0 0 0 0 0

119 119 119 119 118 118 712

２．本増員計画による入学定員増を行わない場合の令和４年度の入学定員（編入学定員）及び収容定員

入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員
109 0 0 658

（収容定員計算用）
R4 R5 R6 R7 R8 R9 計
109 109 110 110 110 110 658

0 0 0 0 0 0 0
（ウ）3年次編入学定員 0 0 0 0 0 0 0

109 109 110 110 110 110 658

1 1

３．令和４年度の増員計画
入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員

120 0 0 669

（収容定員計算用）
R4 R5 R6 R7 R8 R9 計
120 109 110 110 110 110 669

0
（ウ）3年次編入学定員 0

120 109 110 110 110 110 669

1 1

11

（内訳）

11

0

0

11計

（ア）入学定員

（臨時的な措置で減
員した場合、その人
数）

増員希望人数

(2) 研究医養成のための入学定員／編入学定員増（研
究医枠）

(3) 歯学部入学定員の削減を行う大学の特例に伴う入学
定員／編入学定員増（歯学部振替枠）

(1) 地域の医師確保のための入学定員／編入学定員増
（地域枠）

（イ）2年次編入学定員

計

大学名

北里大学

（臨時的な措置で減
員した場合、その人
数）

（ア）入学定員
（イ）2年次編入学定員

計

計

（ア）入学定員
（イ）2年次編入学定員

令和4年度入学定員増員計画
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１．地域の医師確保のための入学定員増について
増員希望人数 11

都道府県名 増員希望人数
神奈川県 5
茨城県 4
山梨県 2

11
※「大学所在地以外の都道府県」が5都道府県未満の場合は、残りの欄は空欄でご提出ください。

都道府県名
R2地域枠定員

（※1）
R2貸与者数

（※2）
R3地域枠定員

（※1）
R3貸与者数

（※2）

R2とR3の貸与
者数のうち多い

方の数

神奈川県 5 5 5 5 5
茨城県 2 2 2 2 2
山梨県 2 2 2 2 2

0
0
0

計 9 9 9 9 9
（※1）臨時定員分のみご記入ください。
（※2）恒久定員の中で地域枠を実施している場合、恒久定員分の地域枠の人数も含めた修学資金の貸与実績をご記入ください。
※6都道府県未満の場合は、残りの欄は空欄でご提出ください。

大学が所在する都道府県

大学所在地以外の都道府県

計

（１）対象都道府県名及び増員希望人数

（２）修学資金の貸与を受けた地域枠学生の確保状況
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１．大学が講ずる措置
１－１．地域枠学生の選抜
①令和２年度に実施した地域枠学生(令和３年入学)の選抜について、下記をご記入ください。複数種類の選抜を行った場合には、それぞれご記入ください。また、参考として学生募集要項の写しをご提出くださ

募集人数

うち臨時定員分

学校推薦型選
抜試験（地域
枠指定校）

（ⅰ）学校推薦型
選抜

別枠（区別型） 5 5 R2

学校推薦型選
抜試験（地域
枠指定校）

（ⅰ）学校推薦型
選抜

別枠（区別型） 2 2 R2

学校推薦型選
抜試験（地域
枠指定校）

（ⅰ）学校推薦型
選抜

別枠（区別型） 2 2 R2

合計 9 9

（※1）貴大学において作成した学生募集要項に記載の内容をご記入ください。

※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

②令和３年度に実施する地域枠学生(令和４年入学)の選抜について、下記をご記入ください。複数種類の選抜を行っている場合には、それぞれご記入ください。

また、参考としてPRのために作成した文書（リーフレット，ホームページ，テレビ，新聞，雑誌等）の写しをご提出ください。

募集人数
うち臨時定員分

名称 選抜方式

（３）令和４年度地域の医師確保のための入学定員増について

入試区分 選抜方法（※1）

・基礎学力検査
・論文
・面接
・調査書
・推薦状
・入学志願者面接票
等により入学志願者の能力・適
性等を総合して判定します。

・基礎学力検査
・論文
・面接
・調査書
・推薦状
・入学志願者面接票
等により入学志願者の能力・適
性等を総合して判定します。

・基礎学力検査
・論文
・面接
・調査書
・推薦状
・入学志願者面接票
等により入学志願者の能力・適
性等を総合して判定します。

名称 選抜方式 開始年度 備考

神奈川県

茨城県

山梨県

入試区分 選抜方法（※1） 出願要件（※1） 開始年度 備考

本学が指定した茨城県内の高等学校
を卒業見込みの者または茨城県内に
居住している者の子

下記の①または②の条件を満たす者
①本学が指定した山梨県内の高等学
校（中等教育学校、特別支援学校の後
期課程を含む）を卒業見込みの者
②保護者が山梨県内に居住している
者で、本学が指定した山梨県外の高等
学校（中等教育学校、特別支援学校の
後期課程を含む）を卒業見込みの者

出願要件（※1）

本学が指定した神奈川県内の高等学
校または中等教育学校を卒業見込み
の者または大学に入学した時点におい
て神奈川県内に1年以上居住したこと
のある者
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学校推薦型選
抜試験（地域
枠指定校）

（ⅰ）学校推薦型
選抜

別枠（区別型） 5 5 R1

学校推薦型選
抜試験（地域
枠指定校）

（ⅰ）学校推薦型
選抜

別枠（区別型） 4 4 R1

学校推薦型選
抜試験（地域
枠指定校）

（ⅰ）学校推薦型
選抜

別枠（区別型） 2 2 R1

合計 11 11
（※1）貴大学において、PRのために作成した文書（リーフレット，ホームページ，テレビ，新聞，雑誌等）に記載の内容（貴大学において作成予定の学生募集要項に記載予定の内容）をご記入ください。
※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

神奈川県

・基礎学力検査
・論文
・面接
・調査書
・推薦状
・入学志願者面接票
等により入学志願者の能力・適
性等を総合して判定します。

本学が指定した茨城県内の高等学校
を卒業見込みの者または茨城県内に
居住している者の子

茨城県

・基礎学力検査
・論文
・面接
・調査書
・推薦状
・入学志願者面接票
等により入学志願者の能力・適
性等を総合して判定します。

下記の①または②の条件を満たす者
①本学が指定した山梨県内の高等学
校（中等教育学校、特別支援学校の後
期課程を含む）を卒業見込みの者
②保護者が山梨県内に居住している
者で、本学が指定した山梨県外の高等
学校（中等教育学校、特別支援学校の
後期課程を含む）を卒業見込みの者

山梨県

・基礎学力検査
・論文
・面接
・調査書
・推薦状
・入学志願者面接票
等により入学志願者の能力・適
性等を総合して判定します。

本学が指定した神奈川県内の高等学
校または中等教育学校を卒業見込み
の者または大学に入学した時点におい
て神奈川県内に1年以上居住したこと
のある者
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１－２．教育内容

②（過去に地域枠を設定したことがある場合）これまでの取組・実績を、3～5行程度で簡潔にご記入ください。

③上記①の教育内容（正規科目）について、講義・実習科目内容をご記入ください。また、参考としてシラバスの写しをご提出ください。

地域枠学生 その他の学生
3 内科学総論 全員 必修 必修 講義 102h
4 予防医学系 全員 必修 必修 講義 48h
5 総合診療医学実 全員 必修 必修 実習 101h
6 総合診療医学実 全員 選択必修 選択必修 実習 101h

（※1）対象者は、当該講義・実習を受講可能な学生を「地域枠学生」「全員」のうちから選択ください。（地域枠学生の希望者のみの場合は、対象者を「地域枠学生」、必修／選択の別を「選択」とご記載ください。
※空欄がある場合は、何も記入せずそのままにご提出ください。

第3学年「内科学総論」では、総合診療・地域医療・在宅医療の役割、超高齢社会に
おいて求められる医師について学んでいる。第4学年「予防医学系」では、地域医療
の実際と地位における研究、及び保健所の機能を含む地域医療行政について学ん
でいる。第4～第6学年の臨床実習（必修・選択必修）「総合診療医学実習」では、地
域医療、在宅診療、訪問診療、地域包括ケアシステムの意義と必要性等を学ぶ。

対象学年 講義・実習名
対象者
（※1）

必修／選択の別 講義／実習の
別

単位
数

開始年度

H21以前
H21以前
H21以前
H21以前

①地域枠学生が卒後に勤務することが見込まれる都道府県での地域医療実習など、地域医療を担う医師養成の観点からの教育内容の概要（令和４年度）に
ついて、5～6行程度で簡潔にご記入ください。

平成22年度から地域枠による増員を開始し、令和3年度までに44名の地域枠学生を
確保し、14名が現在地域医療に貢献している。

（参考：記入例）
平成○年度から地域枠による増員を開始し、□□、■■などの取組を
行ってきた。令和３年度までに△名の地域枠学生を確保し、そのうち▲
名が現在～～として地域医療に貢献している。

（参考：記入例）
1～2年次には、「○○」という科目を開講するとともに「△△」を必修化
し、～～を学んでいる。3～4年次には、××実習を行い、～～を学んで
いる。またキャリア支援として□□を実施している。令和４年度からは、
■■を新たに開始するなど、～～を図ることとしている。
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④大学の正規科目以外で、提供する地域医療教育プログラムがあれば、その内容をご記入ください。

対象学年 プログラム名
対象者
（※1）

期間
（例：○週間）

開始年度

（※1）対象者は、当該講義・実習を受講可能な学生を「地域枠学生」「全員」のうちから選択ください。
※空欄がある場合は、何も記入せずにご提出ください。

⑤上記③④以外に、地域医療を担う医師の養成に関する取組等があれば、簡潔にご記入ください。（令和３年度以前から継続する取組を含む）（1～2行程度）

※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

プログラムの概要（1～2行程度）

取組の名称 取組の概要（1～2行程度） 開始年度
相模原市地域医療医師修学資金 相模原市旧津久井地域の医師不足を解消することを目的としてい H26

都道府県との連携
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２．都道府県等との連携

月額 総貸与額
大学の関与の

有無 (※1）

神奈川県 5 新入生 100,000 7,200,000 ○ ○

産科、小児
科、麻酔科、
外科、内科、
救急科及び総
合診療科

茨城県 4 新入生 250,000 18,000,000 ○ ×

山梨県 2 新入生 130,000 9,360,000 ○ ×

※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

②その他、都道府県と連携した取組があれば、簡潔にご記入ください。（例：在学中の学生に対する都道府県と連携した相談・指導、卒後のキャリアパス形成等に対する支援）（1～2行程度）

※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

３．その他

奨学金の設定
主体

貸与人数

取組の概要（1～2行程度） 開始年度
地域枠医師ガイダンス 県内医師による説明会 H27
地域枠医師進路面談 進路についての面談 H29

 (※1）○の場合は、備考欄に詳細をご記入ください。

貸与対象

貸与額　（例：200,000）

１～２に記入したもの以外で、その他、地域の医師確保の観点から大学の今後の取組があれば、簡潔にご記入ください。（1～3行程度）
特に、都道府県からの奨学金の貸与を受ける者、地域枠入学者を確保するために貴大学で取り組まれていることや今後の取組み予定がありましたら、ご記入ください。

返還免除要件

大学卒業後、初期臨床
研修を含む9年間知事
が指定する医療機関、
診療科に従事

大学卒業後1年6か月以
内に医師免許を取得し
た後、直ちに茨城県知
事の指定する医療機関
で9年間従事

医師免許取得後、15年
間の間に9年間知事が
指定する山梨県内の特
定公立病院に勤務

選抜時期

選抜方法

③地域枠入学
者であれば別
途選抜を実施
せず貸与

④その他（備
考欄に記入）

③地域枠入学
者であれば別
途選抜を実施
せず貸与

取組の名称

①都道府県が設定する奨学金について、以下をご記入ください。併せて、都道府県が厚生労働省に提出する予定の地域の医師確保等に関する計画及び「地域における医療及
び介護の総合的な確保の促進に関する法律」（平成元年法律第64号）第４条に規定する都道府県計画等に位置づけることを約束する文書を添付して下さい。
なお、複数の奨学金を設定している場合は、それぞれ記入ください。

備考

大学における選抜前に、
県において、地域枠制度
の理解徹底を目的とした
「eラーニング」を全出願
者に対して実施

診療科の限定
の有無

（診療科の限
定がある場

合）
その診療科名

- 学則変更の趣旨 -16-



２．研究医養成のための入学定員増について
増員希望人数 0

（１）令和４年度研究医養成のための入学定員増について
大学が講ずる措置
※令和３年度までの取組を継続して行う場合には、必要に応じて見直しを行ったうえで、当該取組も記載すること。

１．コンソーシアムの形成
①以下をご記入ください。複数のコンソーシアムを形成している場合には、コンソーシアムごとにご記入ください。

No.1
No.2
No.3
 (※1）過去に研究医枠により入学定員増を実施したことがない大学のみご記入ください。過去に研究医枠による増員を行った大学については、当該欄は記入不要です。

開始年度
（連携先大学が研究医枠による増員を

行っている場合）
連携大学との役割分担 (※1）

連携大学 取組の概要（1～3行程度）
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２．特別コース（※）の設定
（※）「特別コース」とは、学部・大学院教育を一貫して見通した研究医養成のための重点的プログラムを指します。

②研究医養成のための一貫した特別コースついて、以下をご記入ください。併せて、概要がわかる資料をご提出ください。

コースの名称 年次
募集定員

（※2）
開始年度

（※1）複数段階に分けて選抜を行っている場合には、該当する全てに○をご記入ください。
（※2）最低人数を定めている場合には、「○名以上」という形でご記入ください。
（※3）特別コースの学生の大学院進学時期について全てご記載ください。（例：5年次（MD-PhD）／卒後直後に進学／卒後、臨床研修後に進学／卒後、臨床研修と並行して進学）

③研究医養成のための選抜入試について、以下をご記入ください。

（「○」を選択した場合）以下をご記入するとともに、募集要項の写しをご提出ください。

募集人数
うち臨時定員分

合計 0 0

※複数種類の選抜を行っている場合には、それぞれご記入ください。
※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

①特別コースの概要について、5～6行程度で簡潔にご記入ください。その際、平成22年度～令和３年度に実施した取組で継続して行うもののほか、令和４年度
に新たに行おうとする取組についてもご記入ください。
（選抜の時期、授業内容、特別コースに入ることにより大学院進学が促進される仕組み（MD-PhD、単位の先行履修、論文認定、キャリア支援の取組など）

選抜の時期　（※1）

選抜入試

（※1）貴大学において、PRのために作成した文書（リーフレット，ホームページ，テレビ，新聞，雑誌等）に記載の
内容（貴大学において作成予定の学生募集要項に記載予定の内容）をご記入ください。

名称 入試区分 備考

特定の学年次に希望者を募
集

その他（備考欄に詳細を記
入）

備考
大学院への進学時期

（※3）

（参考：記入例）
MD-PhDコースや▲年次での大学院進学を促すとともに、○年次に選抜を行い、「○○」と
いう科目等を開講して～～を学んでいる。学部・大学院での一貫した研究を促すため、△
△、□□を行っている。またキャリア支援として、～～を実施している。令和４年度からは、
■■を新たに開始するなど、～～を図ることとしている。

選抜方法（※1） 開始年度

研究医養成のために特別な
入試を実施しているか。
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④研究医養成のための教育内容（正規科目）について、以下をご記入ください。また、参考としてシラバスの写しをご提出ください。

研究医コース
学生

その他の
学生

※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

⑤大学の正規科目以外で、研究医養成プログラムがあれば、その内容をご記入ください。

対象学年 プログラム名
対象者
（※1）

期間
（例：○週間）

開始年度

（※1）対象者は、当該講義・実習を受講可能な学生を「研究医コース学生」「全員」のうちから選択ください。

※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

対象学年
必修／選択の別

講義／実
習の別

単位数 開始年度

（※1）対象者は、当該講義・実習を受講可能な学生を「研究医コース学生」「全員」のうちから選択ください。（研究医コース学生の希望者のみの場合は、対象者
を「研究医コース学生」、必修／選択の別を「選択」とご記載ください。）

講義・実習名
対象者
（※1）

プログラムの概要（1～2行程度）
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⑥特別コースに関する取組のうち、以下の項目に関連するものについてご記入ください。なお、必要に応じて内容がわかる資料をご提出ください。

開始年度

※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

開始年度

※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

⑧特別コースの履修者の確保状況について、以下をご記入ください。
R１ R２ R３

人数（名）
※当該年度の新規履修者のみを計上してください。

（項目）

直近3年間の平均
#DIV/0!

概要（1～2行程度）

取組の名称 取組の概要（1～2行程度）

⑦上記②～⑥以外に、研究医養成の特別コースに関する取組等があれば、簡潔にご記入ください。
（令和３年度以前から継続する取組を含む）（1～2行程度）

（項目：専用の入試枠の設定による選抜の実施、学生が研究活動を実施するために必要となる研究費の予算措置、学生の学会発表、
論文発表の機会の設定及び指導体制の構築、臨床研修により研究活動が中断されることのないようにするための配慮、研究医となっ
た際の常勤ポストの確保、海外での研修の機会（1か月以上））
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３．奨学金の設定

No.1
No.2
No.3

（続き）
月額 総支給額

No.1
No.2
No.3
※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

募集人数名称

①卒後一定期間の研究医としての従事を要件とする奨学金の設定について、以下をご記入ください。
複数の奨学金を設定している場合には、それぞれについてご記入ください。

支給期間
（例：大学院1～3年次（3年

間））

返還免除要件

選抜の有無
設定主体

（例：大学、
○○財団）

給付／貸与
の別

支給対象

備考
支給額 （例：200,000）

開始年度
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（２）研究医養成拠点として相応しい実績
①－１．継続的に大学院生を輩出してきた客観的な実績について、以下をご記入ください。

R１ R２ R３

H30 R１ R２

0 0 0

①－2．その他、継続的に大学院生を輩出してきた客観的な実績があれば、簡潔にご記入ください。（1～3行程度）

②－１．継続的に研究医を輩出してきた客観的な実績について、以下をご記入ください。

H30 R１ R２

0 0 0

②－2．その他、継続的に研究医を輩出してきた客観的な実績があれば、簡潔にご記入ください。（1～3行程度）

（※1）一度臨床系（基礎系以外）に進んだものの実態としては研究に従事している又は従事する見込みがある者の数。
（例：臨床医として働きながら研究活動を行っている者、常勤ポストではないが大学の身分を有し研究活動を行っている
者、現在臨床医として勤務しているが将来的に研究に従事する意思を大学が確認している者）

（博士課程修了年度）

基礎・社会系大学院進学者
数（【A】）
臨床系大学院進学者数
（【B】）

#DIV/0!

#DIV/0!

【A】の修了者数（【C】）

【B】のうち、基礎・社会学系
の論文（又は共著論文）を執
筆した修了者数（【D】）

合計

#DIV/0!

0

（博士課程修了年度） 直近3年間の平均

#DIV/0!

【C】【D】のうち、基礎・社会学
研究分野の就職者数

【C】【D】のうち、臨床系に就
職したが基礎・社会学研究
に従事する者等の数（※1）

直近3年間の平均

#DIV/0!

#DIV/0!

0合計

（入学年度） 直近3年間の平均
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③大学教育改革の支援に関する補助事業の採択実績等
※必要に応じて内容がわかる資料をご提出ください。

採択年度
（○年度～
○年度）

④他大学と比較した際に研究医養成拠点として相応しいと考えられる客観的な実績（科学研究費採択率等）
※必要に応じて内容がわかる資料をご提出ください。

（３）過去に研究医枠による入学定員増を実施した場合の令和３年度における状況
①過去に入学定員増を実施した際に計画していた研究医養成に関する取組について、
その有効性が高いことを確認している旨を、確認方法等とともにご記入ください。
（例：第三者による評価、学内委員会による評価）

概要（1～3行程度）

採択事業名 概要（1～3行程度）
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３．歯学部入学定員の削減を行う大学の特例に伴う入学定員増について
増員希望人数 0

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 H22～R１合計

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 H22～R１合計 R2 R3

0 0 0

（２）令和４年度歯学部入学定員の削減を行う大学の特例に伴う入学定員増について
①当該入学定員増の概要（令和４年度）について、1～2行程度で簡潔にご記入ください。

（１）歯学部入学定員の削減人数

歯学部入学定員
歯学部編入学定員
計
対前年減

歯学部入学定員の削
減に伴う医学部の臨
時定員増員数

（参考：記入例）
○年度に歯学部定員を削減した△名分に
ついて、医学部定員の再増員を行う。

①平成22年度～令和元年度における歯学部入学定員及び当該減員を根拠とする平成22年度～令和３年度の医学部の臨時定員増員数につ
いて、以下をご記入ください。
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大学別医学部入学定員一覧

   大　学　名
属性
（国公私）

R3年度定員

本増員計画による
入学定員増を行わ
ない場合の令和４
年度の入学定員

R４年度
増員数

R４年度
定員

（計画）

北里大学 私立 118 109 11 120
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令和４年度増員計画

教育内容の概要

増員数

神奈川県 5
茨城県 4
山梨県 2

0 0
0 0
0 0

研究医枠 0 0

歯学部振替枠 0 0

大学名
令和３年度

定員

本増員計画による
入学定員増を行わ
ない場合の令和４
年度の入学定員

令和４年度増員計画
令和４年度

定員
（計画）

第3学年「内科学総論」では、総合診療・地域医療・在宅医療の
役割、超高齢社会において求められる医師について学んでい
る。第4学年「予防医学系」では、地域医療の実際と地位におけ
る研究、及び保健所の機能を含む地域医療行政について学んで
いる。第4～第6学年の臨床実習（必修・選択必修）「総合診療
医学実習」では、地域医療、在宅診療、訪問診療、地域包括ケ
アシステムの意義と必要性等を学ぶ

118 109北里大学
120

都道府県ごとの内訳

地域枠 11
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学生の確保の見通し等を記載した書類 

目 次 

（１）学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況

①学生確保の見通し

ア 定員充足の見込み …p.2 

イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 …p.2 

②学生確保に向けた具体的な取組状況 …p.2 

（２）人材需要の動向等社会の要請

①人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要）  …p.3 

②上記①が社会的、地域的な人材需要の動向を踏まえたものであることの客観的な根拠

…p.3 
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学生の確保の見通し等を記載した書類 

（１）学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況

①学生の確保の見通し

ア 定員充足の見込み

過去 5 年間（2017 年度～2021 年度）の内、2017 年度～2019 年度は、医学部地

域枠入学者は山梨県・茨城県は手上げ方式事前型、神奈川県は手上げ方式事後型

で一般入試として実施し、充足できていなかった。その後、2020 年度～2021 年度

は別枠方式区別型で実施し、定員を全て充足しており、今後も同様の方式で実施

することで、引き続き定員の充足が見込まれる。（資料 1）

イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要

過去の入学状況や入学者の学修状況を踏まえて作成した「指定校選定基準」に

則り、毎年指定校の選定を行っている。

地域枠指定校に関しては、今年度の指定校に過去 10 年間の指定校と山梨県、茨

城県からの推薦のあった高校を追加し、全 151 校を地域枠指定校として指定し、

学生募集の案内や説明会を予定している。（資料 2） 

②学生確保に向けた具体的な取り組み状況

１） 入試制度の変更

引き続き別枠方式区別型に改め、各地域枠（山梨県、茨城県及び神奈川県）指

定校推薦入学試験を実施する。また、当該試験により地域枠を充足できない場合

は、地域枠一般入学試験を実施する。 

２） 入試広報の充実

受験者との接触機会を増加することにより、志願者を安定的に確保するため、

次のとおり対応している。 

・オープンキャンパス（一部オンライン）において、高校生及び父母対象の模

擬講義及び入試概要説明だけでなく、スキルスラボ等の施設見学会を行う。

・予備校及び入試関連業者が主催する相談会や説明会に積極的に参加する。

・受験雑誌や受験サイト等の各種外部の広報媒体において、入試情報について

周知する。
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（２）人材需要の動向等社会の要請

①人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要）

医
学
部

【医学部医学科】 

医学部では、広く体系的な知識と確実な技術を持ち、それを深化させるよう最先

端の医学知識を意欲的に吸収できるような自己研鑽学習を継続する人材を育成する

とともに、開学以来実践されてきた「チーム医療」の実践家となるため、他者に共

感し、協働して物事に取り組むことができ、倫理観を持って広く社会に貢献できる

人材の育成を目的としています。 

そのための教育研究上の目的として、（1）人間性豊かで優れた医師の養成 （2）

学際領域を含む医学研究の推進 （3）国際貢献の推進と地域医療への協力 （4）予

防医学の推進、の 4項目をあげ、教育の基本理念としています。 

 上記に加え、ディプロマポリシーに定める 9 つのアウトカムである「プロフェッ

ショナリズムと倫理」「コミュニケーション能力」「医学知識と技術」「知的探求と自

律的教育」「チーム医療」「医療の質と安全」「予防医学」「地域医療」「国際貢献」の

各項目に定めるコンピテンシーを、医学部を卒業して医師となるものが身につけて

いることを目標としている。 

②上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な

根拠

厚生労働省による「将来時点（2036 年時点）における不足医師数等」（医療従事者

の需給に関する検討会 医師需給分科会（平成 31年 2 月 18 日））（資料 3）によると、

医師数は、国内全体としては充足しているものの、依然として都市部と地方での偏

在が顕著であり、地域医療への協力が求められている。 

文部科学省により策定された「医学教育モデル・コア・カリキュラム（平成 28年

度改訂版）」では、「医師として求められる基本的な資質・能力」（資料 4）として、

「プロフェッショナリズム」、「医学知識と問題対応能力」、「コミュニケーション能

力」、「チーム医療の実践」、「医療の質と安全の管理」などが求められており、上記

①はこれらに合致している。

以上から、上記①に記載した人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的・

目標は、引き続き社会のニーズに応えるものであると考える。 
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学生の確保の見通し等を記載した書類（添付資料） 

＜目次＞ 

資料 1   過去 5年間（2017年度～2021年度）の医学部入学試験状況 …p.5 

資料 2  2022年度入試 医学部指定校一覧  …p.6 

資料 3  「将来時点（2036 年時点）における不足医師数等」（医療従事者の需給に

関する検討会 医師需給分科会（平成 31年 2月 18日））（厚生労働省） 

…p.7 

資料 4  「医学教育モデル・コア・カリキュラム（平成 28年度改訂版）」 

  （文部科学省）        …p.10 

‐ 学生確保 -4-



資料１ 

過去5年間（2017（平成29）年度～2021（令和3）年度）の医学部入学試験状況 

学校推薦型選抜試験（指定校）  （単位：人） 

志願者 受験者 合格者 入学者 倍率 

2021(R3) 74 74 35 35 2.11 

2020(R2) 78 78 35 35 2.23 

2019(H31) 71 71 38 38 1.87 

2018(H30) 60 60 45 45 1.33 

2017(H29) 63 63 47 47 1.34 

学校推薦型選抜試験（神奈川県地域枠指定校）  （単位：人） 

志願者 受験者 合格者 入学者 倍率 

2021(R3) 13 13 5 5 2.60 

2020(R2) 11 11 5 5 2.20 

学校推薦型選抜試験（茨城県地域枠指定校）  （単位：人） 

志願者 受験者 合格者 入学者 倍率 

2021(R3) 7 7 2 2 3.50 

2020(R2) 2 2 2 2 1.00 

学校推薦型選抜試験（山梨県地域枠指定校）   （単位：人） 

志願者 受験者 合格者 入学者 倍率 

2021(R3) 3 3 2 2 1.50 

2020(R2) 3 3 2 2 1.50 

一般選抜試験  （単位：人） 

志願者 受験者 合格者 入学者 倍率 

2021(R3) 1915 1826 401 73 4.55 

2020(R2) 1970 1902 235 74 8.09 

2019(H31) 1902 1823 290 81 6.29 

2018(H30) 2644 2304 184 74 12.52 

2017(H29) 2690 2345 181 72 12.96 

医学部入学試験状況（学校推薦型選抜試験及び一般選抜試験の合計）（単位：人） 

志願者 受験者 合格者 入学者 倍率 定員超過率 

2021(R3) 2012 1923 445 117 4.32 0.99 

2020(R2) 2064 1996 279 118 7.15 1.00 

2019(H31)※ 1973 1894 328 119 5.77 1.00 

2018(H30) 2704 2364 229 119 10.32 1.00 

2017(H29) 2753 2408 228 119 10.56 1.00 

2016(H28) 2375 2167 273 119 7.94 1.00 

2015(H27) 2691 2600 341 119 7.62 1.00 

※2018（H30）年度追加合格者 4 人については除く。
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資料２ 

※著作権者の許諾が得られない書類等

１．書類等の題名 

「2022 年度入試医学部指定校一覧」 

２．出典 

北里大学医学部 

３．引用範囲 

資料全体 

４．その他の説明 

 本資料は、北里大学医学部の 2022年度入試における指定校が一覧となっているも

のであるが、個別の高校名やそれぞれの高校の枠の数値といった情報も記載されて

おり、それらは一般に公表していない内容である。 

 そのため、別紙「2022年度医学部入試 県別指定校数一覧」に差し替えて、公表す

る。 

‐ 学生確保 -6　①-



 2022年度入試医学部県別指定校数一覧

No. 地域ｺｰﾄﾞ 所在地 一般枠 地域枠

1 01 北海道 2 2

2 02 青森 1 1

3 03 岩手 1 1

4 04 宮城 1 1

5 05 秋田 1 1

6 07 福島 2 2

7 08 茨城 3 16

8 09 栃木 1 1

9 10 群馬 4 4

10 11 埼玉 6 6

11 12 千葉 1 1

12 13 東京 41 41

13 14 神奈川 18 50

14 15 新潟 1 1

15 19 山梨 1 9

16 20 長野 1 1

17 22 静岡 5 5

18 34 広島 3 3

19 38 愛媛 1 1

20 39 高知 1 1

21 41 佐賀 1 1

22 43 熊本 1 1

23 44 大分 1 1

‐ 学生確保 -6 ②-
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フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

- 学長
ｼﾏﾌﾞｸﾛ　ｷｮｳｺ
島袋　香子

<令和2年7月>

博士
（看護学）

　　　　北里大学長
　（令和2年7月1日
　　  ～令和6年6月30日）

（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

別記様式第３号（その１）

教 員 名 簿

年齢
調書
番号

役職名
現　職

（就任年月）

学 長 の 氏 名 等

保有
学位等

月額基本給
（千円）



審査意見への対応を記載した書類（11月） 

（目次）医学部医学科 

専任教員の教授数について、大学設置基準を満たしていないため、適切に改めること。 

（獣医学部生物環境科学科、海洋生命科学部海洋生命科学科）（是正事項）・・・・・・・・p.2 

  ＜添付資料＞ 

【別紙１】獣医学部生物環境科学科の教員配置に関する資料・・・・・・・・・・・・・・p.3 

【別紙２】海洋生命科学部海洋生命科学科の教員配置に関する資料・・・・・・・・・・・p.6 

以上 
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（是正事項）医学部医学科 

専任教員の教授数について、大学設置基準を満たしていないため、適切に改めること。 

（獣医学部生物環境科学科、海洋生命科学部海洋生命科学科） 

（対応） 

・獣医学部生物環境科学科においては、2021 年 3月に教授 1名が死亡したが、2021年 8月 1日付

で同学科の准教授を 1名昇任させた（【別紙１】参照）。当初申請時の基本計画書の数値に誤りがあ

ったため、修正を行う。

・海洋生命科学部海洋生命科学科においては、2021 年 4 月時点では教授が 1 名欠員であったが、

2021 年後期から、海洋生命科学部付属施設所属の教授 1 名が、学部の授業を担当することとし

ていた。2022 年 4 月からは、さらに教育環境を向上させるため、同学科の准教授 2 名を昇任さ

せることとしている（【別紙２】参照）。当初申請時の基本計画書の数値に誤りがあったため、修正

を行う。

（新旧対照表）基本計画書（３ページ：「教員組織の概要」＜抜粋＞） 

  【新】  【旧】 

獣医学部
生物環境科学科 (5) (2) (3) (2) (12)

海洋生命科学部
海洋生命科学科

海洋生命科学部
その他

教授 准教授 講師 助教 計

5人 2人 3人 2人 12人 

1人 0人 0人 1人 2人 

(0) （0） (1) (2)

11人 9人 8人 0人 28人 

(11) (9) (8) (0) (28)

(1)

学部等の名称
専任教員等 専任教員等

学部等の名称

2人 0人 0人 1人 3人 

(0) （0） (1) (3)

8人 11人 8人 0人 27人 

(8) (11) (8) (0) (27)

(2)

4人 3人 3人 2人 12人 

准教授 講師 助教 計教授

海洋生命科学部
海洋生命科学科

海洋生命科学部
その他

獣医学部
生物環境科学科 (4) (3) (3) (2) (12)

以上 
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別紙１・２ 
 

                    ※著作権者の許諾が得られない書類等 

 

 

１．書類等の題名 

・【別紙１】獣医学部生物環境科学科の教員配置に関する資料 

・【別紙２】海洋生命科学部海洋生命科学科の教員配置に関する資料 

 

２．出典 

   北里大学 

 

３．引用範囲 

   資料全体 

 

４．その他の説明 

    本資料は、獣医学部生物環境科学科及び海洋生命科学部海洋生命科学科の教員組

織や教員人事等について説明するものであり、公表することができないため、本資

料に差し替える。 

 



新旧対照表（11月） 

 

a.その他（医学部医学科） 

事項 新 旧 補正理由 

教員組織 獣医学部 生物環境科学科 

教授 5、准教授 2、講師 3、助教 2 

計 12名 

海洋生命科学部 海洋生命科学研究科 

教授 11、准教授 9、講師 8、助教 0 

計 28名 

海洋生命科学部 その他 

教授 1、准教授 0、講師 0、助教 1 

計 2名 

 

獣医学部 生物環境科学科 

教授 4、准教授 3、講師 3、助教 2 

計 12名 

海洋生命科学部 海洋生命科学研究科 

教授 8、准教授 11、講師 8、助教 0 

計 27名 

海洋生命科学部 その他 

教授 2、准教授 0、講師 0、助教 1 

計 3名 

 

審査意見への対応 

（基本計画書の修正） 

 

 

以上 
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